




















































































恋を思い出にする方法を、私に教えてよ
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　少女は、絶対に噓うそだと思った。目の前の少年が、自分をからかって嘲笑あざわらっているんじゃないかとさえ思った。だって、そんなことは常識的に考えて不可能だからだ。

「あははは、大丈夫、安心して？　怖がらなくていいよ」

　不審がる少女の態度を勘違いしたのか、少年は、少女を落ち着かせるような柔和な笑みを浮かべる。されど、少女の表情は明るくならない。周囲と同じ、真っ暗闇くらやみだった。何故なぜならば、少女は知っているからだ。小学三年生ながらに、きちんと理解しているのだ。この世界に不思議な力なんてものはなくて。ご都合主義に登場するヒーローは全部、作り物の偽物にせもの。




「誰だれかの恋心を食べることなんて、お菓子を摘まむぐらいに簡単なんだってさ！」




　当然、自分の『失恋』を、この胸を苛さいなむ痛みを、消し去ってくれるような存在は居ない。そんな都合のいい存在が居たら、少女にとっては紛まぎれもない、本物のヒーローだろう。

　だから、結論から言えば、少女──深山みやま葵あおいはこの時、本物のヒーローに出会ったのである。
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「ねぇ、早く行きましょう？　私、待ちきれないわ」

「即座に俺おれから離れろ。外聞が悪い」

　クラスメイトの男子──佐藤さとう孝幸たかゆきが、オフィススーツ姿の若い女性とビジネスホテルに入ろうとしている。こんな時、どんな顔をすればいいのか、葵あおいはさっぱりわからなかった。

「あれはもう、完全に援助交際の類たぐい──いや、いやいやいや、流石さすがにそれは……でもなぁ」

　自慢の美貌を電柱の陰に隠して、容疑者たちの様子を窺うかがってみても、答えは出ない。勘違いだと判断して、そっと見なかったふりをしたい葵であったが、己おのれの信条がそれを許さなかった。

　何故なぜならば、格好悪いから。葵が憧あこがれるヒーローならば、こういう時、見て見ぬふりだけはしないだろうから。

「やれやれだわ、ほんと。一体、どうしてこうなったのやら？」

　笑みを引ひき攣つらせながらも、葵は冷静に、理性的に判断しようと努めた。

　どうしてこのようなことになったのかと、冷静に思い返そうとしたのである。

「私は、こんなことしている暇なんてないのに」

　葵がどうして、クラスメイトのいかがわしい場面を目撃してしまったのか？

　根本の原因を探るのであれば、数時間ほど時を遡さかのぼることになる。







　深山みやま葵は、高校一年生になっていた。

　烏からすの濡ぬれ羽色ばいろの長髪。凛々しく、大人びた美貌。男子の平均も上回る高身長。すらりと伸びた手足に、起伏に富んだモデル体型。そして、左目の下にある泣き黒子ぼくろは、彼女の微笑みと共に、魔性染じみた美しさで見る者の心を奪うだろう。

　加えて、葵の魅力は外見だけに留まらない。




「葵ちゃん、葵ちゃん。あのね、この公式がよくわからないの」

「どれどれ。ああ、確かに、この公式はちょっとわかりづらかったよね？　これはね、この公式だけじゃなくて、前の公式も併せて考えるとわかりやすいわよ」

　聡明そうな外見の通り、葵は勉学にも秀でていた。しかも、天才肌というわけでもなく、クラスメイトに質問をされれば、わかりやすく解説して感謝されることもあるぐらいだ。




「うおっ！　誰だれだ、あの一年女子!?　素人しろうとの動きじゃねーぞ!?」

「身長も高いし。こりゃあ、バスケ部やらバレー部やらから引っ張りだこだな」

　葵は勉学に秀でながら、体を動かすことにも長たけていた。入学時に、ほとんどの運動部から勧誘を受けて、断るのに苦労したほどに運動神経抜群である。




　そして何より、葵がその人気を不動のものにした、とある騒動があった。

「深山さん、大変！　うちの佐藤が、先輩たちと一触即発って感じで、睨にらみ合あっているの！」

「わかったわ。貴方あなたはまず、先生を呼びに行って。私がその間に、睨み合っている人たちを冷静にしておくから」

　それは、入学早々、佐藤孝幸というクラスメイトの男子が、二年生の男子たちと睨み合い、危うく暴力事件に発展しそうになった騒動だ。誰もが遠巻きに傍観していたその騒動の中、葵は毅然とした態度で、両者の衝突を防いだのである。

「うん、急いで呼んで来るけど、深山さん？　いや、待って!?　なんでトイレから水を汲んだバケツを持って行くの!?」

　もっとも、その方法は外見に似合わず、結構な力押しだったが。


「…………ああ？　なんだ、優等生か。危ないから、離れておけぶぼばぁ!?」



　まず、剣呑けんのんな気配で先輩たちと睨み合う孝幸へと、頭から水を被かぶせて静かにさせた。

「先輩方、うちの佐藤がすみませんでした！」

「「「お、おう？」」」

　そして、間髪入れずに葵が頭を下げることによって、孝幸と睨み合っていたはずの二年生たちは毒気を抜かれてしまい、文字通り、騒動を水に流す結果となったのだ。

　葵はこの件をきっかけに、さらに、その存在を学校中に知らしめることになったのである。




　その結果、高校に入学してからおよそ一か月が経たつ頃ころには、葵は既に、学年の中心人物として、立場を確固たるものにしていた。

「深山さん、深山さん！　今日はこれから暇？　だったら、美術部に来てくれない？　先輩から、深山さんを連れてきて欲しいって頼まれていてさぁ」

「いやいや、深山は部活はやらないって言ってたじゃん。家の手伝いがあるからって。だから、その時間まで、一緒にカラオケにでも行かない？」

「え？　深山とカラオケ？　はいはーい、男子も参加していいですかぁ？」

「アンタは部活に行けよ、サッカー部。入部早々サボったら、先輩に殺されるよ？」

　当然、人気者の葵は、放課後になれば、クラスメイトたちから引っ張りだこだ。誰しも葵の予定を気にして、少しの間でも葵と同じ時間を過ごそうと、様々な誘いをしてくる。

「んー、カラオケかぁ。そうね、クラス内の交流を図るために、良いかもしれないわね」

「だろ!?　よっしゃ、決まりだな！」

「じゃあ、そこに居る佐藤君を連れて来られたら、オッケーするわ。クラス内の交流だもの」

「えっ？」

　ただ、人気者だからといって、周囲の都合よく動くお人形というわけでもない。葵は自分の意思をはっきりと告げるタイプのリーダーだ。現にこうして、お調子者の男子が絡からんで来ても、さらりと受け流す術などには長けている。

「さ、佐藤はちょっと……あれかなーって、はははっ」

「うわ、ださっ。露骨にビビってるよ、こいつ」

「もう、お前はさっさとサッカー部に行けよ、鈴木」

　クラス内の不良枠を同伴させることを条件にした所為せいか、お調子者の男子は露骨に口数が少なくなってしまう。女子たちは、弱ったお調子者の男子を見逃さず、ここぞとばかりに追撃をかけるが、葵の視線はその光景へと向けられていない。

「佐藤君」


「…………あん？」



　葵は放課後の教室で一人、喧騒から外れている不良生徒へと声をかけていた。かつて、入学式早々に、二年生の先輩と睨み合い、問題を起こしそうになった男子、孝幸だ。一応、二年生の先輩が複数で女子を囲んでいたところを、孝幸が割って入ったという噂うわさもあるので、問題児扱いまではされていないが、クラス内では敬遠されている存在である。

「これから一緒に、カラオケに行かない？」

　そんな相手へと、毅然とこういう誘いができてしまうのが、深山葵だった。お調子者の男子も、女子たちも啞然としてしまうような行為を、平然とやってのける肝きもっ玉たまを持っている。

　もちろん、葵にも個人的な好悪はあり、孝幸は嫌いな部類に入るクラスメイトだ。しかし、そんな内心はあれども、完全なる不良と言い難がたい相手であるのならば、クラス内の孤立を解消しようと動く正義感を持っているらしい。

「嬉うれしいお誘いだが、遠慮させてもらうぜ、優等生。生憎、俺にも空気は読めるんでな？」

「あら、空気が読めたの？　意外ね、とてもそうとは見えなかったから声をかけたのに」

「そりゃあ、そいつらの顔に『頼むから来ないでくれ』って書いてあることぐらいわかるさ」

　声をかけられた孝幸は、手元の携帯端末を操作した後、周囲を一瞥いちべつして立ち上がる。

　その様子に、お調子者の男子や女子たちも含めた周囲はびくりと肩を震わせるのだが、当の葵はまったく揺るがない。美しい笑みを浮かべて、孝幸と相対している。

「だからまぁ、お節介もほどほどにしとけよ？　優等生」

「それは、私が決めることよ、佐藤君」

「そうかい」

　孝幸は、にやりと不敵な表情を作ると、そのまま葵に背を向けて教室から出て行った。

　葵は孝幸の姿を見送ると、周囲へ振り返って肩を竦すくめて見せる。

「残念、ふられちゃったわ」

　葵のこういうところを、クラスメイトたちは『信頼に足る』と判断していた。ただのお飾りのリーダーでも、調子の良いことばかりを言う風見鶏でもない。揺るぎない我を持った頼れる存在こそが、深山葵なのだと。

　そして、葵自身もまた、そう在れる自分に自信を持っていた。

「あー、びっくりした！　深山さん、度胸あるぅ！」

「どこぞの鈴木とは全然違うなぁ」

「どこぞの鈴木って、もう答え言っちゃってるじゃん!?」

　入学して一か月で、周囲から頼られている自分は格好良いと己惚うぬぼれながらも、それに恥じないほどの実績を周囲に示して。まさしく、葵の高校生活は始まりから順調だった。

「あー、ごめん！　葵、ちょっと話したいことがあるから一緒に来てくれない？」

　そう、この時までは。




「恋愛相談？　この私に？」

　葵は、自分を頼って来た相手と共に教室を抜け出して、校舎裏まで来ていた。

「うん、そうなんだ。こんなこと頼めるの、葵しかいなくてさ」

　その相手は、中学時代からの親友である鵜飼うかい朋絵ともえだ。

　クラスメイトたちからカラオケの誘いはあるが、朋絵は普段、滅多めったに人を頼らず、逆に頼られるような、人望のある人間だ。そんな親友が珍しく自分を頼ってきたのだから、そちらを優先するのは、葵にとって当然のことだった。

「ふっ、いいでしょう。初恋に破れて以来、ありとあらゆる恋愛モノを憎悪するこの私が、貴方の相談に乗ってあげるわ」

「あっれー？　頼りにした相手が、思ったよりも泥船だったぞぉ？」

　葵は教室内でのお行儀の良い笑顔とは違い、にやりと不敵に笑いながら応こたえる。そして朋絵もまた、頰ほおを緩ゆるませて言葉を返した。

「まぁ、それは冗談として。いいの？　朋絵。一応私は、想おもい人に告白した経験はあるけれど、今から思えば、クソみたいな告白だったわよ？」

「クソみたいな告白」

「そう、クソみたいな告白。相手を都合よく自分の理想に押し込めようとするような、最低の告白だったわ。多分、いや、絶対に参考にならないわ」

「そんなに……で、でも！　葵はよく、男子から告白されていたよね？」

「ほとんど外見目当ての記念告白だったから、そういうのは全部、十秒以内に切り捨ててきたけれどね？　そんな私の経験を語っても貴方の恋路には、破滅しかもたらさないと思うわ」

「ラブコメを滅ぼす悲しき宿命でも背負っているの？　この美少女は」

　朋絵は葵の冗談を受けて、苦笑する。

　天然茶髪を後ろに纏まとめたポニーテイルに、健康的に日焼けした小麦色の肌。陸上部で鍛え上げられた細身の肉体は、機能美を感じさせるほど。そして、いつもはそこに、元気で可愛かわいらしい笑みが加わるのだが、現在の朋絵の表情はいつもよりも暗い。

「それで、具体的には私に何をして欲しいの？　私は大体、何でもできる万能系美少女だと自負しているけれど、当然、できないことだってそれなりにあるわ」

「あはは、ナルシストと言い切れない程度には事実だから、性質たちが悪いよね。んー、でも、大丈夫！　葵にもできないような無理難題じゃなくて、ちょっと、美術部に所属している先輩を紹介してもらいたいだけだからさ！」

　自信と傲慢に溢あふれた葵の言葉を、朋絵はいつも通りに受け流してから、答えた。

「ふぅん、紹介ねぇ。できなくはないけれど……その先輩の名前は？」

「うん、えっとね、確か……」

　朋絵が告げた名前は、美術部に所属する二年生の名前だった。女子の先輩の名前だった。


「…………ねぇ、朋絵。これが、そういうカミングアウトならば、私もきちんと真剣に対応してあげる。でも、察するにこれは、貴方のための恋愛相談というわけではなさそうね？」



「あー、それは、その」

「私はてっきり、ついに貴方が幼馴染おさななじみの彼に告白するものだとばかり思っていたのだけれど？」

　葵の言葉に、朋絵はくしゃりと顔を歪ゆがめた。今にも泣きそうな子供の顔だった。だが、それも一瞬のこと。すぐに、空元気の笑みを張り付けて、わざとらしく感じるほど声を張り上げる。

「えーっ！　違うってば！　前から言ってるじゃーん！　アタシとナオは幼馴染！　ただの幼馴染だから！　そういうのじゃないからね!?」

「朋絵、貴方……」

「それに！　それにね？」

　一瞬言葉を詰まらせた後、朋絵は努めて明るく、元気な声でその言葉を口にした。

「ナオにはちゃんと、好きな人ができたんだよ！　アタシじゃなくて、美術部の先輩。大人っぽくて、優しくて、頭が良さそうな人」

　ざくり、と自らの血肉を削ぎ落すような言葉で、葵は事の全容をなんとなく察した。察してしまったのである。

　朋絵が抱く想いが、報われぬ恋路を辿たどっていることに。

「だから、幼馴染であるアタシが協力してやらなきゃ、駄目だろー？　だってあいつ、野球ばっかり得意で。色恋沙汰なんて、まるでダメダメなんだからさ！」


「…………ええ、そうね」



　痛々しいほどに明るく振る舞う朋絵へ、葵はため息と共に言葉を返した。

「貴方の幼馴染が、ダメダメだってところは同意してあげるわ」

　そして、やれやれと肩を竦めながらも、葵は、朋絵の手をがっしりと摑つかむ。

「え？　あの、葵？」

「その有様ありさまだと、部活に出ても邪魔になるだけよ。いいから、ちょっと来なさい」

　戸惑う親友の手を引き、より詳しい事情を聞き出すため、場所を移すことにしたのである。







　葵の知る限り、朋絵とその幼馴染──三原みはら直次なおつぐとの関係は良好だった。

　二人の関係はいわゆる、漫画やアニメにあるような典型的な幼馴染だ。家は隣同士。生まれた時から隣同士のベッドに並べられていたぐらい、長い付き合い。幼稚園の頃から、中学校まで、登下校はずっと一緒。その様子から、周囲は二人を夫婦や兄妹と揶揄やゆしていたが、誰しも心の中ではお似合いだと認めるほど、仲の良い幼馴染たちだった。

　それなのに何故、直次は朋絵と違う相手を好きになったのだろうか？

「え？　いやいや、だからさ、葵。アタシとナオは兄妹みたいな感じなんだって。家族って感じでさ。なんかこう、近過ぎて恋愛の対象にならないんだよね！」

　その答えは、朋絵の口から痛々しい笑顔と共に述べられた。

　普段は元気溢れる笑顔を周囲に提供してくれて、教室に居るだけでクラスの雰囲気が明るくなるムードメーカーなのだが、今はその笑顔がぎこちない。明らかに強がっている朋絵の様子は、部活動をサボらせて正解だと、確信させるには十分過ぎるものだろう。

「……はぁ。あのね、朋絵。私は別に、貴方の幼馴染に美術部の先輩を紹介してあげてもいいの。極論、貴方の幼馴染が誰と付き合おうとも私はどうでもいいわ。貴方が、そんな下手くそな笑顔を浮かべていなければね」

「あ、ははは！　いやいや、葵ってばそんな意地悪ばっかり──」

「ちゃんと詳しい事情を話しなさい。それが、私が貴方に協力する条件よ」


「…………ほんと、意地悪だよ、葵は」



　葵たちは、校舎裏から場所を移して、駅前のファミレスに来ていた。

　朋絵が部活関連のことで文句を言う前に、陸上部の知り合いへとメッセージを送り、体調不良で帰宅の旨を報告。朋絵に付き添って家へと送るという文面のメッセージに対する返信は、『ああやっぱり、なんか調子が変だったもんね』という納得したものだった。

　その時、葵は自分の親友が想像以上に参っていることを悟ったのである。

「安心しなさい。この時間帯なら、うちの学校でこのファミレスを利用する人は少ないわ。それに、この席の位置からなら、誰か入ってくればすぐにわかるから」

「うーん、いたれつくせりの対応！　流石は葵！　うちのクラスの完璧かんぺき美少女！」
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「おどけたところで、話は流れないわよ？」

「だよねー。あはははっ、葵には敵かなわないなぁ」

　乾いた笑い声と共に、情けなく歪んだ顔を晒さらして、朋絵は大きくため息を吐ついた。

「でもね？　大体、言った通りだよ。ナオとアタシは幼馴染。ナオがアタシに抱いていた感情は、異性に対する好意じゃなくて、家族や親しい友達への好意、それ以外の何物でもなかった。だから、ナオに好きな人ができるのはおかしくないし、良いことだ」

「確認するけれど、勘違いじゃないの？　貴方の見間違えとか、何かの思い違いとか？」

「ううん、違うよ」

　ゆっくりと首を横へ振って、朋絵は葵に告げる。

「だって、ナオが一番に教えてくれたんだ。アタシに、『俺、好きな人ができた！』って」


「…………」



　絶句するとは、このことだろう。

　葵は思わず目を見開き、しばらく、わなわなと唇を震わせたかと思うと、静かに笑みを作った。それは寒気を感じさせるほど美しい笑みで、見る者を凍り付かせる恐ろしさがある。

「ちょっと、鈍感馬鹿ばかの骨を折ってくるわ」

「待って？　葵、ちょっと落ち着いて欲しい」

「安心して。私は落ち着いているわ、大丈夫……利きき腕うでは勘弁してあげるから」

「利き腕じゃなくても、骨が折れたら、野球ができなくなっちゃうんだぞ!?」

　その後、葵は親友からの必死の説得を受けて、辛うじて己の理性で怒りを抑えることに成功したらしい。ファミレスの椅子から浮きかけた腰を下ろして、深呼吸を繰り返している。


「すーっ、はーっ……よし、落ち着いたわ。やはり、人間の骨を折っては駄目ね。乱暴だもの。ここは理性的に、証拠を残さないように追い詰めましょう」



「全然、落ち着いてないじゃん！」


「……………………まぁ。冗談だけれどね？　本当にはやらないわ。でも、直次の所業はひどいと思う。だって、朋絵。直次のこと好きでしょう？　恋愛的な意味で」



「えっと、いや、それは、その」

「私はその手の色恋に疎うといけれどね？　流石に、中学時代ずっと一緒に過ごして来た親友の恋愛感情は見逃さないわ。だって、他の皆にもわかるぐらい露骨だったし」

　びくりと肩を震わせて驚く朋絵であるが、葵としては『何を今更』という表情だ。

「えっと、そんなに？　そんなにバレバレだった？」

「幼馴染との気安いやり取りの中で、時々、恋する乙女の顔をしていたからね」

「噓うそっ!?」

「本当よ。多分、中学の同じ学年でわかっていなかった奴やつは、貴方の幼馴染しかいないと思う。というか、貴方の好意を理解しながらの所業だったら、有志を募って処刑します」

「う、ううう……」

　自らの想いが思っていた以上にオープンになっていたことにショックを受ける朋絵であるが、しばらく呻うめいた後、ぐっと顔を上げた。

「だけど、だけどね、葵。アタシは、嬉しいんだよ」

　うっすらと赤みの残る頰を晒しながら、朋絵は葵を見つめて言う。

「ナオはずっと、アタシを妹みたいに守ってくれていたからさ。アタシの存在が足かせにならず、誰かを好きになることができたら、それはとても嬉しいことなんだ」

　朋絵の瞳ひとみは揺らがず、その中には確かな意思が宿っている。

「……朋絵」

「なーんて、言ってはみたものの、この体ていたらくなんだけどね！　だから、お願いだよ、葵。力を貸して欲しい。アタシが、きちんとあいつの助けになれるように」

　痛みを押し殺してでも頼み込んでくる親友の姿を見て、断ることなど葵にはできなかった。

　たとえそれが、さらなる茨いばらの道を進む親友を見送ることになるとしても、朋絵自身が決断した道を否定することなどできない。

「わかったわ、何とかしてみましょう。ただし、先輩を紹介したとしても、その後が上手うまくいくとは限らないからね？」

「うん！　ありがとう、葵！　すっごい、助かるよ！」

　花咲くような朋絵の笑みを受けて、葵の胸にじくりとした痛みが生まれる。

「気にしなくていいわ。私は、私の自己満足のために、貴方を手助けしているだけだもの」

　強がって笑みを返しながらも、その痛みの名前が無力感であることを、葵は知っていた。










　小学三年生の夏休み。深山葵は遭難していた。

　場所は、近所の裏山。原因は、葵が自ら木々が生い茂る山道を歩き回り、陽ひが落ちようとも構わずに、人気ひとけの無い場所へと自分の姿を隠そうとしたことだった。


「…………ぐすっ」



　月も見えないほど真っ暗闇くらやみの中、葵が山中を歩き回って辿り着いたのは、廃れた神社だった。とっくに神様が離れているような、ボロボロの社やしろの中に身を隠すと、涙を零こぼし始める。

　けれども、涙を流す理由は遭難したからではない。

　真っ暗闇の光景も。帰る当ての無い不安も。いつ、獣が出て来るかわからない恐怖も。その時の葵にとっては些事だったのだ。何故ならば、幼い葵にとっては、身を浸すような暗闇よりも、胸をじくじくと痛めつけるものの方が辛かったからである。

　葵の胸を痛めつけるもの。それは、傷ついた恋心だった。

「ううっ……ハル君のばかぁ」

　葵は失恋していた。想い人へ自信満々に告白して、あっさりふられてしまったのだ。

　されど、当時の葵は、ふられた理由など考えず、ただ、告白を断った相手への拗すねた気持ちだけがあった。だから、自分をふったことへの嫌がらせと、自らを慰めるために、葵は誰も居ない場所へと身を隠すことにしたのである。他の人間の迷惑など一切いっさい考えずに。

「ひっく、ぐすっ……初めてだったのに……私が初めて、告白してあげたのに……」

　真っ暗闇の中、傷ついた恋心を抱えて葵は泣き続ける。

　後から思い返したくもないほど、愚かな行動理由で遭難してしまった葵であるが、当の本人からすれば真剣な悩みだった。誰からも好かれている、と無邪気に自分の魅力を信じ切っていた葵にとっては、告白を断られるのは、自分の世界を否定されたようなものだったのだろう。

「嫌いだもん……ハル君なんて嫌いだもん」

　どれだけ泣いても、どれだけ想い人を罵倒しても、葵の胸から痛みは消えることはない。

　たとえ、自分勝手な理想を当てはめた、恋に恋していたような初恋だったとしても。失恋は苦痛だった。何本もの透明な針で、胸を貫くような痛みが止まらず、どれだけ喚わめいても、慰めてくれる友達は、この場には居ない。

　だが、全すべては、自業自得の結末だ。

　告白を断られたのも、葵が身勝手な想いと理想を勝手に押し付けたから。

　誰も慰めてくれないのは、葵が自ら望んで、誰も居ない場所へ踏み入ったから。


「…………だれか、たすけてよぉ」



　希望が見えない真っ暗闇の中で、葵の心は限界に達しようとしていた。

　失恋の痛みだけではなく、周囲に誰も居ないという恐怖が、今更になって湧わき上がる。

　葵が抱く恐怖と痛みは、やがて、怪物の牙きばのように、その心を食い破って、心に消えない傷を残したかもしれない。あるいは、葵の心はこのまま死んでいたかもしれない。

「おおーい、誰かいるかー？」

　のんびりと間延びした少年の声が、その耳に届かなければ、葵の心はきっと、暗闇の中に閉じ込められたままだっただろう。


「…………ぐすっ。だぁれ？」



　葵は、不安と期待が織り交ざった声で、呼びかけに応える。その声はなんとなく聞き覚えはあるが、少なくとも、初恋の相手が迎えに来たというような、ロマンチックな展開ではないことは薄々察していた。

「やぁ、はた迷惑なお姫様。お迎えに来たよー？」

　そして、葵の下に姿を現したのは、懐中電灯を手にした、同じぐらいの背丈の少年。大人よりも頼りがいがなく、友達ですらない間柄の、浪漫が期待できない相手だった。

　けれど、その時はまだ、知らなかったのである。この期待外れの少年こそが、どうにもならない痛みから自分を救ってくれるヒーローになることを。

　このヒーローとの出会いが、自分の人生に大きく影響を与えることを。










「はぁ。どうしたものか」

　朋絵と、ファミレスで別れてからの帰り道。

　葵はすれ違う人々へ漫然と意識を向けながら歩いていた。徐々に人が増えていく駅前の通行人たちの顔を見ては、記憶の中にある顔と比べて、小さな期待と落胆を繰り返す。それは、葵が無力感を抱いた時に行ってしまう悪癖だった。無力感に打ちひしがれ、記憶の中にある面影を探そうと、視線をさ迷わせてしまう自らの弱さに、葵はつくづく辟易へきえきしていた。

「どうにもならないことがあると、すぐこれだ。反省しないと……うん？」

　自らの弱さを戒めて、葵は視線を前方に定める。だが、その時、視界の中に奇妙な光景が飛び込んできたのを認識した。

「や、やっと見つけた！　お願い！　もう、貴方無しでは生きられないの！」

「やめろ！　往来で抱き着くな！　勘違いされるような言動は慎め！」

　葵から少し離れた駅前の通り。そこから、言い争うような男女の声が聞こえてきたのである。

　葵は、一体何のトラブルかと思わず眉まゆをひそめたのだが、そこに居たのは顔見知りだった。

「うげっ」

　クラスメイトだった。具体的に言えば、孝幸だった。そう。見つけた瞬間、思わず嫌な声を上げる程度には、悪い印象を抱いている相手が、私服姿で若い女性に絡まれていたのである。

「お願いっ！　ね？　お願い、辛いの……お、お礼だったら、いつも以上に──」

「ばっか！　だから、時と場所を考えろって！」

　オフィススーツに身を包んだ若い女性は、二十代前半のＯＬに見えた。そのＯＬがなんと、バッグの中から万札を取り出そうとして、慌てて孝幸に押し留められている。

　常人ならば、見逃してしまうぐらいの速さでのやり取りだったが、生憎、葵の目は誤魔化ごまかせない。できれば誤魔化して欲しかったという気持ちもあれども、目の前で起こった非行と思わしき出来事を見過ごせなかった。

「ええい、わかった！　だが、こんな例外は今回限りだ！　次はちゃんと予約を入れろ！」

「うん！　約束するから！」

　かくして、葵はいかがわしい行為に及およぼうとする二人を尾行することにしたのである。







「さて、どうしたものやら」

　脳内で数時間ほどの時間を遡って、葵の思考はようやく落ち着いた。

　既に、ビジネスホテルへ入っていく二人の姿は携帯端末によって撮影済み。よって、証拠は十分。これを学校に報告すれば、相応の罰を二人へ下すことが可能だろう。

　ただ、それでいいのか？　と葵は考え込む。かなり怪しく、言い逃れがしにくい状況だったが、何か事情があるのかもしれない。状況的にアウトだが、何かの勘違いかもしれない。

　今まで、多種多様な正義をヒーロードラマで学習してきた葵は、だからこそ、自らが正義を行う前にはきちんと考える。冤罪えんざいで誰かを貶おとしめてしまう可能性を排除するために。

「あれ？」

　などと、深慮していた葵であったが、いつの間にか、ビジネスホテルから二人が出て来る姿が目に入ってきた。しかし、出て来るまでの経過時間は、おおよそ十五分。

　いかがわしい行為に及ぶにはあまりにも短過ぎる時間だが、若いＯＬの表情は満足そのもの。孝幸に何度もお礼を言うと、後ろめたさなど欠片かけらも無い表情で別れて、違う道へと歩き出す。

「えっと、どういうこと？」

　ここで葵の思考は混乱した。

　いくら何でも短過ぎる。エントランスホールでトイレを借りただけ、と主張しても通る時間だ。加えて、両者の衣服に乱れは見えない。十五分という時間であれば、互いに服を脱いで、着るだけでも終わってしまう可能性すらある。ならば、一体何をしていたのか？

　疑問が尽きない葵であるが、思考を重ねる度に、孝幸の背中が遠ざかっていく。


「────ああもう！」



　差し迫った状況に、葵は思考を切り上げて走り出した。

　行動を起こす前はよく考えるべきだ。けれども、よく考えることと、何もしないことは違うのだと、自らを叱しかりつけて、足を動かす。

「うおっ!?　なんだ？」

　疑問の他に心中で渦巻く、不安や怯おびえを踏みつけるように駆け抜けて、葵は瞬く間に孝幸の目前まで辿り着いた。そして、乱れる息を整える間もなく、胸の中から湧き上がる自らの正義を言葉にして、相手へ叩たたきつける。

「ノーセックス！　ノーライフ！」

「誤解されていることは理解したが、致命的に文法を間違えているぞ、優等生」

　ただし、気持ちが先行し過ぎてしまい、正義の言葉は赤っ恥へと変わってしまったのだが。




「恋愛カウンセリング？　売春じゃなくて？」

「ああ、断じて違う。いかがわしい行為には及んでいない」

「……怪しい。大体、何よ、恋愛カウンセリングって、何かの隠語？　というか、本当だったにしても、随分と素直に白状するのね？」

「この期ごに及んで、下手な言い訳で誤魔化すつもりはねぇよ。大体、アンタに通じると思えん」

　ビジネスホテルの前で高校生同士が言い争う訳にもいかず、二人は、近場の喫茶店きっさてんへと場所を移して、話し合っていた。

「それに、恋愛カウンセリングって言っても、正式にカウンセラーとして、資格を持っているわけではないから、所詮しょせんは素人の真似事まねごとだ。大したことはしてねぇよ。主に相手の愚痴を聞いてやることぐらいだよ、俺のやっていることなんて」

「でも、ビジネスホテルから出てきたのは、状況としては限りなくアウトよね、佐藤君？」

　孝幸は葵からの指摘を受けて、不敵な笑みを浮かべる。

「疑わしきは罰せよ、か？　優等生」

「むっ」

　向かい合う相手の開き直ったような態度に、葵は目つきを険しくした。

　長身瘦軀そうくに、肩口まで伸びた黒髪。やや長い前髪は、ヘアピンのような真まっ赤かな髪留めで纏められていて、目つきは不遜。口元は不敵。私服は年相応よりも大人びて見えるシャツとパンツの組み合わせで、不審な点は無いのだが、妙に胡散臭うさんくさい。

　控えめに言っても、眼前の男子は、誰しも警戒が必要だと思わせる雰囲気の相手だった。

「少なくとも、そうされてもおかしくない現状だと理解しているかしら？」

　そもそも、孝幸という不良生徒は、入学早々に、二年生の先輩と睨み合った問題児。その他、中学時代の様々な問題行動の噂が絶えない男子だ。葵が優等生として注目を受けているのならば、孝幸は不良生徒として注目を受けている。まさしく、葵とは真逆の存在だった。

　加えて、孝幸という男子が身に着けている『真っ赤な髪留め』が、葵はどうにも気に食わない。ファッションとして気に食わないのではなく、個人的な感傷というか、憧れの人物が着けていた物と類似していることが気に食わないのだ。たとえそれが、難癖なんくせだと理解していても。

　だからこそ、葵はこの場に於おいて、孝幸に容赦するつもりは微塵みじんも無かった。

「まぁ、確かに。この状況で、俺が何を言おうが、周囲から信用のあるアンタが証言すれば、下手をすると退学モノだろうな。いわば、今の俺はまな板の鯉こいも同然の立場ってわけだ」

　ただ、そんな容赦のない葵から睨みつけられても、孝幸は動じた様子を見せない。

　追い詰められてなお、不遜。ゆったりとコップからお冷を飲む姿は、優雅さすら感じさせるほどの余裕を漂わせていた。

「ええ。いくら貴方が適当なことを言おうとも、私の目は誤魔化せないわ。少しでも疑わしいと感じたら、即座に学校へと報告する。ちなみに、既に、画像データは信頼のおける相手へと転送済み。ここから私に何かをしようとしても、その前に、貴方が告発されるから」

「おいおい。随分と警戒されているんだな、俺は。だったらもう、こうするしかないようだ」

　ことん、とコップをテーブルに置いて、孝幸は葵と向き合う。

　死んだ動物の眼球を嵌はめ込こんだような淀よどんだ目に、忌避感を抱くが、葵は毅然と見据えて、孝幸から視線を外さない。さながら、フィクションの中に存在する悪役の如ごとき風格すらある相手だろうが、対峙たいじすることを恐れない。恐れたとしても、顔には出さない。

　かつて抱いた憧れを胸に、正義の心で対峙する。


「────どうか、勘弁してください」



　そして、葵は己の耳を疑うことになった。

「……えっ？」

　おかしい。なにやら、余裕たっぷりの表情で、真逆のことを言われた気がする、と。

「聞こえなかったのなら、もう一度言おう。勘弁してください、だ」

「あの？　えっと、佐藤君」

「ふぅーっ。そうだな、相応の態度があるよな。わかった」

　次に、葵は自らの目を疑うことになった。

「どうかお願いします。学校には報告しないでください」

　何せ、先ほどまで余裕綽々よゆうしゃくしゃくに見えた孝幸が、居住いずまいを正して、頭を下げてきたのだから。

「さ、佐藤君？」

「はい」

「そういう感じなの？」

「どういう感じかはわかりませんが、マジで誰かを傷つけるような真似まねはしていません。でも、疑いを助長するような行動を取って申し訳ありませんでした」

「素直に謝れる人なの？」

「退学になりたくないので」

「ふぅん。佐藤君みたいな人でも退学は怖いのね？」

「いや、俺は別に、退学をも恐れぬ筋金入りの不良というわけじゃないので、普通に退学は怖いです。回避できるのなら、場所を変えて土下座だってしますよ」

「土下座はしなくていいから……というか、敬語も違和感があるから、やめて」

「ああ、わかった」

　素直に従う孝幸の様子に、葵は戸惑いが隠せなかった。

　先ほどまで自分は、入学一か月にして良くない噂を多数聞く不良生徒と対峙していたはず。なのに、これではまるで、自分が脅しているようではないか。

「とりあえず、詳しく事情を聞きましょう。貴方の処遇は、それから決めます」

　予想よりも遥はるかに従順な態度だが、だからこそ油断はできないと、葵は聞き取りを続ける。

「まず、先ほど会っていた人物は誰？」

「恋愛カウンセリングの常連客だ。守秘義務により、個人情報と、詳しいカウンセリング内容は明かせないが、性的な関係ではない」

「ふぅん……それで、恋愛カウンセリングとは、具体的に何をするの？」

「恋についての悩みの相談を受けて、それを解決するのが恋愛カウンセリングだ。俺は主に、失恋の悩みや苦しみに関して、どのように向き合えばいいのかを専門としている」

「素人の癖くせに専門って……というか、そもそも、さっきみたいなお客さんはどうやって取っているのよ？　同じ学校の人ならともかく、社会人相手なんて全然繫つながりが見えないわ」

「ああ。それは、俺のＳＮＳのアカウント経由でやり取りをしているんだよ」

「どんなアカウント？　ちょっと見せてみなさい」

　葵は孝幸が携帯端末で、『バク』という名前のアカウントを操作するところを確認した。動物の獏ばくがデフォルメされたキャラクターがアイコンとなっており、五千人ほどのフォロワーが存在するようだった。

「主に、漫画やアニメの感想と、恋愛相談を投稿しているアカウントだ。大抵の相談は、公開しても問題ない奴だが、秘匿すべき恋愛相談は、ダイレクトメールを通じてやり取りをしている。それと、さっきみたいに対面してカウンセリングを行う必要性がある奴は珍しいし、対面で直接のやり取りでしか金銭は受け取っていない」


「ふぅん、確かに、そのようね…………それに、ちょっと目を通した限りだと、結構評判良いのね。なんか、たまにバズっている投稿内容もあるみたいだし」



「バズったのは、ほとんど、漫画やアニメの感想だけどな。投稿している感想は、ほとんど恋愛モノだから、恋愛相談に無関係じゃないが、これを実績にするのは抵抗がある」

「うーん……でも、恋愛に詳しくない私が相談のやり取りを見ても、丁寧な対応で相手に感謝されていることはわかるし……ううむ」

「何か？」

「いいえ、何も問題は無いように見えます。少なくとも、見えている範囲では」

　感情の色が見えない真顔であるが、少なくとも、疑問に答える言葉は淀みなく、悪事を働いている者特有の後ろめたさは感じられない。

「じゃあ、そのカウンセリングとやらの場所に、わざわざビジネスホテルを選んだ理由は？」

「かなりプライバシーに踏み込む内容だからな。ファミレスや喫茶店で話すのには抵抗がある。できれば、周囲に誰も人が居ない状況で話し合いたかったんだよ」

「一理あるわね。でも、今回は流石に、場所が悪かったと思うけど？」

「それはガチで反省している」

　孝幸の言葉に噓は無い。噓は無いが、葵は孝幸が何かしら隠している気配を感じていた。

「しかし、恋愛カウンセリングねぇ。私が見ていた様子だと、随分と効果があるみたいだけど？　なんか、エッチなマッサージとか、ヤバい薬の取引とか、そういう類ではないのよね？」

「エッチなマッサージはともかく、ヤバい薬の関係で疑われるのなら、素直に警察を呼んで潔白を証明してもらった方が、俺としては安心できるぞ」

「確かに。流石にそれは邪推が過ぎたわ、ごめんなさい」

　葵は何度か言葉を交わして、孝幸が隠していることは悪事ではない、と判断した。

　仮に、孝幸が自分の洞察力を上回る演技力の持ち主で、先ほども平然と悪事を働いていたというならば、それはもう葵の手に余る相手だ。これ以上の追及はどの道、無駄になる。


「…………はぁ。わかったわ。今日のところは、その言葉を信じて、学校には何も言わないでおく。でも、今度、同じような場面を見かけたら、即座に報告するから。しばらくは、保護観察ということを肝に命じなさいよ？」



「ああ、今後は同じ間違いを犯さないように、気を付ける。流石に、肝が冷えたからな」

　安堵あんどの吐息を漏もらして、微笑む孝幸。その表情からは、初対面の時からずっと抱いていた不遜なイメージは感じられない。まるで、普通の男子高校生のような態度だ。

　あるいは、自らが苛立いらだち、機嫌が悪かったからこそ、無意識に『敵』を探して、それを孝幸へと当てはめていただけなのかもしれない、と葵は己を戒めた。

「ちなみに、その恋愛カウンセリングというのはいくら貰もらっていたの？　まさか、ボランティアでやっていたわけではないでしょう？」

「うっ……まぁ、一回三千円。一日で終わらない依頼なら、五千円だ」

「へぇ。良い金額設定ね？　たとえ、何か問題が起こったとしても、わざわざ騒ぎ立てるほどではない金額だわ」

「いや、寸借詐欺みたいに言われても。対価を貰う分、ちゃんと仕事はしているからな？」

「でも、結構法的にはグレーゾーンを通ってない？」


「…………何かお悩み事がありましたら、無料で対応させていただきますので、その働きで、潔白かどうか判断していただければ」



「うーん、どうしようかしら？」

　それはそれとして、余裕の無い精神状態で、紛まぎらわしいことに巻き込まれたのは事実。ささやかな嫌がらせとして、葵は喫茶店のメニューへとこれ見よがしに視線を向けることにした。

「……あの、深山」

「なぁに？」

「もしよろしければ、心ばかりのおもてなしというか、何かを奢らせていただけませんか？」

「ふふふっ、殊勝な心掛けね。いいでしょう、奢られてあげます」

　悪戯いたずらっ子のようににんまりと微笑む葵と、がっくりと肩を落とす孝幸。

　その様子はまるで、我わが侭ままお姫様と、その従者のようだったが、葵本人としてはその自覚はまるで無かったという。







　ヒーローにも休日が必要だというのが、葵の持論だ。

　いつも気を張っているのでは、肝心な時に疲れて力が出せない。ならば、余裕のある時に休み、いざという時にはきっちりと動く。それこそがヒーローのあるべき姿だという理由である。

「んあああああああああ!!　ゆずぅううう!!　辛いよぉ！　親友が笑顔で血を吐くような真似をしているのが辛いよぉ！　ねぇ、このまま、朋絵に頼まれた通り、美術部の先輩を紹介してもいいのかなぁ!?」

「知らない」

「もがもがーっ！」

「鬱陶うっとうしい」

　そして、葵の休日というのは主に、悪友である少女の部屋を訪れて、散々愚痴を吐き出すことだった。なお、愚痴を吐き出す際には、悪友の脇腹わきばらに顔を突っ込むのが常だった。

　もちろん、悪友側としては家猫扱いで脇腹に顔を突っ込まれるのが不愉快なので、即座に背中へ拳こぶしを叩き込んで、葵を蹴けり剝はがすのだが。

「ひどいよ、柚子ゆず。私の心を癒いやしてくれないの？」

「いいことを教えてあげる、葵。猫の腹に顔を突っ込む人間は癒されるかもしれないけど、猫の側からすれば、単なるストレスだから」

「私たち、友達だよね？　痛みも悲しみも、ストレスも分け合おう？　愛し合おう？」

「なるほど。つまり、ストレスを与えられた分だけ、痛みを与えていいと」

「んぎょぉあああああああ!?　胸っ！　胸のガードが甘い部分を抓つねられないで!?」

　文庫本片手に、葵へ制裁を加える少女の名前は、天海あまみ柚子。

　葵と同じ高校一年生であるが、その体型は葵よりも瘦やせ気味であり、猫背だ。目元には、地味な印象を抱かせる眼鏡めがね。服装は黒を基調としたもの。一見すると、気弱な文学少女だが、その身に纏う気配は、他者を寄せ付けないほど陰気。その上、ほとんど感情を露出しない仏頂面で日々を過ごしていることから、葵は柚子のことを『闇やみの文学少女』と揶揄していた。

　そんな柚子であるが、葵との付き合いは意外と長く、中学一年生から。葵に対して素っ気ない対応をしているが、互いを悪友同士と認める程度には友情がある。少なくとも、葵本人や葵をよく知る親しい人が、『あの頃は荒れていた』と称している中学時代を、最後まで離れず、共に過ごした仲だった。クラスが別の所為か、校内ではあまり絡まないが、それ以外では、葵と最も長く一緒に居る友達と言っても過言ではないだろう。

「うう、ひどい。柚子の脇腹は私を癒すために存在しているはずなのに……」

　そして、家族以外に、葵が情けない姿を晒す、唯一の相手でもあった。

「ふん。鬱陶しいことこの上ない。大体、朋絵が選んだことなのだから、好きにさせればいい。それで苦しむのもあいつの自由」

「うーん。でも、いくら何でも辛過ぎるよ、そんなの」

「誰かの辛さを勝手にわかったつもりになっているの？　相変わらず、傲慢ね、葵」
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　柚子は自分の隣でうだうだと悩む葵に対して、容赦ない言葉を浴びせていく。その言葉は鋭く、柚子に慣れていない者ならば、しばらく動けなくなるほどには相手の精神を抉るものだった。

　しかし、その辛辣しんらつさこそ、葵が弱音を吐ける相手へ求める要素なのである。

「うん。私は傲慢だ、傲慢だから、誰かの痛みに勝手に共感して、どうにかしたいと思っているの。でも、さっぱり方法がわからない」

「方法なんてない。大体、朋絵はもう、『そうしよう』と決めていたのでしょう？　だったら、その決断に当事者以外は口を出すべきじゃない」

　文庫本から視線を外さず、言葉の刃を振るう柚子へ、葵はそれでこそ我が悪友、とご機嫌な笑みを作った。

「つまり、その決断以外のところで手助けしてあげた方がいいってことね。ちなみに、中学校で直次や朋絵と三年間同じクラスだった柚子は、どういう点に気を付けたらいいと思う？」

「知らない。当たり前のことにでも気を付ければ？」

「当たり前のこと？　そっか。私たちと同じ中学出身だと、私と同じ怒りを抱く人も出てくるか。朋絵はあれでモテていたからなぁ。義憤が湧く奴と同時に、朋絵が弱ったところを狙ねらう男子も出てくるかもしれないよね。朋絵の心が癒えるまで、そういうのを抑えることに注力するよ」

「勝手にすればいい。どうせ、できることなんて限られているわ」

　葵にとって、柚子の言葉は自分の指針となるものだった。

　迷った時。自分に自信が無くなった時。そういう時は決まって柚子に相談して、そして、痛烈な批判を受ける。素っ気なく、相手の心を抉るような言葉だが、しかし、耳が痛くなることに逃げず、きちんと向かい合うと、何かしらの助言が隠されている。

　故に、葵は柚子からの言葉は全て、激励みたいなものだと考えていた。たとえ、これが的外れな考えだとしても、葵はそう思い込むことにしている。何せ、人並外れた美少女である自分へ、容赦ない言葉を浴びせられる悪友なんて、葵は柚子しか知らないからだ。

　加えて、柚子は付き合いがいい。結構馬鹿なことをやらかしても一緒に居てくれる。

　例えば、葵が、自分の才能と正義の加減がわからずに、試行錯誤をしていた中学校時代。同級生がどうしても必要としていた忘れ物を取りに、夜の学校に入り込むような真似をしても、『貴方の馬鹿を見届けてあげる』と、柚子は決まって葵の隣に居てくれたのである。

　そう、都合の良い時も悪い時も、共に居てくれるからこそ、葵は柚子を信頼しているのだ。

「……人間の身でできることなんて、限られている。でも、人間以外なら、わからない」

「うん？　珍しいね、柚子が冗談を言うなんて」

「別に……ただ、よくある都市伝説を耳にしただけ」

　だからこそ、葵は不思議に思う。

　柚子が文庫本を閉じて、わざわざ目を合わせて言うことが、冗談なんて。

「『恋食らいのバケモノ』。知ってる？」

「いや、まぁ、それなりには。この町で育ったなら、不思議な噂の一つや二つは知っているからね。あれでしょ？　恋に破れた乙女の前に、バケモノが現れて、痛んだ恋心を食べてくれるって奴。でも、あれって元ネタは誰かの創作怪談らしいのよね」

　恋食らいのバケモノ。

　柚子の口から紡つむがれた言葉は、葵にとっては知らないものではなかった。むしろ、その元ネタになったと思わしき人物を知っているからこそ徹底的に調べて、けれども、元ネタの所在をさっぱり摑めなかったという経験があるのだ。

「あの噂の流行は一昔前だったと思うけど、それがどうかしたの？」


「…………もしも、どうしようもないことを、どうにかしたい時があったら、バケモノ相手でも頼ってみるのも悪くはない」



　柚子は何やら予言めいたことを呟つぶやくと、自分の役目は果たしたとばかりに文庫本を開き直す。

「バケモノねぇ」

　付き合いの長い葵は知っている。柚子が唐突に、何か不思議なことを言い出せば、それはやがて、近い未来、何かしらのヒントや啓示になると。

　同時に、この手の気まぐれなアドバイスを気にし過ぎても、ろくなことにならないと。

「生憎、私が信じるのはヒーローだけだから」

　毅然と答える葵に、柚子は無表情の顔を傾けて尋ねる。

「ヒーローって、ずっと探しているっていう、彼のこと？　まだ諦あきらめていないの？」

「諦める理由の方が無いからね」

　にっ、と得意げな笑みを作って柚子に答える葵。

「七年間、探して見つからないんだっけ？」

「うん。加えて言うと、周りの大人に聞いてもさっぱりだった！　いや、あの時は遭難していたから、流石に、大人が激怒してろくな情報を教えてもらえなかっただけかもしれないけど。後々、ほとぼりがさめた頃に尋ねても、全然何も情報が出てこなかったもん」

「ああ、『真っ白なワンピース姿の少女』みたいな、夏の共通幻想」

「私の恩人を幻想にしないで？　ちゃんと実在していました！」

　断言する葵にも不安はある。あの日、自らが体験したことは、真夏の白昼夢だったかもしれないという懸念けねんもある。だが、それでも葵が揺らぐことはない。不安を否定せず、それでもなお、葵はヒーローと再会することを目的として生きているのだ。

「私は、私の記憶を、想いを信じている。ヒーローは居たんだって。だから、再会した時に胸を張れるような生き方をするのが、私の目標」

「じゃあ、朋絵を助けるのもその一環？」

「いいや？　ただの自己満足」

　葵は、わざとらしいキメ顔を作って柚子を指差す。

「だって、苦しんでいる親友が居るなら、助けたいと思うのは当たり前じゃん」


「…………この、格好つけ」



　当然のように葵が言い放って、それを受けた柚子は静かに微笑を作る。

　互いに信頼を結んだ上で、寄りかかり過ぎない関係を、悪友同士の二人はそれぞれ気に入っているのだった。




　休日を終えた葵は、週の始まりから本格的に行動を開始することにした。

『ああ、狐の絵が好きな彼女かい？　いいよ、貸し一つね』

「んぐぅ」

　朋絵に言った通り、美術部の先輩とのコネクションを作るのは難しくない。

　何故ならば、美術部には葵にとって中学時代からの腐れ縁の先輩が居るからだ。その先輩に頼み込めば、直次と想い人との繫がりを作ることなんて、メッセージ一つで事足りる。

　もっとも、葵はその先輩に対して大変、とても、苦手意識があるので、メールの返信が来た時に、思わず変な声が出てしまったが、問題ない。

　こんなことは、朝のホームルーム前に済ませてしまえる些事だ。

「じゃあ、次は根回しの前の確認、と」

　そう、ここまでは簡単であり、問題が起こる可能性があるとすれば、これからだった。

「うーっす！　皆ぁー！　おはよーっ！」

「おはよう、朋絵」

　ホームルームの直前。陸上部の朝練から戻って来た朋絵に挨拶あいさつを返しつつも、葵は、しばらくその様子を見守っている。

「おはよー。相変わらず、朝から元気だね、朋絵ちゃん」

「陸上部の朝練ってきついんでしょ？　凄いよね、朋絵は」

「頭が下がる思いだぜ！　俺たちサッカー部なんて、朝練なんて一度もしてねぇからな」

「アンタらサボり部と、ガチな陸上部を一緒にするなってーの」

　朋絵が教室に入って、元気よく挨拶をした瞬間、明らかに教室の空気が明るくなった。そして、クラスメイトたちがそれぞれ挨拶を返していく内に、いつの間にか教室内の話題が、朋絵を中心としたものになっていく。

　朋絵にはこういう性質があった。葵のような支配的なカリスマとは違い、マスコットのように、誰からも愛されるような資質を持っているのである。それでいて、女子からすれば頼れるところがあり、男子からすれば同性のノリで付き合ってくれる気安いところもあるのだから、クラス内で人気者となるのは当然だろう。

　そう、朋絵がクラス内の人気者であるが故に、問題が起こる可能性があるのだ。




「朋絵。このままだと、貴方の幼馴染が校庭に埋められることになるだろうから、予あらかじめ、根回しする許可を貰ってもいいかしら？」

「アタシの幼馴染が殺害予告を受けている!?」

　昼休み。

　葵は朋絵を連れて、人気の少ない場所──誰も来ないような廊下の階段で昼食を取ることにした。もちろん、昼食が恋愛相談の名目であることは、朋絵も理解している。

「え？　アタシの知らぬ間に、あの馬鹿が誰かの恨みを買ったのかな？」

　しかし、幼馴染が突然の殺害予告を受ける理由は、さっぱり理解していなかった。

「まぁ、流石に殺されるは冗談だけれども。このままだと、貴方の幼馴染は周囲から、かなりの悪印象を抱かれる可能性があるわね」

「な、なんで、そんなことに？」

「朋絵。薄々自分でも気づいているのに、わからないふりをするのは感心しないわ」


「…………はい」



　しゅん、と身を縮める朋絵を見て、葵はため息を吐く。

「貴方と直次は、本人たちが思っているよりもずっと、周囲から『お似合いの二人』扱いされているの。そんな中で、直次の奴が貴方とは別の相手と付き合うことになったのなら、きっと、周囲は義憤に駆られるでしょうね。貴方が傷つけられたと思って」

「そんなに!?　そこまでとは思っていなかったというか、それは流石に大げさじゃない？」

「いいえ、大げさではないわ。少なくとも、私たちのクラスでは貴方が思っているよりも、貴方のためを思って怒る人が、たくさん居る。だから、その怒りが暴走しないように、予め、それとなく噂を流しておくの。例えば、貴方と直次が段々と疎遠になっている、とか。もちろんこんな噂を流してもすぐに信じられるわけじゃない。その時が来た際に、少しでも被害をマシにするための苦肉の策みたいなものよ」

「……うん」

　葵の言葉に、朋絵は目を伏せて頷うなずいた。

「朋絵」

「うん」

「わかっているわよね？　私が流す噂をもっともらしく周囲に信じさせるには、貴方の行動が必要不可欠。部活で忙しいなんてありきたりな理由でもいいから、貴方は直次と離れるように動かなければならない。そして、何より」

　葵は一旦いったん、そこで言葉を止める。

　これから振り下ろす言葉の刃が、親友の心にどれだけの傷になるか想像して、躊躇ためらったのだ。けれど、ここでやめれば、後々、親友はこれ以上の痛みに苦しむことになる。

　だから葵は、静かに朋絵を見据えて、言葉の刃を振り下ろした。

「直次に恋人ができれば、貴方はもう、彼の隣には居られないわ。そこは、違う誰かの居場所になる。わかっているのでしょう？」

「……あはは、まぁね！」

　今にもひび割れてしまいそうな笑顔で、けれど、朋絵は涙を流さない。

　頰が引き攣っていようが、肩を震わせていようが、気丈に振る舞うその姿は痛々しく、葵に疑問を抱かせるのには十分なものだった。

「異性として、直次のことが好きなのでしょう？　なのに、どうして、そこまでするの？」

「ここで、『え？　何のこと』とか惚とぼけると、どうなるかな？」

「見捨てる」

「あはは、そりゃあ、怖い」

　酷薄な葵の言葉に、苦笑する朋絵。

　実際、それができれば苦労はしないと葵自身が思っているのだから、正しい反応である。


「…………うん。好きだよ。アタシは、ナオのことが好きだ、ずっと昔から」



　そして、お人よしな親友にここまで言われてしまえば、朋絵としてはもう誤魔化せない。

「だったら、どうして？　今からでも恋する乙女として手段を選ばなければ、可能性はあるはずなのに。そりゃあ、貴方一人では難しいかもしれないわ。割とヘタレだもの。でも、私が居れば、穏当な手段でも、それなりの可能性で貴方と直次は付き合えるはず」

「かもしれないね！　アタシはともかく、葵は凄いから。うん、そういう未来もあるかもしれないね！　でも、ごめん。もう決めたことなんだ」

　痛々しくも、揺るぎない言葉だった。

「いつも守ってくれていた分、今度はアタシがナオを助けるんだって」

　こんなにも儚はかない笑顔だというのに、葵は朋絵の中に確かな信念のようなものを感じていた。たとえ、自らが壊れても、絶対に譲れない一線。

　こういうものを持っている相手には、どんな説得も無意味だと葵は悟っていた。

「貴方の幼馴染は、貴方に苦しんで欲しくないと思うのだけれど？」

「うん。だからこれはアタシの我が侭なんだ。えへへ、馬鹿みたいだよね？」

「ええ、本当に馬鹿よ。とてつもない馬鹿」

　葵は気丈に振る舞う朋絵へ、呆あきれ果てた視線を向ける。

「そして、そんな貴方に協力する私も、中々の馬鹿かもしれないわ。だって、親友が苦しむとわかっている道を進ませる手伝いをするのだもの」


「…………ごめん、葵」



「謝らないでよ。本当に怒るわよ、馬鹿」

　やれやれだわ、と葵は額に手をやって、ため息を吐いた。

　親友に苦しんで欲しくないだけなのに、どうしてそれがこんなに難しいのか？　と。







　葵の内心とは裏腹に、噂を流すことは、驚くほどスムーズに進んだ。

　それは葵の手腕もそうだが、時期も良かった。高校入学から一か月。誰しも、新しい生活に馴染なじみ始めた頃。忙しくはあるが、段々と周囲へと気を配る程度の余裕を持ち始める時期だ。多くの人望を集める葵が、『そういえば、こんなこともあってね？』と噂を流せば、特に深く考えずに耳を傾けてしまう、ちょうどいいタイミングだったのかもしれない。

　後は、朋絵が噂通りに動けば、広まった噂に、信ぴょう性が生まれていくだろう。

　そして、もう一つの準備も順調だった。




「え!?　マジかよ、深山！　あの人と一緒に合コンできるの!?」

　葵が本格的に準備を始めてから数日後。下校中に立ち寄ったファミレスで、坊主頭のイケメン──三原直次が、無邪気な笑みを浮かべて喜んでいた。

　体格がしっかりとしていて、葵よりも高い身長を持つ直次は、まさしく運動部という出で立ちの男子だ。隣に、女子の平均的な身長の朋絵が並ぶと、余計にその逞たくましさが際立きわだつ。

「本当よ。美術部に、私の知り合いの先輩が居てね。まぁ、合コンと言っても運動部と文化部の顔合わせみたいなものよ。そんなに大勢ではないけれど、二人っきりというわけでもないわ。仲良くなりたいなら、上手くやりなさい」

「おお！　十分だぜ、サンキューな！」

「お礼なら、隣に居る幼馴染に言いなさいよ。朋絵に頼まれなければ私、こんな面倒なセッティングは絶対にやらなかったんだから」

「そっか！　ありがとうな、トモ！」

　何も知らずに、隣の朋絵へ純粋な感謝を告げる直次。

　葵はその間抜け面を張り倒してやりたいと思ったが、ぐっと自制していた。

「ありがとうな、じゃねーよ！　このアタシをもっと崇あがめろ！　一生感謝しろよ！」

「いって！　いってぇよ、馬鹿！　背中を叩くな！　野球部の先輩でも、こんな荒々しいスキンシップしてこねぇんだけど！」

「はんっ！　デカい図体している癖に、いつまでもうじうじと『なぁ、いきなり声をかけたらキモがられないかな？』なんて悩みやがって！　図体と違って、中身は成長してねぇな！」

「お前だけには言われたくない！　ガキの頃から、バンバン俺の背中叩きやがって！」

　朋絵は直次の背中を気安く叩き、直次は朋絵へ、遠慮のない口調で言葉を返す。

「あーん!?　アタシがいつも背中を押してやってんだから、ありがたく受け入れろ！」

「ありがたく感謝はするが、暴力は受け入れねぇぞ！」

　朋絵の態度はいつも通りだった。過剰なほどに、いつも通りだった。まるで、過去に直次と交わしたやり取りをそのまま再現したような、既視感すら覚える演技。

　朋絵の事情を知らなければ、親友の葵すら──否いな、生まれた時からの幼馴染にすら違和感を抱かせないほどの見事なものなのだろう。

　しかし、だからこそ、葵は心配でならない。『いつも通り』の仮面を被るために、どれだけの痛みを我慢しているのか？　いつまで、その痛みを我慢できるのだろうか？　次々と不安な想像をしてしまうほど、今の朋絵は不安定に見えた。

「ナオは図体に似合わず、ヘタレだからなぁ。大丈夫？　先輩に挨拶できるか？」

「で、できるし！　大体、絵のモデルを頼まれた時、結構、話したというか、話が合ったというか。良い感じだった気がする！」

「がっつき過ぎると嫌われるから、気を付けろよ？」

「おう！」

「でも、澄まして距離を取っていると『何こいつ？』って思われるから、気を付けろよ？」

「おう！　って、いやいや、んじゃあ、俺はどうすればいいんだ!?」

「とりあえず、先輩の胸にばっかり視線が行かないようにすれば？」

「クソっ！　なんて試練だ！」

　結局、解散するまでの間、朋絵はいつも通りに過ごしていた。




　葵にとって、朋絵の空元気は、刻一刻と膨れ上がっていく風船を見ているような気分だ。やがて破裂する瞬間を思うと、気が気ではなかった。だからつい、心配のあまり、自宅に帰った後、朋絵へ愚かなメッセージを送ってしまったのかもしれない。

『大丈夫？』

　メッセージアプリに送信済みが確認された自分の文章。それを見て、即座に葵は、己の愚かさを恥じた。確認するまでもなく、大丈夫であるはずがないのに。

　慌ててメッセージを取り消そうとする葵だが、それよりも先に、メッセージアプリは、朋絵からの返信を受け取る。

『余裕！　余裕！』

　可愛らしい兎のキャラクターのスタンプ付きの返信。

　空元気なれども、何とか取り繕うだけの気力は残っていると、葵は少し安堵したのだが、そのすぐ後に、さらにメッセージが追加された。

『余裕だけどさ。時々、最初から恋なんてしなければ、もっと素直にナオを助けられたかもしれないって思うよ』

　そのメッセージは、五秒も経たずに取り消されて、『ごめん』という短いものへと置き換わる。

「どうすれば、いいのかなぁ？」

　短い文面を眺めて、葵は自問自答するように、小さな呟きを零す。

　たった三文字の短いメッセージへ、どのような返信をすればいいのか。葵は、それからずっと頭を悩ませたが、夜が更けてもその答えは見つからなかった。




　深山葵は恋愛事が苦手だ。

　別に、恋愛自体を憎んでいるわけではないが、同時に、好ましいものでもなかった。

　恋愛モノの読み物やドラマは、周囲との付き合いで嗜たしなむ程度。

　それよりも、葵は正義とヒーローの物語を好んだ。付き合いで嗜む類のものとは異なり、自らの本棚をアメコミや少年漫画で一杯にする程度には、葵はヒーローという単語に焦がれていた。

　だが、葵が好む物語に出てくるヒーローでも、きっと朋絵の悩みを取り除けない。

　ヒーローが無力なのではなく、専門外なのだ。今、朋絵に必要なのは、悪を倒す正義の味方ではなく、恋愛の専門家である。

　ならば、と葵は、仮に自分が百戦錬磨の恋愛経験を持つ美少女であると想定してみたが、それでも、何の言葉も思い浮かばなかった。何か、したり顔でそれらしい助言を与えて、行動を促すことは可能かもしれない。だが、それで朋絵が抱える葛藤が消えることはないだろう。

　葵の知る限り、そんな、魔法みたいなことができる存在はたった一人だけ。

「でも、ヒーローは見つからない……見つからないなら、私がなんとかするしかない」

　深夜。自室でメッセージアプリを散々睨みつけていた葵は、覚悟を決めた。

　それは、親友の苦悩にとことん付き合う覚悟である。正直、葵としては傷ついている親友を見る度に凹むので、自分の精神ダメージを減らすためにも何とかしてやりたいのだった。

「だけど、何とかすると言ってもなぁ。うーん。柚子を頼っても、ばっさり切り捨てて終わりだろうし。かといって、親友の悩みを話せるほど口が堅い相手なんて……」

　自室のベッドの上で、葵が気分転換にＳＮＳを覗のぞいていると、ふと、葵が新しくフォローした、『バク』という名前のアカウントを思い出した。そう、孝幸が──弱みを握っている相手が、失恋に関する恋愛相談を請け負うために使っているアカウントを。


「…………ふんふん、なるほど」



　葵は改めて、『バク』というアカウントの履歴を遡って、書き込みや、フォロワーとのやり取りを閲覧する。

　それは、決して快刀乱麻を断つが如く悩みを解決しているわけではないが、不良生徒らしからぬ丁寧な文章で対応して、最後まできっちりと相談者と付き合っているようなものだった。

「恋愛相談かぁ」

　だからこそ、葵は試してみようかと思ったのかもしれない。暗中模索の中で思い出したこのアカウントが、一筋の光明となるかどうかを。







「佐藤？　佐藤って、あの佐藤孝幸？」

「そう。あの死んだ目の男子」

　翌朝。葵は登校途中の生徒を捕まえて、孝幸のことを調べることにした。弱みを握っているにせよ、恋愛相談を持ちかける前に、改めて情報を集めておこうと思ったのだ。

　狙うは孝幸と同じ中学校出身の女子である。付け加えるなら、別のクラスが望ましい。もちろん、外面完璧美少女である葵は人脈も広く、既に、該当する人物とは友達関係だ。

　ただ、メッセージや通話でいきなり尋ねて、変な邪推をされても面倒になる。なので、何気ない世間話から始めて、さりげなく話題を振ってみることにしていた。

「佐藤ね、あいつはひどいよ。何がひどいって、とにかく居るだけで周りに騒動を起こすタイプの厄介者なの。不良に絡まれることは多々あったんだけれど、その全てを無傷で切り抜けたって噂があるから、腕っぷしも強いんじゃない？　おまけに、中学時代は泣いている女子と一緒に居る場面が、頻繁に目撃されているから、多分、女性関係も荒れているわ」

　別のクラス所属の葵の友達──高山たかやまという女子は、銀縁の眼鏡をしきりに弄って、捲まくし立たてるように言う。普段から女子のグループの中に紛れて、あまり目立たない立ち位置の高山にとって、どうやら、葵の過ぎた美貌は緊張に値するものらしい。

「噂……噂ねぇ。ねぇ、高山さん？　ちなみに、その噂の中で、実際に目撃したものとかあったりするの？」

「黒服の強面こわもてたちに、頭を下げられている場面だったら、よく見ていたかな？」

「なにそれ、ガチのヤバい人じゃない」


「…………あー、でも、あれだから。大抵、その場合は、黒服たちから、我が侭なお嬢様のお守りを押し付けられている感じだったから」



「それはそれで、意味不明で怖い。一体、彼にどんな人脈があるというの？」

　葵は、脳内で噂を元に孝幸の姿をイメージしてみるのだが、どうにも上手くいかない。ちぐはぐだ。何せ、つい最近、直接対峙した時には、孝幸は普通の男子高校生に見えたのだから。実物と噂の乖離かいりに、葵は首を傾げた。

「と、ともかく、深山さん！　何か用事がなければ、あいつと関かかわらない方がいいよ！　ろくなことにならないから！」

「んー、好き好んで関わろうとしたわけではないけど、実はちょっと、彼に貸しを作るような出来事があってね？　その貸しの分だけ、何かあったら働いてくれることになっているの」

「えっ、貸し？」

「そう。ちょっとした手伝いを頼めるぐらいの貸しはあるのだけれど。高山さんが言った通り、彼は良くない噂も多いでしょう？　だから、どういう風に貸しを返してもらうのがいいのかと、彼について調べているところ」

　故に、孝幸が隠して欲しいと願う秘密に抵触しない程度に、軽く高山へと探りを入れてみたのだが、その反応は驚くほど顕著だった。


「…………あー、あの馬鹿はもう。これだから」



　葵の言葉を受けて、頭をがしがしと搔かきながら、うんざりした表情でため息を吐く。

　その顔は、『また、あいつめ』と呆れ果てたようなものだったが、けれど、話題の主である孝幸に対する親しみの色が隠しきれていない。


「深山さん、あのね？　正直、私は、佐藤のことが嫌い。とても気に食わないわ。あんな馬鹿のことなんて、知ったことじゃないって思っているけれど…………でもね？」



　高山は罵倒を口にしながらも、混沌とした己の内から慎重に言葉を紡ぐ。

「ろくでもなくて、最低のところもあるけれど。本当に苦しんでいる時、あいつはきっと貴方を助けてくれるだろうから。あんまり、ひどい扱いはしないであげて欲しいの」

　そして、紡がれた言葉には紛れもなく、本物の感情が込められていた。

　葵は物事の真贋しんがんを一目で見抜けるほどに卓越していない。けれど、高山が紡いだ不器用な言葉が本物であることは確信できていた。

　嫌悪を露あらわわにし、罵倒を口にしながら、孝幸を案じるように紡がれた言葉もまた、彼女の本音なのだと。

「ええと、高山さん。それは別にいいのだけれど、貴方と彼って、一体、どんな関係──」

「そ、それだけ！　それだけだから！　じゃあ、私、急ぐから！　また学校でね！」

　葵が詳しく尋ねようとすると、高山は慌てて話を切り上げて、通学路へと駆けていく。


「…………どうやら佐藤君に関しては、もっと深く調べなければいけないようね」



　遠ざかる高山の背を見送りながら、葵は静かに決意を固めた。

　暗中模索の中の光明になるかはわからない。それでも、放っておくには、佐藤孝幸という男子はあまりにも謎なぞ過ぎたのである。




　葵はできる限り、自分の教室から離れて情報収集を行った。

　調べていることが本人にばれないように、密ひそやかに。けれども、迅速に。友達関係のある者だけではなく、友達の友達ぐらいにまで情報網を伸ばして、孝幸のことを探ってみたのだ。

　結果は、好意的な意見を持つ者が三割。表向きは嫌悪を抱きつつも、認めざるを得ない一面があると語るのが五割。残りの二割は、孝幸に関してさっぱり興味の無い者か、あるいは、孝幸とはもう関わりたくない者のどちらかだ。

　どうやら、葵が予想していた以上に、佐藤孝幸という男子は中学時代に有名人だったらしい。

「これは、私の想像以上かもしれないわね、佐藤君は」

　朝から続いた調査が、やがて昼に差し掛かる頃、葵は一つの結論を得ていた。

　良くも悪くも、孝幸は単なる不良生徒ではなく、何かしら特筆すべきものを持っていると。

「さて、鬼が出るか蛇が出るか。あるいは、バケモノかしら？」

　だからこそ、葵は孝幸の手を借りることにしたのである。

　恋愛相談の経験が葵よりも優れている点も考慮しているが、それ以上に、嫌いな相手でも認めざるを得ない何かを持っている可能性に期待して。

　そのために、葵はまず、孝幸とメッセージアプリで連絡を取ることにした。

　連絡先は既に、監視の名目で交換しているので問題ない。強いて言えば、交換の際、渋い顔をされたのが葵としては不本意だったぐらいだ。

　美少女の連絡先が手に入ったのだから、もっと喜べばいいのに、という自分勝手な不満を思い出しながらも、葵は手早くアプリを操作してメッセージを送る。




『用事があるのだけれど？』

『何もしていません』

『違うわ。例の件ではなくて、別件。いえ、繫がってはいるのだけれども』

『怖いので、さっさと具体的に用事を仰おっしゃってください』

『相談したいことがあるの。恋愛相談』

『わかった。緊急性はあるか？』

『そこまでではないわ。でも、早い方がいい』

『今日は夕方の五時まで予定がある。それ以降なら、相談に乗れる』

『差し支えなければ、貴方の用事がある場所まで伺うかがうわ。互いのタイムロスを少なくした方がいいでしょう？』

『わかった。場所は学校から徒歩十五分ぐらいの位置にある、公園で。噴水がある場所だ』

『ああ、あそこね』

『くれぐれも、時間厳守……いや、むしろ遅れていいから、時間よりも早くだけは来ないでくれ。いや、来ないでください』

『了解したわ』




　葵が孝幸とメッセージのやり取りを終えると、ちょうど、昼休みの終わりを告げるチャイムが校内に響いた。

「ふぅ」

　一息吐いて、葵はメモ帳アプリに、忘れないように先ほど取り付けた予定を書き込む。

【佐藤君。予定。公園。十六時半には着くこと】

　もちろん、当然の如く時間よりも早く着くつもりだった。

　建前たてまえとしては監視のため。本音としては、好奇心と警戒のために。

「佐藤君、貴方を見極みきわめさせてもらうわ」

　状況的に不謹慎だと理解しつつも、葵は自らの頰が笑みを作るのを止められなかった。

　正体不明のクラスメイトを探る時、胸が弾む気持ちを隠せない程度には、深山葵という少女は冒険心を失っていなかったのだ。







　公園には奇妙な光景が広がっていた。

「やだぁ！　もっと孝幸君と遊ぶーっ！」

「タカ兄と遊ぶのーっ！」

「帰りたくないよーっ！」

　無数の子供たちに抱き着かれ、しがみ付かれて、身動きは取れず。頭部にも、童女がエイリアンの如く抱き着いているので、ろくに呼吸をすることもままならない謎の人型。

「むごごごご」

　無数の子供たちにしがみ付かれた、謎の人型──孝幸は抗議の呻き声を上げながらも、子供たちを一人一人、優しい手つきで剝がしていく。

　もっとも、剝がした途端に再び子供たちはしがみ付いてくるので、キリがないのだが。

「こらっ！　お兄ちゃんが困っているでしょう!?　もう！」

「ほら、帰るよ！」

「んもー、ごめんなさいね？　孝幸君。毎回、毎回、この子たちの面倒を見てくれて」

　されど、そのやり取りも流石に永遠には続かない。子供や孝幸の体力が尽きるよりも前に、それぞれの母親が、各自、自分の子供を強制的に引き剝がしたからだ。


「ぜぇ、ぜぇっ……いえ、これも、お互い様ということで。今後ともよろしくお願いします」



「「「うわーん!!」」」

　肩で息をする孝幸は、子供たちが公園を後にするまで見送ると、大きくため息を一つ。


「…………で、早く来ないでくださいって言ったよな？　俺」



　そして、悠々とベンチに座って、自らの醜態を眺める葵へ、抗議の視線を向けた。

　現在時刻は十六時五十二分。公園に備え付けられた大きな時計によって、嫌でも時間は確認できるだろう。

「そうね。でもね、佐藤君。前科のある貴方が、怪しい言動をしたのならば、私にはそれを監視する義務があると思わない？　だって、あからさまに怪しかったんだもの」

「うぐっ」

　痛いところを突かれたと顔を顰しかめる孝幸。

　葵に弱みを握られている以上、生半可な文句を言える立場ではないのだ。

「でも、正直意外だったわ。貴方がこんな、子供たちの遊び相手をしているなんて……ええ、ここは素直に頭を下げましょう。疑ってごめんなさい」

「謝らなくていいぞ。ボランティアじゃなくて、対価のある行動だったしな」

「そう？　でも、引くほど懐かれていたけれど？　ミツバチに圧殺されるスズメバチみたいになっていたけれど？」

「単に、舐なめられていただけだろ。それに、ガキなんて誰にでも懐くさ」

　孝幸は軽く制服の土埃を払うと、躊躇うことなく葵の隣に座った。

「それで、相談の内容は？」

「この公園で話しても大丈夫？」

「ここは夕方五時頃まで、近くの小学生の遊び場になっている。だから、わざわざ思春期真っ盛りの高校生は立ち寄らない。ここら辺のガキどもは、五時以降外に出ないように躾しつけられているから、俺たちの邪魔をしに来ることはない。少なくとも、一時間ぐらいは誰にも邪魔されずに話せるはずだ。もちろん、念には念を入れたいなら、歩きながら話を聞くが？」

「いえ、十分よ」

　質問をしたのは、孝幸を試すため。既に、葵は周辺に人の気配が存在しないことを確認しているので、孝幸がこちらのプライベートにどれだけ配慮するのか試したのだ。

　その結果は、一応の合格。葵は、朋絵の事情を話しても問題ないと判断した。

「これはね？　隣町の学校に居る、友達の話なのだけれど」

　ただ、当然の配慮として、フェイクを入れることは忘れない。親友の事情を勝手に話して、相談するのだから、万が一にでもばれないように。肝心な部分以外は、虚偽に塗り替えて。

「なるほど、鵜飼と三原の問題か。どうやら、予想よりも、厄介なことになっているようだ」


「────っ！」



　しかし、孝幸はそれらの虚偽を何でもないかのように、看破した。

「……一体、何のこと？」

「悪いが、昼休みに連絡を受けた時点で、大体勘づいてはいた。それにほら、素人だとしても、恋愛カウンセラーを名乗っておいて、自分のクラスの恋愛事情も把握してないのは流石に愚鈍が過ぎるだろう？」

　可能な限り生理的な反応を抑え込み、平静を装う葵であるが、既に遅い。

「心配しなくても、俺は誰にも言わないし、言えない。まぁ、俺じゃなくも、そろそろ勘のいい奴は気づいているかもしれないが、アンタと敵対したい奴なんて一年には居ないだろうよ」

「……むぅ」

「いや、拗ねないでくれ。俺も余裕があれば、深山の設定に付き合ってもいいんだが、この後のことを考えるとややこしくなるからな。悪いが、我慢して欲しい」

　飄然と告げる孝幸に、葵は思わず口をぎゅっと結んでしまうが、ここで機嫌を完全に損ねるほど子供ではない。そんなことで我が侭を言う自分なんて許せない。

　葵は自らの不足を反省しつつ、孝幸へと問いかけた。

「この後のこと、というと、佐藤君。恋愛カウンセラーらしく、的確な助言を私に教えてくれるのかしら？」

「その前に確認だ、深山。お前の悩みは、鵜飼の精神的な痛みをどうにか和らげたい。だが、その効果的な方法が見つからない、ということでいいんだな？　『誰にも疑われないように、上手いこと直次の恋路を失敗させたい』ではなくて？」


「質問を質問で返すのは気に入らないわね。でも、答えてあげる。『イエス』よ。だって、それは親友の決意を裏切る行動だし────何より、そんなことをしても、朋絵が幸せになれると思わないもの」



「なるほど。流石は、優等生。わかっているじゃないか」

「偉そうに。朋絵は私の親友なのよ？」

　葵の答えに、孝幸はにやりと不敵な笑みを浮かべた。

「麗うるわしき友情だ、尊敬するね……いや、嫌味ではなく、本当に。こういう相談をやっていると、やれ、嫉妬しっとだの、裏切りだの、汚い感情によく触れるからな。本当に尊敬している」

「えぇ……」

　どうやら、嗤わらっているのではなく、単に人相が悪いだけらしい。

　流石にそれは噓じゃないの？　と勘繰る葵であるが、思えば、最初にまともに話した時から、受ける印象と言動がちぐはぐだった記憶がある。

「さて、確認も終わったことだし、いよいよ、俺からのアドバイスだ。まず、理解して欲しいんだが、この件に関して、特効薬みたいな言葉は存在しない。何故なら、これは鵜飼の意地と納得の問題だからだ。本人が納得いくまで、苦しむしかない」

　不遜に見える表情で言葉を紡ぐ孝幸。

　当然ながら、葵としてはそんなことを言われて気分が良いわけがない。自らの機嫌が悪いことを自覚しながらも、落ち着くように努めて、問いかける。

「苦しむしかないって……最初からお手上げってこと？」

「お手上げかどうかは一旦置いといて。この問題をややこしくしているのは、鵜飼には何かしら、自分自身を追い詰めてしまう理由があるってことだ」

「朋絵の、理由」

「そう、あくまでも、部外者である俺が聞いた印象なんだが、鵜飼の献身が過ぎる気がするんだよ。鵜飼が健気けなげで良い奴ってことを差し引いても、おかしくないか？　恋愛感情を秘めるのはいい。幼馴染との友情を優先して、身を引くのもいい。でも、その恋路をわざわざ積極的に助けるのはどうなんだ？　そんなの、自ら茨の道に飛び込んでいくようなものだぞ？」

　孝幸に言われて、葵は改めて朋絵の行動に関して考え直してみる。

　すると、確かに違和感があった。朋絵は誰かを思いやることができる、善良な女の子であるが、自分の心をすり減らしてまで尽くすのは、いくら何でも異常だ。

「深山、何か知らないか？　鵜飼が、三原を助けなければならない、と考える理由。多分、何かしらの負い目があると俺は考えているんだが。それがあるからこそ、苦痛を感じても……あるいは、苦痛を感じるからこそ意味がある行いだと考えているかもしれん」


「…………それは」



「心当たりはあるが、本人の許可なしに語るようなことじゃあない、か。わかった。それに関しては、鵜飼本人に尋ねるとしよう」

　さらりと言う孝幸に、葵は目を瞬かせた後、首を傾げた。

「私から聞き出さなくていいの？」

「事情を知っている友達であったとしても、本人以外から聞き出すようなことじゃない。他人の傷を探るなら、せめて、自分が直接会いに行って尋ねるべきだろう」

「会いに行くって……まぁ、貴方がそれでいいのなら、私からも朋絵に説明するけど」

「恋愛カウンセリングは対面が望ましいからな。心配なら……いや、信頼を得るためにも、朋絵の傍そばに居てやってくれ。とりあえずは明日、問題を片づけよう」


「…………随分とあっさりと言うのね。特効薬みたいな言葉は無いんじゃなかったの？」



　睨みつけるように問う、葵。

　葵は、自らの美貌が時には、相手への威圧に繫がることを理解している。美しいことは、時に恐ろしいという感情に繫がる。だからこそ、虚偽の回答は許さないとばかりに、相手を睨みつける葵の姿は美しい。

「そうだ、この問題に特効薬みたいな言葉は無い。鵜飼の恋は、鵜飼自身が悩んで、苦しんで、後悔して、少しずつ思い出にしていくしかない。親友のアンタになら、その手助けはできるだろうが、俺みたいな他人が何を言おうがどうしようもないさ」

　だが、孝幸の態度は変わらない。飄然と。不遜に。この世界の何も恐れるに足りない、と言わんばかりの笑みを浮かべて、応える。

「それこそ、魔法みたいな力でも無ければな」


「…………へっ？」



　唐突に。冗談のように紡がれた言葉に、葵は思わず目を丸くしてしまった。

　ただの冗談ならば、気を抜くような真似はしない。そのまま、『ふざけないで』と冷たい声色こわいろで怒りをぶつけていたはずだ。

「信じても、信じなくてもいい。どうせ、『最後』は同じだからな。アンタは、俺が鵜飼の問題を解決できることだけ、理解して認めてくれればいい」

　されど、孝幸の言葉はおどけていても、噓偽りなく、確固たる自信を窺わせるものだった。

「待って。そんな方法が本当にあるの？　そんな、魔法みたいに恋を終わらせる方法なんて」

　戸惑いながら問いかける葵の言葉に、孝幸は堂々とした様子で答えた。




「ああ、俺には、他人の恋心を消し去る力があるんだよ。まるで、バケモノみたいにさ」




　自らは『特別』なのだと、恥ずかしげもなく答えて見せたのだった。





「…………まさか」



　そんな孝幸の姿を見て、葵は己の中に苛立ちと期待が渦巻くのを感じていた。

　何故ならば、葵の人生の中で、こんな荒唐無稽なことを自信満々に言う存在は、一人しか知らないからだ。だが、だからと言ってそれだけでは信じるには足りない。

　たとえ、孝幸の身に着けている髪留めが、記憶の中にあるヒーローの特徴と、苛立つほどに似ていたとしても。今でも鮮明に思い出せる、その人の面影と重なる部分があったとしても。

『特別』ではなく、『本物』であることを確認しなければ、葵は信じられないのだ。




　◆鵜飼朋絵◆




　鵜飼朋絵は、短距離走が好きだった。

　号砲と共に駆け出して、短い時間に全力を振り絞る。

　真っ白になりそうな頭の中で、必死に体の動きを意識しながら、前へ、前へ。

　撃ち出された弾丸みたいに、速く、真まっ直すぐに。

　ゴールを目指して、何度も、何度も、駆けていく。

　ただそれだけのことが、朋絵はどうしようもなく好きだったのである。短いその時間だけは、余計なことを考えずに、走ることを好きな自分で居られたから。

　しかし、朋絵の苦悩はそれすらも蝕むしばんだ。

「鵜飼。アンタ、片づけはいいから、今日はもう帰りな。それと、いい加減、その辛気臭い面をどうにかしなさい。そんな状態で走っても、怪我けがをするだけよ」

「……はい」

　陸上部の部長から、厳しく告げられた言葉に、朋絵は素直に従う。

　理解して、納得していたからだ。タイムが落ちたからではない。走る動きが無様になったからではない。短距離走者が、走る時に、走ること以外を考えてしまったからだ。

　朋絵はそれを何よりも恥じて、悔いた。

　今の自分の状態は、走ることに対してひどい侮辱を行っていると。


「…………はぁ」



　苦悩と後悔を抱える朋絵の足取りは遅い。

　周囲に誰かが居る時は、空元気ででも、取り繕おうと奮起できるのだが、誰も居ない時、朋絵はひたすらため息ばかりを重ねる日々を過ごしていた。

「それでも、アタシがやらないといけないんだ」

　苦悩はある。胸の痛みもある。それでも、これは自分がやらなければならないことだと、朋絵は何度も自分に言い聞かせる。たとえ、どれだけ痛くても。何を失ったとしても。そうするべき義務があるのだと、自分に言い聞かせて。

「はぁい、そこのお馬鹿。随分と辛気臭い面をしているわね？　そりゃあ、部長さんから帰されるわけだわ」


「…………葵」



　声をかけられたところで、朋絵はようやく周囲の様子に意識を向けることができた。

　校門前。そこで待ち構えていた葵に首根っこを摑まれて、強制的に止められていたことに、ようやく気づいたのである。

「まったく、その様ざまだと、自分が交通事故に遭っても気づかないわね、きっと」

「ううっ。そ、そんなこと、ないよ！　だ、大丈夫だって！」

「はいはい、お得意の空元気も雑。そんな有様なら、何も身が入らないでしょう？」

　葵は朋絵の首根っこから手を放して、がっしりと肩を摑んで引き寄せた。

「なら、私に付き合いなさい。少なくとも、水面に浮かぶ藁程度には、貴方の悩みを解決してくれる奴の当てがあるの」

「……えっ？」

　そして、親友からの言葉は、暗闇に差し込む僅わずかな光明に等しく。気力も乏しく、周囲もろくに見えていない朋絵としては、頷かない理由の方が無かった。




「恋愛カウンセラーの佐藤孝幸だ。今日はよろしく」

　胡散臭く、よろしくない噂が多数聞こえてくるクラスメイトの対面の席に座った瞬間、朋絵は生存本能によって、気力を取り戻した。

　どうやら、不遜な笑みを浮かべる孝幸と向かい合って、身の危険を感じたらしい。

「えっと、葵？　三年間の友情を疑いそうになっているんだけど、アタシ」

　しかし、それも当然だろう。何せ、思考停止のまま葵にくっついて連れられてきたのが、開店前の小料理店。その一角のテーブル席だ。そこに、待ち構えるように、怪しい噂があるクラスメイトの男子が待ち構えていたのだから、身の危険を感じるのは当たり前のことだった。

「大丈夫よ、朋絵。私を信じて？　この佐藤君の弱みは既に握っているから、貴方に害を為なすことは在り得ないわ」

「ねぇ、葵。安心したけど、別の意味でアンタを疑いたくなったんだけど？」


「…………ほら、佐藤君。やっぱり、喫茶店の方が良かったんじゃない？」



「喫茶店だと周りに人の目があるから駄目だ。かといって、個室を金銭で借りる類の施設は、高校生の身分として借りづらい。その苦肉の策として、商店街の奥様方との取引だ。これでも、店舗の営業時間外のスペースを借りる約束を取り付けるのに、随分と苦労したんだぞ？」

「ああ、だから子供の遊び相手をしていたのね？　信頼を得るために」

「その通り。もっとも、都合上、こういう『高校生らしい悩み相談』のみに限られるけどな」

　ただ、目の前で気安く言い争う二人の姿を見て、朋絵は少しだけ警戒を解いた。

　どうやら本当に、この男子は恋愛相談のために、ここに居るのだと理解したのである。

「朋絵。まず、最初に謝るわ。貴方に黙って、事情を漏らしてしまってごめんなさい。貴方の親友として、配慮が足りない行動だったわ」

　そして、葵が孝幸の隣に座り、頭を下げるところから恋愛相談は始まった。

「い、いや、そんなっ！　だって、葵がアタシのためにやってくれたことだから！」

「けれども、相談する前に、朋絵に一言、許可を取っておくべきだったわ。ごめんなさい」

「……まったく、葵はこういうところ、きっちりしているよなぁ」

　朋絵は葵の謝罪に、苦笑で応じる。

　迷惑をかけているのは明らかにこちらだというのに、律儀な親友だと感じているのだ。

「あー、一応言っておくが、深山が俺に話す時は、きちんとフェイクを入れてばれないように配慮していたぞ？　ただまぁ、俺はクラスメイトの恋路ぐらいなら、ある程度把握しているもんで、すぐに察してしまったがね」

　孝幸は頭を下げる葵のフォローを行うと、「それに」と言葉を次いで、説明を続ける。

「いくら秘密にしていても、そろそろ限界がくるだろう。元々、直次へのヘイトを集中させないために意図的に噂を流していたんだ。気づく奴は気づくさ。何より、鵜飼。アンタの誤魔化しが利かなくなっている現状じゃあ、いくら鈍感な幼馴染でも気づくんじゃないか？」


「……っ！」



　孝幸の言葉に、朋絵はびくりと肩を震わせて動揺した。

　頭になかったわけではない。しかし、そうなっては何もかもが台無しなので、そうならないように尽力することしか考えられなかったのだ。

「今日だって、部活を早退したと聞いている。しばらくは体調不良でどうにか言い訳ができても、直次の恋路とアンタの不調、結びつける奴は出てくるぞ。そして、その内、『良かれと思って』アンタの幼馴染に、勝手な推論を吹き込む誰かも出てくるかもしれない」

　第三者からの冷静な指摘は、朋絵の顔を青ざめさせるには十分な効果があった。

　まだ幾ばくか残っていたはずの気力がどんどんと萎んでいく。朋絵は自らの行いが、全て無駄だったかもしれない。あるいは、逆効果だったかもしれないことに恐れを抱き、俯うつむく。俯いて、ぎゅっと自分の胸を強く摑んだ。この心臓をこのまま引きずり出せれば、楽になれるのにと考えてしまうほどに。


「────だから、その前に決着を付けるぞ、鵜飼。アンタが抱く苦悩の原因を、俺が全て取り払ってやる」




「…………はい？」



　だからこそ、唐突に掛けられた力強い言葉の意味を理解できず、思わず顔を上げた。

　先ほどまで現実的な絶望を並べていたはずなのに、あまりにも唐突に救いの言葉を投げかけられたものだから、頭が混乱してしまったのである。

「え、ええと、葵？」

「とりあえず、私は信じてみることにしたわ。今のところ、それしか打開策はなさそうだもの。でも、安心して？　怪しい素振りを見せたら、私が彼の指を折るわ」

　混乱した朋絵は、親友へと視線を向けるが、葵もまた半信半疑といった様子だった。

「折るなよ。やらねぇよ、んなこと。だから、俺の指をさりげなく触るのは止めろ」

「あら？　美少女からのスキンシップよ、泣いて喜びなさい」

「粗相をやらかすと、泣き喚きそうになるから遠慮しておくわ……とにかく」

　葵のスキンシップを鬱陶しそうに払うと、孝幸は朋絵と向き直る。余分な表情を削ぎ落とし、真剣さだけ残した真顔で、言う。

「鵜飼。アンタの恋について、全部教えてくれ。そうしなければ、その苦しみを取り除けない」

「え？　でも、その」

　ちらりと葵へと視線を向ける朋絵だが、葵が口を開くよりも先に孝幸が答えた。

「深山は俺に話していない。アンタにとって大切なことだから、話さなかった。わかるよな？　この意味が」


「…………うん」



　朋絵は頷くしかなかった。自らの勘違いを恥じて、親友を想うのならば、それしかない。

「これは、アンタが語らなければ意味が無いんだ。アンタの口から、俺に教えてくれ」

　頷き、視線を上げた時、朋絵は孝幸と目が合う。

　普段は死んだ動物の眼球の如く、暗く淀んでいるように見える瞳は、きっちりと朋絵の姿を捉とらえていた。確かに、朋絵の姿を映していた。


「…………」



　されど、朋絵は迷っている。果たして、この孝幸というクラスメイトに対して、本当に自分の心の内をさらけ出してもいいのか？　と疑問に思っているのだ。

「まぁ、そりゃあ、言い出しづらいか。誰しも自分の心の内を語るのは躊躇うもんだ。だけどな、鵜飼。今、アンタが沈黙することによって、状況は何か好転するのか？　俺を信用できないから話さないのはいい。だが、深山が真剣にアンタをどうにかしたいと思って、俺を連れてきていることは信じてやってくれ……その上で、質問がある」

　孝幸は、そんな朋絵を見据えて、その深奥に響くように問いを投げかける。

「鵜飼朋絵──アンタは何がそんなに苦しいんだ？」


「…………それ、は」



　問いかけに応じるように、いつの間にか朋絵の口は、自然と動き始めていた。










　小学四年生の秋。楽しいピクニックの時。

　恋は落ちるものだと誰かがうそぶいたが、鵜飼朋絵の恋は、落下と共に始まった。

　そう、崖から転落することによって、朋絵の恋が始まったのである。

　原因は明白だった。朋絵は、幼い頃から走るのが大好きなお転婆娘。何かに急せかされるように、常にどこかを走っているような子供で。その時も、朋絵は登山道から外れた悪路を走っていた。『危ないぞ、止めなさい』という両親からの忠告もどこ吹く風。

　周囲の子供の中では一番足が速い。それを何よりの自慢にしていた朋絵は、山の悪路になんて負けてたまるかと、次々と、木の根っこ、石ころ、でこぼこの道などを駆け抜けていって。

「……えっ？」

　茂みを乱暴に突っ切ったところで、自分の足場が無くなったことに疑問を抱いた。朋絵は、地面に叩きつけられる瞬間まで、何が何だか理解できないままだった。

「あててて。えへへ、失敗、失敗！　でも、思ったよりも高くなくて、よかった……あ？」


「…………ぐ、う」



　朋絵が自らの失敗を本当の意味で理解したのは、自分の下敷きになる形で庇かばっていた直次の姿を見つけた時だ。

　直次はずっと、朋絵を心配して背後から追い続けていたのである。そして、朋絵が崖から足を踏み外した瞬間、躊躇いなく飛び込んだのだ。朋絵のちょうど真下に来るように。

「な、ナオ……足！　足が！」

「だい、じょーぶ！　超、余裕だわー。余裕過ぎて、欠伸あくびが出るわー。欠伸で涙が出るわー。で、でも、ちょっと疲れたから、親、呼んで来て、くれ、ない？」


「────うんっ！」



　結果から言えば、直次も朋絵も大事には至らなかった。

　二人が落ちた崖が、さほど高くなかったこと。庇った直次の体が、頑丈だったこと。何より、ピクニック場の近くに外科医院があったことが幸いだった。思わぬ事故であったが、二人は命に別状なく、日常に戻れたのである。

　たった一つ、直次の左足……その骨折を除けば。




「ごめん……ごめん、ナオ」

「余裕、余裕！　俺、牛乳大好きだから、すぐに治るぜ、こんなもん！」

　左足にギプスを嵌めて小学校に登校してきた直次の言葉は、けれど真実となった。非常に健康体である直次の肉体は、予定よりも一週間早く左足を治していた。無論、後遺症などはない。治った直後から、元気に走り回って野球をするぐらいには健康だった。

　だが、直次が出たがっていた野球の大会には、出場することは叶かなわなかった。流石の直次も、骨折中に行われた大会には出られなかったのだ。

　この時をきっかけに、朋絵は初恋をすることになる。窮地に命がけで自分を救ってくれた。それは、幼い少女が幼馴染に恋心を抱くきっかけには十分過ぎるものだったのだろう。

　けれども、朋絵はその想いを伝えることはしなかった。

　何故ならば、既にこの時、二人の関係は少しだけ歪んでしまったのだから。

「トモは危なっかしいから、俺が見ててやらないとな！」

　目の前で幼馴染を失いそうになった直次は、朋絵に関してだけ過剰な心配を抱くようになっていた。登下校はもちろん、朋絵に断られなければ、外出の時も一緒に居るぐらいに。

　かつて、対等な親友同士だったのが、落下の衝撃で歪んでしまったのだろう。

　朋絵は幼馴染に心配される度、喜びと共に痛みを感じていた。最初は他愛たあいのない痛み。なんてことはない小さな傷。けれど、それは段々と痛みと共に傷を広げていって。

　そして今、恋という名前の罪は、朋絵の心を引き裂こうとしている。










「つまり、鵜飼。アンタは三原に恋をしていることが後ろめたかったんだな」

　朋絵が語り終えた時、孝幸は納得したように呟いた。

　しかし、その言葉が一番腑ふに落ちたのは、他でもない朋絵自身だった。

「後ろめたい……ああ、そうか、そうだった。アタシは……後ろめたかったんだ」

　引き攣った笑みを浮かべ、自分の顔を押し潰つぶさんばかりに、朋絵は両手で頭を抱える。

「だって、そうだろ？　アタシが悪いのに。アタシが馬鹿なことをやらかさなければ、ナオは怪我をしなかったのに。野球の大会に出られたのに。なのに、なのにさぁ？　『アタシを助けに来てくれた時のあいつ、格好良かった』とかさぁ！　『ドキドキした』とかさぁ！　なにそれ、どんな甘ったるい思考をしてんだよ、気持ち悪いっ！　ああ、気持ち悪いなぁ！」

　今まで堪えていた痛みを、涙と共に吐き出すように、朋絵は呻き、叫び──嗤う。

　惨めで、滑稽な己自身を。

　自らの恋を。

「そうだよ。アタシが馬鹿をやらかしたから、ナオは縛り付けられた。あいつはずっと、アタシを手のかかる妹みたいに扱って、目が離せなくなった。多分、アタシが告白していれば、なし崩しに付き合えたと思う。でも、違う。違うんだ。アタシは、アタシの恋なんて、本当はどうでもいいんだ。こんなの、捨てられるならいくらでも捨ててやるから。ナオをアタシから解放してあげたかった。でも、でも、いざナオに好きな人ができたら、この有様って。駄目じゃん。馬鹿じゃん。どうしようもないじゃん、アタシって奴は」

　涙と鼻水でぐじゃぐじゃになりながら、纏まりのない言葉を吐き出す朋絵へ、葵は何か言葉をかけようとするが、寸前で口をつぐむ。

　一体、何を言えばいいのだろうか？　今の朋絵は剝き出しの心臓と同じだ。どんな慰めの言葉でも、傷つけてしまう可能性がある。それでも、葵は何もできない自分が嫌で、それ以上に、親友が苦しんでいるのを見ていられない。

　故に、葵は『それでも、朋絵の恋は間違ってないよ』と肯定する言葉を選ぼうとする。

　朋絵の想いを肯定して。恋の後ろめたさを認めさせて。傷つけて。それでもなお、朋絵には報われて欲しいと、強く、正しい言葉を用意する。その言葉がどれだけ親友を追い詰めるかなんて、少し考えればわかることなのに。その時の葵はとにかく、目の前の涙をどうにか止めるために動こうとしていたのだ。

「鵜飼、まだ話は終わっていないぞ」

　だが、孝幸はそんな葵の葛藤など知るかとばかりに、先んじて言葉を紡ぐ。

「あ、え？」

「まったく、勝手に自己完結するな。言っただろう？　アンタの苦悩を全て取り払ってやる、と。今がその時だ」

　まるで、冗談のような言葉を告げる。

　どうにもならないから朋絵は苦悩し、葵は葛藤していたというのに。それらを覆す方法なんて、常識的に考えれば在り得ない。在り得ないというのに、平然と言い切る孝幸の姿に、葵は思わず、かつて似たようなことをやってのけた少年の面影を幻視してしまう。


「…………一体、何の冗談？　アタシ、アンタのことはよく知らないけど、この状況で、そんな、そんな魔法みたいなことができるなんて、到底思えないんだけど？」



　当然、朋絵もそんな言葉は軽々と信じられない。朋絵が知っている常識の範疇では、そんな方法など在りはしないから。

「いいや、できる。そのために、俺が居る。まるで魔法のように、痛んだ恋心を消し去って、アンタの苦悩を取り除くことができるだろう。ただし」

　されど、眼前で三日月の形に口元を歪める孝幸は、『異常』に見えた。

　常識からはみ出た、人ならざる何かにすら見えるような笑みを浮かべていた。

「この魔法は万能じゃない。消し去った恋心を戻すことはできない。落ちて、割れた卵を元に戻すことはできないように。いくらアンタが泣き叫んでも、だ。それでもいいのか？」

　不遜にして、不敵。

　現実を取り巻く常識など、嗤いながら蹴飛けとばしてしまいそうな容貌は、邪悪な何かに見えてしまう。そう、悪魔が居るとすれば、孝幸のように笑うのだろうと朋絵は思った。


「────上等じゃん」



　だからこそ朋絵は、その言葉に応じる。

　願ってもなかった。ずっと、望んでいたことだった。

　たとえ、目の前に居るのが本物の悪魔だったとしても、朋絵は契約を結ぶだろう。何故ならば、孝幸の言葉こそが、ずっと朋絵の待ち望んだものだったのだから。

「このクソみたいな気持ちを消し去れるなら、どんな荒唐無稽も信じるよ、佐藤」

「そうか……確認するが、本当にいいのか？　今から前言撤回しても、誰も文句は言わないぞ？」

「ううん、言う。誰が言わなくても、アタシが言うよ」




「だって、アタシはナオの恋人になりたいんじゃない。ずっと、あいつの力になってやりたかったんだ」




　試すような孝幸の言葉を振り切って、朋絵は己の中にある真実を口にする。

　そして、涙と鼻水でぐしゃぐしゃな顔を、制服の袖口そでぐちで拭ぬぐい、笑みを作った。

「さぁ、アタシの覚悟はもう決まったぜ？」

　席から立ち上がり、堂々と宣言する朋絵の姿は、葵が見てきた中で、一番、朋絵らしい笑顔を浮かべていた。それは、痛みを恐れず、暗闇の中を進む者の顔だった。

「ふっ、そうか。でも、手順があるから座ってくれ」

「……うん」

　もっとも、その笑顔はすぐさま羞恥しゅうちに染まり、自らの勇み足を後悔することになったのだが。

「まぁ、ちょっとしたおまじないみたいなものだから、そんなに気構えなくていいぞ？」

「そ、そうなのか？」

「おう。ということで、深山。鵜飼の隣に移動してくれ……そう、そこで鵜飼の体を支える感じで。うん、流石、完璧だな。あ、鵜飼は力を抜いて楽にしてくれ。目は開いたままでも大丈夫だぞ。痛みはないし」

「え？　待って？　普通なのが怖い。普通に準備していく感じが逆に怖いんだけど!?」

　あまりにも淡々と進んでいく準備に、今更ながら恐怖を抱く朋絵。どうやら、非日常を期待しているところに、歯医者でのやり取りみたいなものがきて、落差でびっくりしているらしい。

「大丈夫、大丈夫よ、朋絵。落ち着いて……大丈夫なのよね、佐藤君？」

　親友の体を支えながら、戸惑いの視線を孝幸へと向ける葵。

「ああ、怖がらなくても大丈夫だ。何も問題はない。そう、やろうと決めてしまえば、簡単なことなんだよ」

　されど、孝幸の表情は変わらない。

　不敵な笑みを浮かべたまま、何でもないように、朋絵の額へ指先を伸ばして。

「誰かの恋を食べることなんて、菓子を摘まむぐらいに簡単なんだ」

　とん、と指先が額に触れた瞬間、朋絵の意識は暗転した。







　そして、葵はその光景を間近で目撃した。

　孝幸の指先が触れた瞬間、朋絵が意識を失い、脱力する姿を。脱力した体から、朝霧のような何かが浮かび上がる非日常を。

　陽の光を孕はらんだような、煌きらめく霧状の何かは、そのまま、くるくると孝幸の指先へと集まっていく。やがて孝幸は、小さな球状になった何かを、飴あめ玉でも食べるかのように口内へと放り込んだ。本当に、何でもない日常の仕草のように。

「硬くて、苦くて、塩辛い。いつまでもフライパンから取り出せなかった、ベーコンエッグみたいな初恋だな、まったく。後悔と苦悩の味がするぜ」

　吐き捨てるような口調とは裏腹に、孝幸の表情は朗らかさが滲にじむ苦笑だ。

　ただ、葵がじっと見つめていることに気づくと、わざとらしく咳せきばらいをして、表情をいつものものへ戻した。

「あー、深山。これは言った通り、おまじないみたいなものでな？　鵜飼が意識を失ったのも、単に、緊張の糸が切れただけだ。安心しろ。すぐに、意識は戻る──」

「佐藤君」

「はい」

　孝幸は想像以上に、葵の声色が固かったので即座に真顔で待機する。百面相の如き、表情の忙しさであるが、この状況で下手に言い逃れをすると色々と問題が起こりそうなので、素直に観念したのだ。ただ、観念はしていたが、孝幸に確信があった。どうせ、何をどう言い繕おうが『最後』は変わらない、という諦観染みた確信が。

　何故ならば──孝幸がこの力を行使した姿を見て、正しく認識して、それを覚えていられる者なんて、今まで存在しなかったのだから。

「あれは、何なの？」

「へっ？」

　しかし、そうやって、たかをくくった直後、孝幸の予想は覆されることになる。

「キラキラした、霧みたいな奴」


「…………見えていたのか？」



「うん」

　否、覆されたのは予想だけではない。孝幸の経験全てが、この場で覆されてしまったのだ。

「見えていたら、何かまずいことでもあるの？」

　明らかに孝幸の表情が強張っていることに気づき、葵は微笑んで小首を傾げる。


「…………いや、別に？」



　孝幸は自分でも誤魔化しきれないと理解している言葉を紡いで、よろしくない現状から逃げ出そうと腰を浮かせた。けれど、孝幸が動き出すよりも先に、その手を葵が摑む。

　いつの間にか、脱力した朋絵の体は、テーブルに突っ伏す形で優しく安置されていた。

「あのね、佐藤君」

「待ってくれ、話し合おう。何を怒っているか知らないが、人間、話し合うことが大切だ。なので、即座にその手を離して欲しい……あの、深山？」


「────その赤い髪留め」



　孝幸は懇願する言葉を止めて、葵と目を合わせる。

　恐怖によって目を逸らしていたが故に、気づかなかったのだ。葵が孝幸を見る目が、怒りのそれではなく、もっと純粋な感動によって震えていることに。

「ヒーローみたいで、格好良いね」
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　そして、葵が紡いだのは、わかる人間にしかわからない言葉だ。

　期待と不安が混じった、祈るような言葉。

　それを受けて、孝幸の目は見開かれた。今までの表情が、全て道化芝居と呼ばれてもおかしくないほど、剝き出しの感情で驚愕きょうがくして。

「は、ははは。バケモノには、過ぎた言葉だぜ」

　くしゃりと、今にも泣き出しそうな顔で笑った。




　葵には、何故、孝幸がそんな顔をするのかわからなかった。

　けれども、この時、確実にわかっていることが一つだけある。どれだけ不可解な状況でも、これだけは揺るぎない真実だと確信していることが、一つだけ。

「また、会えたね。ヒーロー」

　ようやく、あの日の少年と再会できたのだと、それだけはわかっていた。







　三原直次の恋路は順調だった。

　幼馴染である朋絵の協力もあり、想い人の先輩とは無事に、友達付き合いから交流を始めることができた。運動部と文化部ということで、話が合わないことを危惧していた直次であったが、そこは朋絵に背中を叩かれて勇気が出たらしい。臆することなく、話題を振ることによって、何とか想い人の興味を引くことに成功していた。

「いやー、これもうあれじゃね!?　告白したら、いけるんじゃね!?」

「はい、馬鹿ぁー。ウルトラ馬鹿ぁー。がっつき過ぎは嫌われるって言っただろー？」

　しかし、直次は自らの恋路に力を注そそいでいる時も、幼馴染と登下校を共にすることは忘れない。特に意識することなく、それが当然のことだと思い込んでいるのだ。

「わ、わかった。じゃあ、がっつかないように引いてみる」

「馬鹿ぁー。今引いたら、あっちも『嫌われたのかな？』って身を引くだろー？　相手の性格を考えろよ、性格を。大人しくてお淑しとやかな人相手に、それは悪手だっての！」

「じゃ、じゃあ、俺は一体、どうすれば？」

「とりあえず、先輩の胸ばかり見るのはやめるように」

「クソっ！　なんて試練だ！」

　いつも通りの帰り道。

　幼馴染と馬鹿話をしながら、隣り合わせで歩くこの時間を、直次は気に入っていた。

　朋絵は妹のような相手であり、守らなければならない存在であるが、同時に、頼りがいのある親友でもあった。朋絵が居たからこそ、色々と鈍い自分が、ここまで想い人と近づけたのだと、素直に自覚し、感謝している。


「それと…………もう、アタシと一緒に帰るのはやめるように」



「は？」

　だからこそ、冗談の延長のように呟かれた朋絵の言葉に、直次は思わず足を止めてしまう。

「あー？　なんで驚くんだよ、馬鹿。普通に考えればわかることだろ？　アタシは女子。とても可愛らしい女の子だぜ？　こんなアタシがいつまでも隣に居たら、ナオはいつまで経っても彼女ができないぞ」

「そ、それは、その……別だろうが！　ほら、女子一人で登下校とか、危ないだろ？」

「大丈夫ですぅー。友達と一緒に、登下校する予定を立ててますぅー。むしろ、お前が居ないおかげで、朝から美少女の親友と登校できて気分がいいぜぇ！　はい、論破ぁ！」

「トモ！　俺は、真面目まじめに──」

「あのね、ナオ」

　思わず叫びそうになる直次の口に、そっと朋絵の人差し指が添えられた。

「もう、大丈夫だよ。ナオが見てなくてもアタシ、ちゃんと気をつけるから」

　そして、今にも崩れそうな儚い微笑みを向けられた時、直次はようやく理解した。遅過ぎるぐらいであったが、何もかも理解して、だからこそ、笑みで応じた。

　今でも十分に最低最悪のクソ野郎だけれども、ここで笑えない奴は、今すぐ電柱に頭をぶつけて死んだ方がいいゴミ野郎だと、自身を叱咤しったして。

「そうか。そうだよな、もう、俺たち高校生だもんなぁ」

　幼馴染を辞めるための言葉を紡いだ。

　時間と共に、関係も変わっていくのだと、当たり前の事実を口にしたのだった。







「はー、終わった、終わった」

　朋絵は幼馴染に言うべきことを言った後、早速、帰り道の途中で別れることにした。

　ただ、別れた先の予定はない。互いのために早く離れたかったので、適当な用事を口実に誤魔化しただけの、無計画な行動だ。


「…………ちゃんと言えたじゃん、アタシ」



　されど、朋絵の口元に浮かぶ笑みは誇らしげなもの。

　痛みと共に失った恋心の痕あとは、隙間風すきまかぜに吹かれたみたいに、少しだけ朋絵の心を震えさせるが、泣くほどではない。足を止めるほどでもない。時間が経てば、きっと、良い思い出に変わっていくだろう。そうやって、自分自身を信じて、奮起させる。

「さて、これからどうしよっかなー？」

　気軽に歩いていると、ふと、朋絵の携帯端末が小さく振動した。端末を開くと、そこにはクラスメイトたちからのカラオケの誘いが一件。

「あはは、うん、考えるまでもなかったか」

　思わず、にやりと笑みを浮かべて、朋絵は再び歩き出す。

　一人の帰り道から逸れて、たくさんの友達が居る場所へと、歩いていく。








「…………大丈夫そうね」



「過保護」

「貴方も一緒じゃない？」

「アフターケアは仕事の常識だが？」

　一人歩いていく朋絵の様子を、葵と孝幸の二人は陰から見守っていた。

　覚悟を決めた朋絵の表情を見て、大丈夫だとは感じていた二人であったが、それでも心配になるのが人情である。二人は、朋絵が胸を張って歩いていくまでの間、はらはらと揃そろって見守っていたのだが、それも終わると、『最初からわかっていましたが？』という雰囲気で、素っ気なく言葉を交わしていた。

「じゃあ、見届けたから俺は帰るわ」

「待って、佐藤君」


「…………何か？」



「訊きたいことがあるのだけれど？」

「悪い。この後、ちょっと予定があるから、また今度」

「外せない用事なの？」

「ちょっと子供の相手をする予定があってな」

「子供……ああ、商店街の。なら、仕方ないわね。元々、そういう約束で、営業時間外の店内を借りられるように交渉したんでしょう？」

「いや、今回は別件というか、ともあれ、迎えのリムジンを待たせているから、俺はこれで」

「迎えのリムジン!?　待ちなさい、ちょっとその話を詳しく──」

　孝幸は一瞬の虚を衝いて、葵から逃げ出した。その動きは非常に迅速であり、瞬く間に物陰の間を縫って、姿が見えなくなっていく。だが、この時の孝幸はまだ気づいていなかった。


「…………まぁ、明日訊けばいいか」



　クラスメイトなのだから、明日の朝には教室で、顔を合わさざるを得ないのだと。
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　佐藤さとう孝幸たかゆきにとってのヒーローは、祖父だった。

　祖父は、田舎町いなかまちで多くの土地を所有する農家で、周囲からよく頼りにされていたことを孝幸は覚えている。性格は純朴で穏やか。気負うことなく、常に優しい笑みを浮かべているような人であり、いつも誰だれかの頼み事を引き受けては、祖母に呆あきれられていた。

　孝幸の目から見ても、祖父という人間は、どうしようもないほどにお人よしの善人だった。

　東に困った人があれば、どうしたものか、と駆け付けて。

　西に泣いている人があれば、どうしたんだい、と手を差し伸べて。

　何かの詩に出てくる善人を体現してしまったような人間だった。

　その上、とてつもなく有能なのだから、性質たちが悪い。孝幸が知る限り、祖父は特別な経歴のない人間だったはずなのだが、何故なぜか、材料さえあれば、大体の物を作り上げる技術と才能があった。それは、日曜大工だけには留まらず、ラジオの修理からパソコンの組み立てまで、何でもできたらしい。

「別に凄いことじゃないさ。誰しも、面倒だと思っていることをやっているだけだよ、私は」

　誰かに褒められると、祖父は決まって、照れくさそうにそう謙遜けんそんしたが、誰しも内心で『それはないだろ』と突っ込むぐらいには、平然となんでも作ったり、直したりして見せた。

　当然、そんな人間が居るのならば、利用してやろうと近づく者が現れるのも世の中だ。事実、孝幸の祖父は多くの人に頼りにされ、悪く言えば、利用されていた。

　だが、それで終わる人間だったのならば、きっと孝幸は祖父に憧あこがれなかっただろう。

　祖父には物を作る才能の他に、もう一つ、才能があった。

　それは、人たらしの才能だ。

「この人はまったく……毎年これだけの贈り物、どうすればいいんですか？」

「あっはっは、どうしようかねぇ」

　祖父は毎年、祖母が困り果てるぐらいの感謝と贈り物を貰もらう。

　その大半の贈り物は、祖父が助けた相手からのものだった。

　そして、利用しようとして近づいてきた悪人ですら、祖父と関かかわると真っ当な道へと戻されて、感謝をせざるを得ない。そういう類たぐいの才能を持つ人間だったと、孝幸は記憶している。

　何せ、詐欺の電話を受けて、数分間話していただけで、電話先の相手を自首させてしまったというエピソードもあるぐらいだ。逆に、才能でなければ一体、何だったというのか？

　ともあれ、孝幸にとって祖父とはそういう人間だった。

　万能で。人格者で。人望があって。悪人でさえも更生させてしまう凄い人。幼い孝幸がコンプレックスを抱くよりも前に、憧れを抱くのは無理からぬことだろう。

「いいかい、孝幸。大事な時に動ける人間になりなさい。何のためでもいい。ちゃんと自分の意志で動ける人間になりなさい」

　孝幸は祖父のことが大好きだった。

　褒めてくれる時、筋張った指で、堅い掌で、優しく頭を撫なでてくれるのが好きだった。

　それが孝幸にとっての原点。誰かのために始めたのではなく、大好きな祖父に褒めてもらうために、祖父を真似まねたのだ。祖父を真似て、人助けを始めたのだった。

「孝幸。お前は、私に似てしまったねぇ」

　よって、孝幸は祖父が褒めてくれた後、困ったように苦笑する理由がわからなかった。

「ううむ。これは墓場まで持って行く予定だったんだけどねぇ。可愛かわいい孫のためだ。多少は、仕方ないとしよう。いいかい、孝幸。よく、お聞きなさい」

　自らの真似事まねごとをする孝幸を、祖父はしばらく困ったような表情で眺めていたが、やがて、観念したように懐ふところから何かを取り出した。それは、髪留めだった。赤い髪留め。赤く、乱暴に扱っても傷一つ付かないほど頑丈で、羽のように軽い髪留めだった。

　おおよそ、男子の孫へと与えるには奇妙な代物を、祖父は神妙な顔つきで手渡した。

「これは、魔女を呼び出すための、特別な代物だ」


　しかも、突拍子もなく、変な言葉を添えて手渡すものだから、孝幸としてはひどく驚いた記憶が残っている。もちろん、いくら幼くとも、現代っ子である孝幸は、突然、告げられたファンタジーを信じるほど純粋ではない────尊敬する祖父の言葉でなければ。



「これは捨てられない。これは手離せない。一種の呪のろいを帯びているからね。けれど、どうしようもなくなった時、強い願いに応じて魔女を呼び出す力があるんだ。魔女は性格が悪いけれど、対価と引き換えに、持ち主のことを助けてくれる……はず、だ。だから、その時が来たら、迷わず使いなさい。信じなくてもいい……いや、これを信じざるを得ない時なんて、来ない方がいいのだけれどねぇ」

　孝幸は一切いっさいの疑いなく、祖父の言葉を信じた。けれども、祖父の真意は読み取れなかった。

　誰かを助けるためではなく、自分を助けるために使って欲しいという気持ちを、孝幸は汲み取れなかった。汲み取れるほど大人ではなく、子供だったのだ。




　祖父から貰った赤い髪留めは、孝幸にとっての勲章だった。

　だから、いつも身に着けるために髪だって伸ばした。勲章に恥じない自分であるように、前以上に人助けに励むようになって……段々と孝幸の感性は、周囲からずれ始めていた。自らの時間を潰つぶして、過剰なほど人助けに没頭し始めたのである。

　保身と自己犠牲の天秤てんびんが傾かたむき、真っ当な人間としての価値観から外れてしまうほどに。


「嫌いなのに。どうして、こんなに胸が痛いの。いやだよ、こんなの。誰か、誰か、私を助けてよ……っ！」



　だからこそ、美しい少女から助けを求められた時、今が『その時』だと判断した。

　たとえ、この美しい少女が、お姫様気取りの我わが侭ままな奴やつで、大嫌いな相手だったとしても。助けようとしている相手から、嫌われていたとしても。どうしようもない想おもいに苛さいなまれて、涙を流す少女を助けるために、孝幸は魔女を呼び出そうと決意したのだ。

　それが、祖父の意図から外れた行いであることにも気づかずに。

「魔女さん、魔女さん。どうか、出て来てください」

　孝幸は、一切の疑いなく、祖父の言葉通りに強く願った。

　赤い髪留めを着けたまま、両手をぎゅっと握り、神様にでも祈るように言葉を紡つむいだのだ。




「やぁやぁ、珍しいね。こんなに幼い男の子が、ワタシの契約者なんて」





　────だから、『目の前に魔女が現れるという異常』を体験しても、孝幸は何一つ驚くことがなかったのだろう。









「佐藤君。今日、これから暇よね？」


「…………はい」



　現在。無事に高校一年生まで育った孝幸は、あの時に助けた少女──深山みやま葵あおいから、笑顔で任意同行を迫られていた。なお、これを断ると次は、弱みで脅してくることは確定的に明らかなので、既に抵抗は諦あきらめている。

「おい、なんで佐藤が深山さんと一緒に帰るんだ？」

「そういえば、葵ちゃんが佐藤君のことを探っていた時もあったし……どういう関係？」

　しかも、捕まえられたタイミングは、最後の授業が終わって、放課後になった直後。確かに逃げ出せないタイミングであるが、クラスメイトたちからの視線が痛い。中には、性犯罪者を見るような視線を向けてくる奴も居たので、孝幸はやれやれと肩を竦すくめて大仰におどけて見せる。

　その姿を見れば、周囲は悪びれもしない態度に苛立いらだちを募らせるのだろうが、生憎、このクラスには中学時代から孝幸を知っている者が、相当数存在していた。

　彼らは、陰口を囁ささやき合う者たちの会話へ、『わかっていないな』とばかりに口を挟み、孝幸に関して解説していく。

「やれやれ、これだから素人しろうとは。いいか？　あの顔を見ろ……情けない顔をしているだろ？」

「そうなの!?」

「そうよ。余裕綽々よゆうしゃくしゃくみたいな顔をしているが、あれは抵抗を諦めた罪人の顔」

「つまり、ついに年貢の納め時ってわけだ。これで大人しくなってくれれば、御の字だがねぇ」

「ふんっ、わかっているだろう？　あいつはこれぐらいで賢さかしくなれる奴じゃあないさ」

　続々と現れる、訳知り顔のクラスメイトたちに、陰口を言っていた男子は戸惑うしかない。

「なんか急に、解説してくる奴が増えてんだけど!?　どうなってんだ!?」

　その男子の困惑した声に、孝幸は思わず頷うなずいた。それは自分も本当に知りたい、と。

　そう、孝幸にとっては不思議なことに、中学時代……あるいは、もっと昔から孝幸を知る地元の人間は、このような反応を示すことが多い。大っぴらに肯定も否定もせず、後方で訳知り顔をしてくるのだ。その上、大体語っていることが間違いではないから性質が悪い。

「佐藤君。早く行きましょう？」

「あ、はい」

　葵に促されて、孝幸は足早に教室を後にする。

　明日の朝、どのような噂うわさが教室内で流れているか気にはなるが、それよりも前に、今日をどうやって乗り越えるのかで精一杯なのだ。




　葵が会談の場所として選んだのは、何時ぞやの喫茶店きっさてんである。通学路からやや外れており、帰宅部の生徒がわざわざ寄る立地ではない。客層もほとんど社会人。加えて、夜からは喫茶店ではなく、酒類も提供するバーとして営業を始める店だった。周囲がビジネスホテルや雀荘などに囲まれている所為せいもあるのか、高校生が入っていくには、少しハードルが高い店だった。

「さて、今日は長い話になるでしょうし。先に、注文をしておきましょう。あ、大丈夫よ？　今回は奢ってもらおうとか考えていないから」

「そりゃあ、助かる」

　だからこそ、葵はこの場所を選んだのだろう、と孝幸は考えていた。以前、孝幸が弁解した時と同じように、他の生徒や、知り合いの目が届かない場所を選んだのだと。

「じゃあ、佐藤君。早速だけれど、質問いいかしら？」

「ああ、どうぞ」

　葵は注文したブレンドコーヒーに口を付けた後、何でもないように孝幸へと問いかける。

「あれは、何？」


「…………やっぱり見えていたんだな。しかも、しばらく時間を置いたのに、覚えている」



「その口ぶりだと、あれは見えてはいけないもののように聞こえるのだけれど？」

「いや、別に悪くはない。ただ、今まで、あれを認識できる奴が、俺おれしか居なかっただけだ」

「詳しく説明してもらってもいいわよね？」

　にこやかに微笑む葵に促され、孝幸は渋い顔を作った。

　弱みは握られている。孝幸自身の身を守るためだけならば、素直に白状した方が良いだろう。だが、この秘密は知ったところで得があるものではない。逆に、重荷になる可能性もあるものなのだ。故に、孝幸は『葵にとってどちらがいいのか？』と天秤を揺らして悩んでいる。

「佐藤君。まさか、ここまできて、言わないなんて選択肢があると思う？　朋絵ともえの件に関しては、私も当事者なのだから、きちんと説明する義務があると思うの」


「…………わかった。ちゃんと説明責任を果たそう」



　孝幸の中で揺れていた天秤は、葵の言葉によって片方へと傾いた。即ち、説明できることは全すべて説明して、その上で、何かあったら自分が責任を取ろう、と。

「あれは、恋心だよ。鵜飼うかいの恋心だ」

「恋心？」

「そう。俺は特別な力──異能によって、人間の恋心を食らうことができるんだよ」

　そして、孝幸は観念したように自らの異常性を説明し始めた。

「異能を発動した時、俺の目には恋心がああいう風に見えているんだ。ただ、それはあくまでも俺だけで、今まで、他の人間に同じものが見えているということはなかったんだがなぁ」

　釈然としない様子で、オレンジジュースへと手を伸ばす孝幸とは裏腹に、葵の瞳ひとみはかつてないほど輝いている。

「佐藤君、佐藤君！　異能って、何？　具体的にはどういうものなの？　覚醒かくせいタイプ？　先天的タイプ？　それとも、外的要因によって与えられたタイプ？」

「外的要因によって与えられたタイプ。というか、凄い食いついてくるな？」

「だって、本物よ？　本物の異能者が目の前に居るのだから、そりゃあ、色々尋ねたくなるのが乙女心というものよ。さぁ、もっと詳しく語ってくれる？」

「まぁ、別にいいけどさ」

　孝幸は一度、大きく息を吐いて、精神を落ち着かせた。

　正しく異能を認識できる相手を前にして、余計なことを言い過ぎないように。浮つきそうになる内心を諫いさめながら、努めて平静に説明を始める。

「俺がこの力を与えられたのは、小学三年生の頃ころだ」

　ちびちびとオレンジジュースに口を付けて、舌の回りをよくしながら過去を思い出す。

「あーっと……諸事情によって、魔女を召喚することになって。そこで、ちょっとした契約を結んで、異能を与えられたんだよ。対象の恋心を、いとも簡単に食ってしまえる力を」

「魔女？　魔女とか存在するの？　異能があるから、居てもおかしくないだろうけど」

「さぁ？　詳しくは知らん。いや、マジで知らん。今になってみれば、わからないことだらけだよ、あの時のことは。ただ、俺に力を与えた奴は、魔女って名乗っていたし、如何にも魔女って格好だったからな。便宜上べんぎじょう、そう呼んでいるだけだ」

「ほほう」

　平坦へいたんな口調で語る孝幸と、語れば語るほど興味深そうに目を光らせる葵。

　テーブルを挟んで向かい合う、両者のテンションはまさしく正反対だった。

「ちなみに、こんなにあっさりと教えてくれてもよかったのかしら？　これって割と、衝撃の新事実だと思うのだけれど？　これで私が、然しかるべきところに密告したら、最悪、孝幸君は秘密組織に捕まって解剖されちゃうかも？」

「秘密組織ってなんだよ、まったく」

　冗談めかして笑う葵へ、孝幸は努めて平静に答えを返す。

「大体、いくら優等生である深山の言葉でも、誰も信じないさ。いや、そもそも誰も正しい認識を維持できない、と言った方がわかりやすいな」

「うん？　どういうこと？」

「たとえ話だが」

　孝幸はオレンジジュースの入ったコップをテーブルの上に置き、縁の部分を、軽く指で弾いて見せた。

「俺の異能が、『コップの中身を綺麗きれいに消し去る』という力だったとする」

「使いどころが皆無の異能ね？」

「あくまでたとえ話だ。それでな？　俺が公衆の面前で、その異能を使って、一瞬にしてこのオレンジジュースを消して見せたとする。すると、それを目撃していた人たちはどういう認識になると思う？」


「どういう認識って、そりゃあ…………出来のいい手品だなぁ、ぐらい？」



「そうだな、それが普通の反応だ。いくら、俺が『これは異能だ！　俺は異能でコップの中身を消して見せたんだ！』なんて言っても、信じないだろう。普通はタネのある手品だと考える。あるいは、手品ではなくて、ちょっと目を離した隙すきに、とても素早く飲み干したと考える人も居るかもしれない。それが、常識というものだ。人は目の前で起こった非日常よりも、世界と自分の常識を信じる」

　孝幸は肩を竦めて、おどけるように言葉を紡ぐ。

「つまり、そういうことだよ、深山。いくら、俺がやっていることを異能だと騒ぎ立てようとも、いや、俺自身が懇切丁寧に説明しようとも、本当の意味で俺が異能者だと信じることなんてできやしない。特に、俺の異能は証明が難しいからな。異能バトルにあるような派手な力ならばともかく、『恋心を食らう異能』なんて、まず、信じる奴は居ない」

「そんなことは──」

「そして、仮に信じる奴が居たとしても、意味は無い。言っただろう？　正しい認識を維持できないって。俺が異能を使ったその時だけは、正しくそれが異能であると認識するかもしれない。信じる誰かが居るかもしれない。だが、その記憶は次第に、常識に沿って改竄かいざんされる」

「へっ？」

　抗議の声を上げようとした葵だったが、孝幸の思わぬ言葉に首を傾げてしまう。

「例えば、本物の魔法を見て感動した子供が、手品という技術を知って、次第に『あれは魔法ではなくて、手品だったんだ』と思い込むみたいに。俺の異能を本気で信じて、本物だと感じた人間でも、時間が経たつにつれて、ただのペテンのように思えてくるものさ」

「そういうもの、なの？」

「そういうものだよ。実際、鵜飼は俺の『おまじない』なんてもう、覚えていないだろう。ただ、優秀な恋愛カウンセラーである俺に相談して、悩みをすっきりと解決したという認識にすり替わっているはずだ。最後のやり取りも、恐らく気絶したことすら覚えていない」


「…………むぅ」



　釈然としない様子で唸うなり声を上げる葵を見て、孝幸は苦笑した。

　唸る葵の表情が、異能と世界の仕組みに気づいてしまった時の、自分に似ていたから。

「深山。これはそういうものなんだ。異能とは、『この世界の常識とは異なる能力』だ。故に、異能の行使に関わる記憶は全て、各々が持つ常識によって修正される」

「でも、私は正しく覚えているわ」

「そう。本来なら、深山の記憶は修正されて、俺が異能を行使したことを覚えていられないはずなんだよ。たとえ、異能を受けた当事者でなくても、その光景を目撃したならば、大抵、異能に関することは忘れる。よしんば、覚えていられたとしても、俺との会話中に『鵜飼が緊張の糸が切れて倒れた』みたいに、それらしい理由として認識するはず。なのに、どうして深山は俺を異能者として正しく認識できるのやら」

　お手上げだ、とばかりに笑みを作る孝幸。

　孝幸は異能を扱えるが、その専門家というわけではない。葵へもっともらしい説明を語ってはいたが、全て経験則に基づく推論だ。正しいとは限らない。故に、孝幸は異能を得たばかりで、何もわからなかった時と同じような納得の仕方をすることにした。

　つまり、そういうものなのだから仕方ない、という思考停止による受容だ。何せ、今回の問題はそこではないのだから。いつまでも、些末さまつなことに思考を割くのはもったいない。

「なるほど。異能者である佐藤君にもわからないことがあるということね。とりあえず、異能に関しては、そういうものだと納得したわ。私が異能を正しく覚えていられる理由も気になるけれど、わからないなら仕方がない」

「そう言ってもらえると助かるぜ。正直、これ以上詳しく知りたいなら、魔女にでも聞かなきゃわかんないだろうからな」

「ええ、異能に関して尋ねるのは、ここまでにしておきましょう」

　葵が居住いずまいを正して、自分と向き直る姿を見て、孝幸は覚悟を決めた。

「だから、そろそろ本題に入るわ」

　理由は不明であるが、異能に関わることを、葵が正しく覚えていられるというのならば、こうなるだろうと、喫茶店に来る前から予想していたのだ。


「七年前…………小学三年生の夏休み。失恋して、苦しんでいる私を救ってくれたのは、貴方よね？　佐藤孝幸君？」



　ついに、過去が自分に追いついてくる時が来たのだと。










　小学三年生の夏休み。葵が失恋して、遭難した最悪の日。

「いやぁ、無事でよかったよ。さぁ、皆が待っているから、一緒に帰ろう？」

「いや！」

「え？　まさかの拒否？」

　そんな最悪の日を塗り替えることになる少年──佐藤孝幸が自分を見つけ出した時、葵は大きな安堵あんどと共に、失望していた。

　何故ならば、当時の葵にとって、孝幸は『とても嫌いな相手』だったのだ。

「なんで帰りたくないの？」

「ふんっ……いいもん……私の苦しみなんて誰にも理解されないんだもん……」

「なんで拗すねてるの？」

　孝幸は、いわゆるよそ者だった。夏休みの間だけ、他の地方から遊びに来る子供。そんなよそ者に対しても、葵はいつも通り、我が侭なお姫様として接していたのだが、孝幸はその我が侭を受け入れなかった。他の子供たちは皆、我が侭を聞いてくれたというのに、孝幸だけが『そんなことは良くないよ』と正論で拒否していたのである。

　当然、お姫様気分だった葵はご立腹。いじめではないにせよ、孝幸が近くに居ると、露骨に葵の機嫌が悪くなり、結果、孝幸はほとんど、地元の子供たちと遊べない状況にあった。

　そう、つまり葵からすれば、自分が見下していた相手に助けられそうになっている現状は、とても気に食わないものだったのである。

「言わない！　言ってもどうせ、アンタにはわからない！」

「そっかぁ」


「…………あのね、ハル君がね？」



「あ、言うんだ」

　ただ、人恋しさが極限にまで達していた葵は、この時、妥協を覚えていた。また、独りぼっちになるぐらいならば、嫌な相手でも隣に居た方がマシだと考えたのだろう。

「ね!?　ひどいでしょ!?　せっかく、私が付き合ってあげるって言ったのに！」

「そういうところが悪かったんじゃない？」

　それでも、葵の態度は普段と変わらない。見つけてもらった側だというのに、散々愚痴を吐いて、駄々をこねている。いくら美少女と言っても、うんざりして見捨てられても仕方がないような対応なのだが、孝幸は葵を見捨てなかった。柔和な笑みを浮かべて、根気強く愚痴を聞いた上で、葵の傍そばから離れようとしない。

「ええと、どうやったら一緒に帰ってくれるの？　そのハル君と仲直りするお手伝いをすればいいのかな？」


「違うもん！　もう、ハル君のことなんて嫌いだもん！　…………嫌いなのに」



　ただ、葵の醜態はそれに留まらなかった。散々愚痴を吐いた葵は、今度は涙を零こぼして、泣なき喚わめき始めたのである。


「嫌いなのに。どうして、こんなに胸が痛いの。いやだよ、こんなの。誰か、誰か、私を助けてよ……っ！」



　泣き喚きながら、どうしようもない我が侭を言う葵。将来、この時のことを強く恥じるようになるとは露つゆとも思わず、葵は涙を零していた。みっともなく、情けなく。折角、助けに来た相手に八つ当たりするように文句を言う葵の姿は、見捨てるには十分な醜態だっただろう。

「うーん。じゃあ、頑張ってみるよ」

「えっ？」

「これでも僕、ヒーローを目指しているからね。泣いている女子は放っておけないんだ」

　けれど、孝幸はそれでも葵へと手を差し伸べた。

「な、なにがヒーローよ？　ばっかじゃないの!?　こんなに痛いのに！　アンタ程度にどうにかできるわけがない！」
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「さて、それはやってみないとわからないかもよー？　お爺ちゃんも『どんな想いもいずれ、思い出になる』って言っていたし……だから、その痛いのがいつか、いい思い出になるように、僕、頑張ってみるよ…………うん、頑張るっ！」



　泣きながら、散々悪態を吐ついた葵に救いの手を伸ばして。独りぼっちで悲しんでいた闇やみの中から、引っ張り上げたのである。そんなことは関係ないとばかりに。

　何よりも葵は、孝幸のそういう行動を尊いものだと思った。最初は力への憧れだけだったが、成長するにつれて、葵は孝幸の在り方にこそ、憧れるようになったのである。

　だから、葵は現在、孝幸が異能者でよかったと思っている。その特異な力があったからこそ、葵は孝幸を見つけることができたのだから。










「ねぇ、佐藤君。教えてよ、貴方があの時のヒーローなの？　暗闇くらやみの中で遭難していた私を、見つけてくれた人なの？」

　葵は疑問を重ねて、孝幸へと迫る。テーブルに身を乗り出すような勢いで、問いかける。


「………………ああ、そうだよ。あの時、拗ねて散々、周囲に迷惑をかけたクソガキを見つけたのは、この俺だよ。ついでに、泣き喚くのがうるさいから、異能を使って恋心を食ってやったかもしれない」



　孝幸はしばらく黙っていたが、葵の真剣さと熱量に押し負けて、ため息と共に認めた。

　自らが、あの時の少年だったと。わざとらしい、偽悪的な物言いで。

「やっぱり！　そうよね？　面構えがひどくなって、口も悪くなって、色々と良くない噂も流れているけれど！　でも、やっぱり、佐藤君があの時のヒーローだったんだ……」

「アンタは随分とまともに成長したかと思ったけど、遠慮ないのは変わらないな」

　葵は、孝幸の偽悪的な振る舞いなど意にも介せず、がっとその手を摑つかんだ。突然の行いに、孝幸は「利きき腕うではやめてくれ」と抗議するが、別に骨を折ろうというわけではない。


「…………うん。やっぱり、間違いない気がする」



　葵は孝幸の体温を感じるために、手を握ったのだ。かつて、遠い夏の日、手を繫つないで帰った時と同じように。

「貴方が、私のヒーローだったんだね」

「うぐっ」

　葵は、その手を握ったまま、目を潤ませて、孝幸に語り掛ける。それはさながら、長年会えなかった恋人にでも会ったかのように熱情的な仕草だ。

　だが、絶世の美少女である葵からそのような扱いを受けても、孝幸の顔は赤く染まることはない。むしろ、青ざめたような顔色で、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべていた。

「やめてくれ」

「えっ？」

「俺をヒーローなんて呼ばないでくれ。俺は、そんな上等な奴じゃない」

　そして、ある意味、葵の現在を全て否定するような言葉を吐き捨てた。

「今も昔も、俺が動く理由なんて、くだらないものばっかりだ。ご覧の通り、今の俺はろくでなしだが、昔の俺だってろくなもんじゃない。深山、アンタには悪いが──俺がヒーローであった瞬間なんて、昔も含めて、一度たりともありはしない」

　言葉を告げられて、握る手をゆっくりと解かれて、葵はしばしの間放心する。

　ぱちくりと、小鳥の羽のように、まつ毛が瞬き、喉のど奥からは「ひゅっ」と息が詰まる音が聞こえて。歓喜で揺れていた瞳は、別の理由で揺れ始めた。

「え？　だって、私は。貴方に憧れて、一緒に、ヒーローになりたくて。頑張ってきた、のに」

「そりゃ悪かったな。だが、生憎、今の俺はヒーローじゃない。バケモノだ。人ならざる力を私利私欲のために使って、誰かの恋心を食うような人でなしだよ」

「だ、だって、だって……」

「聞いただろう？　俺の噂を。あれはな、まるっきり噓うそでもないんだ。中には荒唐無稽な話もあるが、そんな風に扱われるだけの真似をしてきているんだ。だから、俺はアンタが憧れるような格好良いヒーローじゃないんだよ」

　次々と投げかけられる言葉は、葵にとっては精神を撃ち抜く銃弾に等しい。

　憧れの主からの否定は、それほどまでに、葵にとって衝撃的だったのだ。


「…………佐藤君は、色々と噂されているけど、何か事情があるだけだと思っていたのに」



「悪いが、勝手な思い込みだ。俺はお前が思っているよりも、ろくでもないことをやって生きてきたのさ。犯罪行為に手を染めちゃいないが、それ相応に他人に迷惑をかけて生きてきただけの、ただの男子高校生だ。ヒーローには程遠い」

「でも、朋絵は助けてくれた」

「アンタが俺の弱みを握って、依頼してきたからな。仕方なくのタダ働きって奴だ」

　突き放すように、ぶっきらぼうな口調で告げる孝幸の態度に、葵は戸惑う。言葉を紡ごうとする唇が震えて、視線が下がって、それでも、絞り出すように己おのれの気持ちを吐き出した。


「…………私には、佐藤君が、わからないよ」



「わからないのは、当然だ。だって、俺たちはただのクラスメイトに過ぎない。あの時、少しだけ交流があっただけの間柄だ。友達ですらない。だから、これもあくまでもそんな他人からの忠告なんだがな」

　悲痛な眼差まなざしを向ける葵へ、孝幸はあくまでも淡々と言葉を返す。

「誰かへの憧れだけで、ヒーローなんて目指すもんじゃないぜ。そんな薄っぺらな正義だけで行動していたら、いつか必ず、後悔する時がくる」

　葵は沈黙した。俯うつむき、何かを考え込むように沈黙した。


「────もういい」



　やがて、小さく言葉を零すと、勢いよく椅子から立ち上がる。

「私が馬鹿ばかだったんだ」

　そして、孝幸が呼び止める間もなく、駆け出した。

　認めたくない現実から、逃げ出すように。




　葵は、こういう可能性もあると考えてはいた。

　おおよそ七年間だ。小学生が高校生になるまでの膨大なる時間だ。

　それだけの時間が流れれば、人だって変わる。むしろ、何も変わらずにいる人間の方が珍しい。そう、葵自身が変わったように、あの時の少年だって変わるのは当然だろう。

　しかし、それでも、葵は『ヒーローである』という部分だけは変わって欲しくなかったのだ。

「はぁ、はっ。どう、して？」

　後先考えず、ひたすら走る葵は、荒い呼吸と共に疑問の言葉を吐き出す。

　一体、どうしてこうなってしまったのだろうか？　と。


「……っ！　どうして、なの!?」



　小さく叫んで、葵はさらに速度を上げて走り出した。

　様々な通行人の脇わきを、機敏な動きで駆け抜けて。少しでも喫茶店から遠ざかるように。自分でもどこへ行ったらいいのかわからなくとも、足は動かし続けて。

　それでも、思考は止まらない。

「どう、して、期待しちゃったんだろう？」

　薄々、失望の予感はしていたはずだった。本当はなんとなく、わかっていたはずだった。孝幸がかつてのヒーローではなくなったことを、周囲の噂から察せたはずだ。

　だが、そんな自分の考えの方が間違っているのではないか？　本当は、あの日に憧れた時と同じように、格好良い奴ではないのか？　七年間、積もりに積もった想いは、葵の思考を無理やりにでも押し曲げて、期待を抱かせてしまっていたのだ。

　己の中に出来上がった虚像へ、他者を当てはめるほど愚かなことはないと、葵は知っていたはずなのに。


「…………はぁ、はぁ、はっ……ふぅー」



　結局、葵は胸の内から湧わき上がってくる衝動が収まるまで走り続けた。

　周囲の景色が何度も変わるほどの距離を全力で走って。辿たどり着いた場所は、喫茶店から随分と離れた、商店街の通り。その歩道橋の上だった。いつの間にか、何の意味もなくここまで走り続けてしまったことを後悔しつつ、葵は、今まで駆け抜けて来た道中を振り返る。

「どうして？」

　そして、息の整った声で、疑問の言葉を紡いだ。けれども、これは自問自答ではない。

「佐藤君。どうして、付いて来たの？」

「……ぜひゅっ、ごほっ……ぜーっ、はぁーっ」

　葵のすぐ後ろで、汗だくの呼吸困難に陥おちいっている孝幸へと向けた問いである。

「途中から気づいてはいたわ。だから、振り切ろうとしたのに、結局、ここまで付いてきて。佐藤君、貴方は一体何がしたいの？」

「はぁ、はぁっ、げぇほっ！」

「というか、喫茶店の会計はどうしたの？　真っ先に飛び出して来た私が言うのは、流石さすがにどうかと思うけれど、私たち、無銭飲食で補導されるわよ？」

「げほっ、ごほっ……ちょっと、待って」

　孝幸は荒い呼吸を繰り返しながら、葵の質問を手で制して、待たせる。


「はぁ、はっ…………ふぅー、よし！」



　その後、一分間ほど呼吸を整えて、ようやく孝幸は復活した。

「まず、喫茶店の会計は済ませてある。生まれて初めてやったぞ？　五千円札をレジに叩たたきつけながらの、『お釣りは要りません』って奴。とても、財布が軽くなった」

「それに関してはごめんなさい。後で半額を弁償するわ」

「いや、それはいい。俺の所為でもあるからな。それで、俺が深山を追っかけて来た理由か？」

「ええ、一体何のために私に付いて来たの？　何か、私に言い足りないことでもあった？」

　苛立ちを隠さず、孝幸へと冷たい視線を送る葵。

　精神耐性のない男子生徒が受ければ、心が折れるか、性癖が捻じ曲がってもおかしくない視線を受けて、けれど、孝幸は臆さずに不敵な笑みを浮かべた。

「ああ、それはだな……その」

　笑みが引ひき攣つった。

「あー、なんというか」

　視線が泳いだ。


「………………何も考えてなかった」



　そして、最後に開き直った笑みでふざけたことを言うものだから、葵は怒りよりも先に、引いた。ドン引きだった。

「え、えぇ……馬鹿なの？　佐藤君はお馬鹿さんなの？」

「いや、だって心配だろ!?　あんな感じに走り出して、もしも事故に遭ったら目覚めが悪いだろ!?　だから、その……」

「心配して付いて来たの？　貴方の言葉が原因なのに？」

「そうだよ！　俺が望んで突き放した癖くせに、心配になったから、追いかけて来たんだよ！」

「ばぁーか！」

「何も否定できねぇ！」

　がっくりと項垂うなだれる孝幸の姿を見て、葵は確信した。

　こいつは、馬鹿だと。どうしようもない類の馬鹿だと。だって、普通は追いかけてこない。諦めてしまう。追いかけるふりぐらいはするかもしれないが、朋絵から結構真面目まじめに『陸上部に来ない？　即戦力だよ！』と言われるほどの健脚に最後まで付いて来たのだから、大馬鹿野郎にも程がある、と呆れてしまった。

　そして、同じぐらい自分にも呆れてしまった。

　こんな馬鹿に対して、一体、私はどれだけ身勝手な期待を向けていたのだろう？　と。

「ねぇ、佐藤君」

「はい」

「貴方は馬鹿です」


「…………その通りです、はい」



「だから、大人しく、誤魔化ごまかさず。私の質問には素直に答えなさい。虚偽は絶対に許しません。もしも、言いたくないことがあったら、素直に言いたくないって答えなさい」

「言いたくない」

「ちなみに、私の機嫌を損ねると、ビジネスホテルの件に関して、学校にあること無いこと報告するからね？」

「やめてくれよぉ！　というか、ヒーローを目指している奴のやることじゃないよな!?」

「私の正義は、何より、私の意志を優先するのよ」

「思っていたヒーロー像と違う！」

　孝幸は逃走経路を探すのだが、閻魔えんまの如ごとき葵の笑みを受けて、大人しく動きを止めた。

「佐藤君。貴方は私に、ヒーローを目指すのなんてやめてしまえ、みたいなことを言ったけれども。それはどうして？　もしかして、馬鹿の貴方は、何か勘違いをしているかもしれないわ」


「…………経験則だ。俺自身が、誰かへの憧れでヒーローを目指していた。その結果、俺は失敗した。散々、周囲に迷惑をかけた挙句、ヒーローにはなれなかった。だから、深山にはそんな失敗をして欲しくない。それに」



「それに？」

「深山は俺と違って、女の子だ。揉もめ事ごとの仲裁ぐらいならいい。だが、ヒーローの真似事で、危険なことはして欲しくない。自動車に轢ひかれそうな子供を庇かばったり、不良たちの集会に潜り込んだりするのは、たとえ、それが正義だとしても危ないことなんだ」

「えっ？　してないわよ、そんなこと」

「えっ？　してないの？」

「むしろ、貴方はしたことがあるの？」

「過ちを犯さない人間なんて居ない。肝心なのは、過ちを認めて反省できるかどうかだ」

「したことがあるのね？　この馬鹿！」

「やめろよ！　友達全員に同じリアクションされたよ！　お前はいつも危ないことばっかりやって、周りのことを考えろと散々説教されたから、反省しているんだよ！」

　自分に罵倒されて苦悶くもんする孝幸の姿を見て、葵はようやくすれ違いのような部分を感じ取ることができた。葵が抱くヒーロー像と、孝幸の中にあるものの価値観が違い過ぎたのである。

「あのね？　私が今までやってきたことはあくまでも、学生活動の延長線よ？　身近な誰かの助けになることをしたり、ボランティア活動をしてみたり、誰かの相談を聞いてみたり。それに、言ったでしょう？　私の正義は、何より、私の意志を優先する。身の危険があることや、自分が本当に嫌なことはやらないわ」


「…………あー。じゃあ、大丈夫です。俺が喫茶店で言ったことは気にしないでください」



「佐藤君。貴方の悪評って、ひょっとして、そういう無茶苦茶なヒーロー活動の反動なの？」

「言いたくない」

　葵の問いかけに、孝幸はぐっと痛いところを突かれたような表情を見せる。

　その様子を眺めて、葵はなんとなく察することがあった。きっと、中学時代も孝幸はこうやって、誰かに説教されて、こんな顔をしていたのだろうと。

「なるほど。他人に訳知り顔で忠告したくなるわけね」

　渋い顔で俯く孝幸。

　対して、葵の顔には余裕が戻って来た証拠として、美しい微笑みが浮かんでいた。

「佐藤君。もしかして、貴方のやっている恋愛相談もボランティア活動の一種だったりするの？　元々は完全無料だったけど、誰かに叱しかられた結果、渋々有料にしたとか？」

「別に。俺の異能を使って、楽な小遣こづかい稼ぎをしているだけさ」


「…………へぇ？」



　訝いぶかしげな視線を向けてくる葵に対して、孝幸は慌てて弁解をする。

「いや、本当だぞ？　噓は言っていない。実際、報酬の一部は俺の小遣いになっているから」

「でも、普通に短期のアルバイトを探した方がまだ楽でしょう？　どういう伝手つてがあるのかわからないけれど、面倒なはずよ？　失恋した人を探して、相談を受けて、実際に会って、信用を築いてから、異能を使うのは。時給換算にしたら、最低賃金を割るんじゃない？」

「それは、その……」

　葵の指摘に、孝幸はたじろぐ。

　その様子に愉悦を覚え始めた葵は、先ほどの復讐ふくしゅうも兼ねて、追撃の言葉を紡いだ。

「ねぇ、ヒーローじゃないって言っている癖に、貴方はどうして、今もそんな面倒なことをしてまで、恋愛相談をしているの？」


「…………」



　孝幸の選んだ答えは、沈黙だった。揺らぐことなく、真まっ直すぐ葵を見つめて、何も話さないことを選んでいた。

「何も言う気はない、ってことかしら？」

「……すまん。悪いが、何も言えない。代わりに、次の質問には可能な限り答えよう」

「ふぅん」

　本気で頭を下げる孝幸の姿に、葵は愉悦を抑えて、追及を諦めることにした。

「わかったわ。じゃあ、次の質問よ」

　けれど、その代わりに、葵はずっと知りたかったことを、孝幸へと問いかける。


「佐藤君…………あの日私を助けてくれた後、どうして、その、私たちの所へ遊びに来なくなったの？　多分、まだ夏休みの日数は残っていたと思うし、急用で帰ったとしても、また次の年、遊びに来ても良かったのに」



「散々、子供の時の俺をいびってきた、ガキ大将の言葉とは思えないぜ」

「貴方はなんで余計な口答えをするの？　弱みを握られているのを忘れているのかしら？」


「わかったよ、勘弁してくれ。しかし、遊びに来なかった理由か…………まぁ」



　少し言いよどんだ後、孝幸は努めて明るく答えた。

「あの後、俺の爺じいさんの葬式があってね。悪いが、忙しかったんだよ」

「えっ？」

「んでもって、俺が夏休みにそっち……いや、この田舎町に遊びに来ていたのは、爺さんが居たからだ。爺さんの家に泊まり込んで、遊びに行くために来ていたんだ。だから、爺さんが亡くなったら、そっちに行く用事が無くなった。それだけのことだよ、深山」


「それは、その…………ごめんなさい」



「いや、昔のことだ。気にしないでくれ」

　気分を害した様子もなく、あっさりとした口調の孝幸だが、その言葉は妙に空々しい。

　葵は直感的に、孝幸の大切な部分に踏み込んでしまったことを理解して、反省した。仮に、理由を聞き出すにしても、こんな場所で勢い任せではなく、相応ふさわしい時があっただろうに、と。

　しかし、そこまで考えたところで、『本当にそうだろうか？』と葵は思い直す。

　相応しい場所や時間を探している内に、言うべき言葉を飲み込んでしまわないだろうか？　今、この勢いに乗せられて言わなければ、後悔しないだろうか？

　あの日の帰り道。無言のままに少年の手を離して別れてしまったけれど、勢い任せでも、何か言うべきことがあったのではないだろうか？


「もう、いいか？　質問が無いなら、これで終わりにしよう…………今日は悪かったな、深山。俺の勝手な勘違いで、お前を傷つけてしまった。誰かの憧れを、勝手に否定する権利なんて、誰にも無いはずなのに。たとえそれが、憧れを向けられた、自分自身であったとしても」



　葵が黙り込んでいると、孝幸は謝罪と共に、この場から立ち去ろうとする。

　その姿が、かつての別れ際と重なって、葵は思わず、孝幸の腕を摑んだ。

「深山？」


「…………最後の質問があるわ」



「そ、そうか。別にいいが、逃げるつもりはないから、手を放しても──」

「あの時！」

　孝幸の言葉を遮さえぎるように声を上げて、葵は勢い任せで口を動かした。

「七年前のあの時。あの真っ暗な夜に！　私が不安で、苦しくて、独りぼっちだった時！」

　自分でも何を言いたいのか、何と答えを返して欲しいのかわからないままに、問いかける。

「私を助けてくれたことを、貴方は後悔している？　ヒーローの真似事に過ぎないって。馬鹿なことをやったって、そう思っている？」

　勢い任せで言ったものの、再び、失望してしまうのではないかと葵は顔を俯かせて、返答を待つ。高鳴る鼓動を抑えつけて、何度も呼吸を繰り返しながら、待つ。

「後悔していない」

「えっ？」

「これからも、後悔するつもりは、絶対にない」

　だから、その言葉を紡いだ時、孝幸がどんな表情をしていたのか、わからなかった。慌てて、顔を上げたのだが、その時は既に、孝幸はいつもの不敵な笑みを浮かべていて。

「だって、ヒーローとか関係なく、女の子を助けるのは男の義務だろ？」


「…………馬鹿」



「ああ、ご覧の通りの馬鹿だよ。だから、馬鹿がうつらない内に手を離した方がいたたたたたたたぁ!?　なんで力を込めたの!?　公衆の面前で折る気か!?」

　ぎゅううう、とあの時よりも遥はるかに増した握力で、強く、孝幸の腕を握りしめる葵。

「佐藤君、貴方は言ったわよね？」

「利き腕はやめてくれ、って？　でも、それは利き腕じゃなければ、折っていいという理由にはならないぞ」


「違う、そっちじゃなくて…………私たちはただのクラスメイトで。お互いのことを知らないのは、当然だって」



「ああ、言ったよ。当たり前のことだろ？」

「うん。あの時はかっとなったけど、確かに、当たり前のことだと思う」

　葵は、自分よりも少し背の高い男子を見上げて、言う。

　あの時の少年へ、言えなかった言葉を精一杯見繕って。

「だから、まずはクラスメイトとして交流しよう。お互いに、わからないことだらけだから、わかり合う努力をしてみよう。私の憧れが間違っていたのか？　貴方の挫折の方が正しいのか？　わかるまで、言葉を交わしてみようよ」

　飾らない、素の口調で、葵は孝幸へと提案をした。

「そう、だな」

　少し言いよどんだ後、孝幸は頷く。

「精々、失望されないように頑張ってみるよ」

「ふふふっ。気にしなくていいわ。わかり合えない時は、貴方の努力とか、気遣いとかまったく気にせず、私の独断で勝手に見限るから。だから、同じく、貴方も私のことを好きに見限ってもいい。うん、まずはここから始めましょう」

「ああ、わかったよ。じゃあ、とりあえずは今後ともよろしく、ってことで」

　孝幸が右手を差し出すと、葵は腕を摑んだままの手を放して、差し出された手を握った。

　強く、強く、この時のことを忘れないように。

　この時、二人はようやく再会することができたのだった。


　────ただ、それはそれとして。



「え？　あれって、佐藤と深山さん!?」

「マジかよ、修羅場しゅらば？」

　歩道橋の上で語り合っていた所為か、同世代の生徒たちから注目を集めてしまったらしい。現在、冷静になった二人の耳には、生徒たちが騒ぎ出す声が聞こえている。

「まっぶしいわぁー、なにあれ、高校生？　青春、眩まぶしいわー」

「若いなぁ……なんで俺は、オッサンになっちゃったんだろうなぁ」

「うんうん、若いっていいねぇ」

「ええ、爺さんの若い頃を思い出しますねぇ」

　しかも、目撃者はそれだけではない。スーツ姿のサラリーマン、腰の曲がった老人たちなど、老若男女問わず、先ほどのやり取りを見届けてしまった観衆が居たようで。


「…………一件落着したところで、深山」



「ええ、わかっているわ。できるだけ、急いでこの場を離れるわよ、佐藤君」

「また走るのかよ」

「付いて来られないなら、別にいいわ。この空気の中で、ゆっくりと歩いて来なさい」

　孝幸と葵は、静かに目線を交わした後、共に、歩道橋の上から駆け出した。先ほどとは逆方向に。駅前へと戻る道のりを進んでいく。

「ぜぇっ、はっ！　なん、でぇ！　そんな、にっ！　体力があるんだよ!?」

「ヒーローを目指す者として、体を鍛えるのは当然じゃない？　逆に、貴方は体力がないわね」

「これでもっ！　毎朝っ！　ぜぇっ、ジョギングとぉ！　筋トレをしているんですけどぉ!?」

　二人は騒ぎ合いながら、人々の視線に追いつかれないように、仲良く逃げ出したのだった。







「ただいまぁ！」

「ここは、お前の家じゃない。私の部屋」

　孝幸との騒動を終えた後、葵は機嫌良く悪友である柚子ゆずの部屋を訪れていた。

「えー、いいじゃん。通い過ぎて、もはや、第二の自宅と言っても過言ではないよ」

「過言だ」

「じゃあ、第二の自室」

「ピンポイントに私の部屋を侵略するな」

「柚子だって、私の部屋に自分の本を置いている癖に」

「あれは、貴方の姉にあげた本だから。文句は、一番目の方の姉に言いなさい」

　妙に上機嫌の葵に絡からまれた柚子は、本から視線を逸らさないものの、鬱陶うっとうしそうに尋ねる。

「何かあったの？」

「そうそう、聞いてよ、柚子！　実はさぁ！」

　促された葵は、待っていましたとばかりに語り出した。

　先ほどまでの孝幸との会話について。あるいは、引き起こしてしまった騒動に関して。

　ただ、異能に関してだけは、柚子にも言っていない。語ったのは、小学生の頃に助けて貰った、憧れの人と高校で再会したら、思ったよりもろくでもない馬鹿だったという内容だけ。

「ね、馬鹿でしょ!?　自分で追いかけて来ておいて、『何も考えていなかった』よ？　とんでもない馬鹿なの、あいつ」

「ふぅん。じゃあ、失望したの？」

「まぁ、そこら辺はね。私にも非があったというか。ろくに関わってもいない相手に、勝手なヒーロー像を押し付けて、勝手に失望したのは悪かったと反省しているよ」

「へぇ」

「え？　何？　さっき、ちょっと笑ったけど、読んでいる本、何か面白おもしろいシーンだった？」

「違う」

　文庫本のページをめくりながら、何気ないように柚子は呟つぶやく。

「葵が男子を気に入るとは珍しい。初恋の相手よりも顔が良い相手じゃないと、最低ラインに届いていないとか、言っていた癖に」

「別に気に入ってなんかは……というか、中学時代の発言を引っ張り出すのはやめて？　あの頃は牽制けんせいのやり方がなってなかった所為か、妙に告白されていてうんざりしていたの」

「じゃあ、嫌いなの？　その佐藤とかいうクラスメイト」

「嫌いとは言っていない。ただ、異性としてどうこうとか、そういう話ではなくてね？」

　んむぅー、と唇を尖とがらせて唸った葵は、不本意そうな口調で答えた。

「放っておけない。ただ、それだけ。昔の恩もあるからね。だから、その恩がなくなるまでは、佐藤君に期待するつもり」

　しかし、その声の中には、隠し切れない喜色が混ざっていることを、葵本人は知らない。

「なるほど。救われた側なのに、妙に偉そうな言葉ね？」

「うぐっ……た、確かに。佐藤君の弱みを握っているから、調子に乗っていたけど。でも、佐藤君は……特に悪いことしてないしなぁ……えっ？　私の態度、悪過ぎ？」

「悪過ぎというか、面倒臭い」

「ぐふっ！」

「もう、昔の恩は菓子折り一つを渡して、チャラにすれば？　現金でも可」

「そういうのは……そういうのはなんか違うもん！」

「我が侭なロマンチストめ」

「ごはっ！」

　我が侭、という言葉は葵にとってのクリティカルワードなので、指摘されてしまえば、自己嫌悪でしばらく凹んでしまうようだ。

「う、うううっ……とりあえず、我が身を省みて、もうちょっと相応の態度で接します。我が侭ガールのままでは駄目だと思うので。もうちょっと、佐藤君の悪評を抑え込んだり、何か困ったことがあったら率先して助けたりしていきます……あくまでクラスメイトとして！」

「好きにすれば？」

　床に転がったまま奮起の言葉を叫ぶ葵へ、柚子は素っ気なく答える。

「それと、一つ」

「うん？」

「何か、見落としがあるんじゃない？」

　文章から視線を外さずに、さらりと付け足された言葉。

　けれども、それは葵の経験上、何かしら重大な意味を持つ類のもので。

「見落としって、何かあるの？」

「さぁ？」

「あ、駄目だ。こういう時の柚子は絶対に何も言わない」

　葵は心の中に一つ、何かの引っかかりを感じるようになってしまったのだった。

　一体、自分は何に気づけていないのだろう、と。










　小学三年生の夏休み。佐藤孝幸という少年は、魔女と出会ってしまった。

「さぁ、契約内容を確認しよう。ワタシは悪魔ほど悪辣ではないからね。きちんと、事前に説明してあげるのさ」

　つばが広い、真っ黒な三角帽子。長身の体をすっぽりと覆おおう、暗闇から浮かび上がったような黒衣。片手には、煌々とオレンジ色の炎を灯ともすランタンを一つ。口元は三日月に歪ゆがめられて、猫のような目で孝幸を見下ろしている。

　まるで、童話やファンタジーに出てくる魔女のイメージそのままの存在が、そこには居た。

「契約？　ええと、対価を払う、という奴ですか？　お爺ちゃんから聞きました」

「おお、偉いねぇ。大人の話をちゃんと覚えているのは、良いことだよ」

「んむぅ」

　魔女は少年の頭を撫でるのだが、そのあまりの下手くそな撫で方に、孝幸は疑惑と抗議の視線を向ける。ひょっとして、これに耐えるのが対価という奴なのかと。

　魔女はそんな視線を向けられて、少しだけ悲しそうな表情をしたが、それもつかの間。

「ごほん。けれどね、少年君。ちゃんとお爺ちゃんから聞いているかな？　対価は、君が願うことに応じた代物になる。君が、大それたことを望むほど、その対価は重くなるんだよ？」

「覚悟の上です！」

「うーん、全然覚悟してない声ぇー。まぁ、いいか。とりあえず、願いを言ってごらん？」

　孝幸は魔女へ、子供なりに一生懸命に説明した。

　泣いている女の子が居るから、助けてあげたいのだと。

「へぇ、好きな子かい？」

「いえ、大っ嫌いですね！」

「そ、そうかい。でもまぁ、嫌いな子でも助けるという気概は買うよ。けれど、嫌いの子のために、対価は支払えるかな？」

「どんな対価ですか？」

「ふふふっ、それはね？」

　魔女の説明を聞き、対価について教えられた孝幸は拍子抜けした。

　そんなことでいいのか、と子供の無知、孝幸自身の外れた感性を遺憾なく発揮して、あっさり魔女へと頷いてしまう。

「大丈夫です、払えます！」

「いいのかな？　まだ、実感していなくても、ワタシが君から奪うものは、とても大切なものだよ？　後から返して欲しいと言われても、返してあげないよ？」

「大丈夫です！」


「うーん、全然考えてない顔…………仕方ない、フェアな取引にするために、少しだけ特別扱いをしてあげよう。いいかい？　もしも、君が対価を取り戻したいと願うなら──」



　孝幸の返答に困った表情を浮かべた魔女は、少しだけ特別扱いをすることにした。その特別扱いこそが、後々、希望になるのだが、当時の孝幸にはさっぱり理解できないことだった。

「うーん、よくわかんなかったけど、覚えておくことにします！」

「はいはい。まぁ、今はそれでいいさ。ワタシの言ったことを覚えていればね。さて、残念ながら君の決意は固いようだ。故に、ワタシ──魔女が異能を授さずけよう」

　無邪気なアホ面を晒さらす孝幸に苦笑すると、魔女は指先を、その額へと近づける。ランタンの明かりしかない薄暗い闇の中でも、はっきりとわかる人差し指が、孝幸の額にそっと、口付けするように、軽く触れて。

「ワタシが君に与える異能の名は、【シュガースパイス】。この異能があればきっと、君はどんなひどい恋だって食べていけるだろう。そう、お菓子でも摘まむみたいに簡単にね」

　その瞬間、孝幸の視界から光が弾けて、舌の上に甘さと辛さが、焼けつくように刻まれた。これが、孝幸が異能を得た瞬間であり、対価を失った瞬間でもあった。





「…………んぐっ。こ、これが、恋の味？　うぐ……なんっ……うげぇ」



　孝幸は得た異能を使って、無事に美しい少女──深山葵の失恋を食らうことができた。その際、感じた味はとてつもなくひどいものだった。喉の奥から吐き気が込み上げてくるほどの苦さと、胸が焼けるような甘ったるさ。葵の初恋はさながら、地獄のような味のするビターチョコだったのだ。だが、初めての異能の行使によって孝幸が学んだことは、恋が不味まずいことだけではない。異能の副作用には、対象の気絶が伴い、できれば座らせた状態でやった方がいいこと。

　そして、特別な力を使って誰かを助ければ、得難えがたい達成感を得るということ。

　そのため、葵を連れ帰った後に説教を受けようとも、罰として祖父の家から自宅に戻されようとも、胸の中に生まれた誇らしさは消えなかった。

　次に会った時、祖父になんと報告するのか？　しばらくの間、孝幸の頭はそれだけで一杯で、誰に何を言われようが、胸を張っていたのである。


「孝幸…………落ち着いて、よく聞きなさい」



　夏休みが終わった後のある日。母親から、祖父の訃報ふほうを聞かされるまでは。










　深山葵の朝は早い。午前六時前には布団ふとんから出て、体を軽く動かして、朝一番のシャワータイム。ちょうど、その頃になると母親が起きてきて、朝食を作ってくれるので、台所へと向かう。

「おはよーっ！」

　台所に着いたのなら、まずは母親へと元気に挨拶あいさつ。平日の朝は、葵と母親の二人だけの朝食になることが多かった。父親は朝早くから、経営しているスーパーに働きに行っているので、朝食を共にするのは休日ぐらい。加えて、葵の姉たちは朝が極端に弱いので、既に社会人や大学生となった二人と、朝食を共にすることはとても珍しいことになっているのだ。

「あら、朝から元気ね、葵。今日は何か良いことでもあるの？」

「ふふふっ、ちょっとね！」

「お姉ちゃんたちも、貴方ぐらい朝が強ければよかったのにね。あ、そうそう、二番目の方が、貴方に頼みたいことがあるから、今日は早く帰って来て欲しいって」

「蓮華れんげ姉さんが？　んー？　まぁ、りょかーい」

　母親と談笑しながら朝食を済ませると、登校時間までしばしの休憩。

　この時間は大抵、葵はヒーロー物の漫画を読んだり、小説を読んだり、後はクラスの皆との話題作りとして、ネットサーフィンなどをして過ごす。

　ただ、この日の葵は、何をしてもそわそわとして落ち着きがなかったようで。

「それじゃあ、行ってきまーす！」

　結局、いつもの時間よりも二十分ほど早く家を出て、通学路を歩いていく。その足取りは軽く、意気揚々と学校に向かう葵の横顔には、自然と笑みが浮かんでいた。




「佐藤君。一緒にお昼ご飯を食べない？」

　昼休み。葵は意気揚々と弁当を片手に、孝幸を食事に誘っていた。もちろん、二人きりなんてロマンチックな空気ではなく、背後に、葵と親しい女子たちが集まっていることから、葵の意図としては女子グループに混ざってご飯を食べよう、ということだろう。


「…………気持ちはありがたいが、遠慮する」



「えぇー」

　故に、孝幸が渋い顔をして断るのは当然の対応だった。むしろ、今まで孤立していた男子を、女子グループに交ぜて、教室内で一緒にご飯を食べようと誘う葵の方が異常なのだ。

　ただ、葵も考えなしに誘っているというわけでもない。

「折角、ぼっちの佐藤君に慈悲をかけてあげたのに」

「誰がぼっちだ？　このクラスに友達が居ないだけで、他のクラスには普通に居るわ」

「え、噓!?　だったら、今度挨拶に行かないとね！」

「やめてくれ。どういう立場で挨拶に行くつもりだよ、アンタは？」

「ふふふっ、まぁ、それは冗談として。真面目に、ご飯に誘っているのは、貴方のことを考えてのことなのだけれども？」

「うぐっ」

　葵の言葉に、孝幸は思い当たることがあるのか、苦虫を嚙み潰したような表情になった。

「女子グループなのは我慢して欲しいけれど、佐藤君。今、貴方の風評がさらに良くないことになっているから、私たち仲良しアピールは必要だと思うの」

　現在、孝幸は歩道橋の一件で、様々な悪評やら憶測やらが飛び交う状況にある。その中でも、葵を泣かせていたという、今後の学校生活で割と洒落しゃれにならない噂も流れているぐらいだ。この手の噂は、尾ひれがつく前に否定しなければ、やがて実害が出てしまう可能性があった。

　そんな現状での葵からの提案は、孝幸にとっては確かに、絶好のチャンスだろう。


「…………わかった。深山の配慮に、ありがたく乗っからせてもらおう」



「ふふん。わかればよろしい！　じゃあ、女子の中に男子が一人という、ハーレム状態を味わいながら昼食も味わってね？」

「ははは、何の味もしなさそう」

　かくして、孝幸は葵を筆頭とする女子グループと共に食事を取ることになったのである。

　当然、懸念けねん通りに、周囲からは奇異の視線。対面した女子たちからは、怯おびえを含んだ好奇心の視線で迎えられたのだが、孝幸は必要経費だと思って耐えるしかない。

「だ、大丈夫？　葵」

「嚙まない？　佐藤君、嚙まない？」

「スキンシップと称して、突然、押し倒してきませんか？」

「アンタらは俺を、躾しつけのなってない駄犬とでも思っているのか？」

　女子たちは、冗談交じりに葵へ安全性を尋ねるが、冗談の中には本当の危惧も込められている。どうやら、害は無いのだと、葵の太鼓判を押してもらいたいらしい。

「大丈夫よ、皆。恐れずに、心を通じ合わせれば佐藤君は決して怖い生き物ではありません。ほら、お手」


「…………わん」



「「「おぉ……」」」

　故に、葵は一つ茶番を挟むことにした。もちろん、孝幸を犬扱いしたいわけではないのだが、この通り、よく躾けられた犬の真似事を目の前でやらせれば、『このぐらいの冗談には付き合ってくれる相手』として認識されるのだ。別に、葵に倒錯的な趣味があるわけではない。

「佐藤君、佐藤君！　葵とはどんな関係なの!?」

「中学時代、暴走族と大立ち回りしたって噂は本当!?」

「小学生から社会人まで、幅広い愛人が居るという噂は本当なのですか!?」

　そして、安全だと理解すれば、女子たちの好奇心を縛るものなどはなかった。それは、葵が見ている前ならば、孝幸が暴あばれ出ださないだろうという信用と、自分たちが地雷の話題を出しそうになった際、引き留めてくれるだろうという信頼によるものだった。

「あー、いや、それはだなぁ」

　孝幸もまた、女子たちの勢いに引きながらも、ここで互いに仲良くなることの意義を知っているからだろう、会話を断ち切らずに受け答えをしている。ただ、やはり慣れていないからか、孝幸は困惑して、葵に視線で助けることを求めることが多い。しかし、その度に葵は、綺麗な微笑みで、救助要請を却下していた。

　これは別に、意地悪しているだけではなく、すぐに助けても孝幸の成長に繫がらないと判断したからだ。今後、誤解を解くためとはいえ、共に食事をするのだから、同じグループの仲間と打ち解けて欲しいという葵の思惑だった。ただ、それはそれとして、弱っている時に助け船を出した方が、恩を売れるという打算的な考えもあったのも事実である。

「ほら、三人とも。佐藤が全然、ご飯食べられてないじゃん！　質問もほどほどに！」

　もっとも、タイミングを見計らっている内に、一緒に食事をしていた朋絵が孝幸へと助け船を出してしまい、恩を売る作戦は自業自得の失敗になってしまったのだが。

「「「はーい」」」

　朋絵から注意を受けた女子たちは、揃そろって返事をして、素直に孝幸を解放する。

「ふぅ、ありがとう。かなり助かったぞ、鵜飼」

「いやいや、葵と佐藤には返しきれない恩があるからね、これくらい！　でも、この子たちも佐藤君のことを、よく知って仲良くなりたいだけだからさ。あまり邪険にせずに、相手をしてあげて？　慣れないかもしれないけど、互いに歩み寄ることはできると思うから」


「…………ああ、そうだな。確かに、それは大切だ」



　朋絵の言葉に、神妙に頷く孝幸。しかし、ふと横を見ると、唇を尖らせて、露骨に不機嫌を主張している葵の姿がある。

「ええと、鵜飼？」
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「ああ。葵は自分で佐藤を助けたかったみたいだ。それをアタシに取られたから拗ねてるの」

「え？　マッチポンプに失敗したから拗ねてるの!?」

　マジで？　と孝幸に軽く引かれながら尋ねられると、葵は恥ずかしそうに頰ほおを染めて、そっぽを向いたのだった。







　孝幸が恋愛相談に使っているアカウントは、作った当初、全く相談する相手が来なかった。

　それも当然。何の経歴も、資格も無い。ましてや有力なコネクションがあるわけでもない新規のアカウントに、わざわざ恋愛相談する人など居るわけもなく。そもそも、「バク」というアカウントが、誰かに閲覧される可能性すら皆無だった。

　故に、アカウントを作ってから一週間ほどで、孝幸はあっさりと諦めていた。現実を十分に思い知り、早々に無駄な希望を持つことをやめたのである。

　ただ、折角作ったアカウントなので、孝幸は暇潰しの日記感覚で、漫画やアニメの感想をＳＮＳで呟くことにした。すると、皮肉なことに孝幸が呟く感想は、小さなきっかけから、どんどん拡散されていき、いつの間にかフォロワー数や交流する相手が増えていったのだった。

『バクさん、バクさん。頼れる先輩に相談してきました！　もう大学生になって、校内には居ませんけど、妹さん経由で色々助けてくれるみたいです！』

　孝幸が現在──五時限目が終わった後の休憩時間に、メッセージアプリでやり取りをしている相手、サニーもまた、好きな漫画の感想をきっかけに、知り合った相手である。

『それは良かった。ですが、気を抜いてはいけません。サニー、身辺には気を付けて』

『もちろんです、バクさん！　怪しい奴を見つけたら、バレー部仕込みのスパイクをぶち込んでやりますよ！』

『いえ、怪しい奴が居たら攻撃せずに逃げるように。それと、毎回言っていますが、個人情報を平然と日常会話で垂れ流さない』

　ただ、孝幸にとってサニーは相談者というよりは、ネット上での友人に近しい立場の相手であり、同時に恩人でもあった。

　互いに漫画の感想を語り合って、ある程度、信頼関係を築いた上で、バクというハンドルネームの孝幸に対して、物は試しにとばかりに、最初に相談事を持ち込んできたのが、サニーだったのである。最初の相談事は本当に些細ささいな、日常的な相談だったのだが、それをバクとして孝幸が解決策を提示したところ、驚くほど感謝されたのが始まりだった。

　それ以降、サニーとのやり取りが他のフォロワーに知られて、『壁に向かって話すよりはマシ』程度の気持ちだったかもしれないが、続々と相談者が増えていくきっかけとなったのである。

　そのため、孝幸はサニーに対して、他の相談者とは違い、特別扱いをしていた。直接会ったことはないが、サニーだけはＳＮＳ上だけではなく、メッセージアプリで直接やり取りする程度には、大切な友人として扱っていたのだ。

『えー、バクさんだったら構いませんよーっ！　むしろ、リアルで会いたいです！　二人でオフ会しましょうよー！』

『ネットリテラシーの無い人とはオフ会しません。後、私は男で、貴方は女性でしょう？　危機感を持ちなさい』

　事実、他の相談者とは違い、孝幸はサニーとは会わない。リアルで会って、友達関係でなくなることを恐れているからこそ、会おうとしない。

　逆に、これが、既に何度も会っている常連客となると、割と扱いがぞんざいになる。サニーとは違い、嫌われても特にダメージが無いからこそ近づくことを恐れず、腐れ縁になってしまった相手もいるのだ。もっとも、そんな腐れ縁の相手からほど、何故か孝幸は信頼を獲得してしまうらしく。その所為か、常連客の一人である、某ＯＬなどからは、依頼以外で顔を合わせた時に食事を奢られたり、妹自慢に付き合わされたりなどしているのだが。

『またまた、そんなー、噓ばっかり！』

　なお、そんな特別扱いしているサニーからは、未いまだに本当の性別を信じてもらえていないようだ。どうにも、孝幸がネット上で丁寧な文章を心掛けているのと、一人称を『私』としていることから、女性と間違われているらしい。

『私はですね！　バクさんのことは、伊達だて眼鏡めがねが似合う女子大学生だと思っていますから！』

『ハードルを上げるな』

『あははは……それで、その。本当に駄目そうです？　オフ会』

　孝幸はふと、携帯端末の画面から指を離した。

　サニーとはネット上ではあるが、二年近くやり取りをしていた関係だ。だからこそわかることもある。どうやら、画面の向こう側の友達は、結構、本気で苦しんでいるらしい。妙にしおらしい態度の時は、大抵、不安を押し隠している時なのだ。故に、少し悩んだ後、孝幸はため息交じりにメッセージアプリを操作した。

『今回だけ、特別です。日時と場所をすり合わせて、都合が良ければ会いましょうか』

　恐れを踏み越えて、友達の手を取るための勇気を込めて。

『え？　あ、ええ？』

『落ち着きなさい』

『バクさん大好き！　愛してるぅ！　結婚しましょう！』

『しない』

　サニーとメッセージアプリでやり取りしながら、孝幸は密ひそかに苦笑する。随分とまぁ、誰かさんに影響されているじゃあないか、と。







「なんだ、これ？」

　人間、良いことをやろうと思った時に限って、妙に運の巡りが悪くなることもある。それは誰にも訪れる、不運なジンクスのようなものだが、それは孝幸も例外ではなかった。


「…………今時、果たし状とは古風というか、なんというか」



　放課後。いざ、帰宅しようと思っていた矢先、孝幸は下駄げた箱で茶封筒を見つけた。それには、筆ペンを使ったのか、妙に達筆で『果たし状』と書かれてある。

「ふむ」

　茶封筒の中には、手紙が一枚。そこには『深山葵を泣かせた悪党に話がある』という文章と共に、待ち合わせ場所と時間が記されてあった。

　当然、孝幸としてはそのような誘いに乗るメリットなど無い。だが、乗らないデメリットが自分自身だけに留まらない可能性がある場合、孝幸は誘いに乗ることを躊躇ためらわない。

「仕方ないか」

　孝幸はため息を吐くと、その『果たし状』を綺麗に折りたたみ、自分のポケットに入れた。

　いざという時、肉筆の手紙は証拠として役立つだろうと考えて。




　現在時刻は午後七時。場所は、学校から徒歩十五分ほど離れた公園。

「呼び出しに応じてくれてありがとう、佐藤孝幸君。とても嬉うれしいよ」

　待ち合わせ通りにやって来た孝幸の眼前には、怪人が居た。いや、変人と言い換えてもいいかもしれない。何故ならば、正面から相対しているハスキーボイスの持ち主は、制服姿で狐の仮面を被っているという、奇妙な格好だったのだから。

「──君が、果し合いから逃げ出すようなチキンじゃなくてね」

　なので、孝幸としては威圧を込めた言葉を向けられようとも、戸惑いの感情しか返せない。

「あの、すみません、先輩……色々と正気ですか？」

　とりあえず孝幸は、眼前の人物の正気を疑った。男子の制服に付いているネクタイの色から、三年生であることを推察し、受験のストレスで狂ったのかと疑ったのだ。

「先輩？　何のことかな？　私は悪党に天誅を下す、仕事人だよ。狐仮面とでも呼びなさい」

「狐仮面さん。ネクタイで三年生だとバレバレですが？」

「はんっ！　浅い観察眼だな！　この薄闇うすやみの中で、ネクタイの色を見抜いた目の良さは認めるが、考えが浅い。実はこの制服は借り物でね。君がいくら考えを巡らせようが、この制服から私の正体に辿り着くことはできない！」

「へぇ。つまり、アンタはその制服を汚されると、とても困る立場に居るということか」

「いや、制服を汚すのはちょっと……マジで怒られるから……」

　狐仮面は孝幸の発言にたじろいだが、しばらくすると、首を横に振って決意を新たにする。

「……でも、だけど！　妹分を泣かせた奴は見過ごせない！　たとえ、怒られたとしても！」

　妹分？　と孝幸は狐仮面の発言に引っかかりを覚える。見知らぬ不審者ならともかく、葵の関係者に手荒な対応をするわけにはいかない。

「待ってくれ、アンタは一体──」

「ええい、問答無用！　悪党め！　弁解があるなら、一発殴ってから話を聞いてやるとも！」

　孝幸が悪評による誤解を解こうとする前に、狐仮面が動いた。どうやら、よほど頭に血が上っていたらしい。まずは一発、と俊敏な動きで殴り掛かって来たのだ。

「うおっと、ちょっとタイム。落ち着いて、話し合おう」

「だから！　殴ったら！　話を！　そんなに、強くは！　殴らなっ……なんでこんなに避けられるんだよぉ!?」

「こんな時間帯に、そんな仮面なんて付けているからだろうが」

　けれども、狐仮面が振るう拳こぶしは当たらない。当たり前のように当たらない。

　これは孝幸が荒事に慣れているということもあるが、何よりも、この薄闇の中で、仮面などを被って自ら視界不良になっていることが大きかった。正直、この条件ならば仮に、孝幸が荒事に対して全くの素人でも、拳を避けることは難しくないだろう。

　よって、孝幸は余裕綽々に避けながら、『どうしたものか、この人』と思案していた。

「馬鹿にしてぇ！」

　ただ、その態度を馬鹿にされたと勘違いした狐仮面は、無謀な突撃を繰り返して。

「あっ、そこは危ない」

「はんっ！　そんな見え透いた噓──んぎゃんっ!?」

　どぼんと、噴水へと勢いよく飛び込んでしまったのだった。

「がぼぼぼぼぼ！！？」

「ああ、言わんこっちゃない！　暴れるな！　まずは落ち着いて仮面を外せ！」

　人間は混乱していれば、洗面器程度の水でも溺おぼれてしまう。故に、孝幸は焦あせった様子で、つい先ほどまで自分を殴ろうとしていた人物の救助を行った。自分がずぶ濡ぬれになるのも構わず、仮面を剝はいで。ネクタイを解いて。制服がはだけてしまうほどの勢いで噴水から引き上げたのである。

　けれど、慌てて救助をしたので、引き上げた瞬間、孝幸は助けた人物と共に倒れ込んでしまう。その結果、孝幸の右手は、相手の胸部──僅かなふくらみを摑んでしまい、顔は、互いの呼吸が分かるほどにすぐ近くにあった。


「…………っ」



　孝幸はそこで、狐仮面だった人物の素顔を見ることになる。

　肩口まで伸びた亜麻色のセミロング。長いまつ毛。人形めいた中性的な美貌。仮に、天使が実在するのならば、こんな顔をしているだろうという人物が、孝幸のすぐ近くに居た。
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「…………あ、あうあ」



　そう、思いっきり重なり合っていた。その上、孝幸の右手は何やら柔らかい感触や、妙な金具の手触りも探り当ててしまっている。しかも、感触の正体を確かめようと何度も指先を動かしてしまっているのだから、孝幸の間近に見える天使の美貌は段々と真まっ赤かに染まっていって。

「きぃやああああああああ[image: ]」

　実に『女の子らしい』悲鳴と共に、孝幸の頰へ、宣言通りの一発が叩き込まれたのだった。







「佐藤君と連絡を取りたい？　それはまた、どうして？」

　孝幸が頰にビンタを受けてから少し経った時間帯。

　自宅の居間でくつろいでいる時、葵は自らの姉から一つの頼み事を受けていた。

「彼に依頼したいことがあるのよ」

「依頼？」

「ええ、彼のことを知っているという、大学の友人から聞いた話なのだけれど、彼は地元では随分と周囲から頼りにされている人物だったらしいわ。特に、警察に頼りにくい揉め事なんかをよく、安い報酬で引き受けていたみたい」

　葵の眼前で行儀よく正座をしているのは、葵をそのまま幼くしたような外見の持ち主だった。ただし、烏からすの濡ぬれ羽色ばいろの黒髪はサイドテールで纏まとめられていて。服装は、そのまま外へ出かけられそうなシャツとスカート姿だ。上下スウェットで、完全に気を緩ゆるめている葵とは違う。

　そう、明らかに妹にしか見えない美少女の名前は、深山蓮華。

　既に成人済みの大学生であり、深山家三姉妹しまいの次女。つまり、三女である葵の姉だった。

「……あー、そう言えば無茶苦茶なヒーロー活動をしていたとか、話していたわ」

「そうね。彼の行動はほとんど、慈善活動みたいなものだったらしいわよ。でも、私は低賃金でリスクある行動を取らせたりはしない。相場以上のお金で、きちんと雇うつもりよ。どう？　彼を紹介してくれないかしら？」


「…………えぇー」



　きちんと正座して対面している蓮華と違い、葵は畳の上で寝っ転がって完全に気を抜いていた。外では完璧かんぺき美少女を装う葵だが、家族の前では家猫の如く怠惰を晒している。

「そもそも、何を頼むつもり？　散々愚痴を言ったけれど、あんなのでもクラスメイトなの。危険な目には遭わせたくないよ」

　何か頼み事があると母親から聞いていた葵だが、まさか、孝幸に関する頼み事だとは思わなかった。どうやら、世間話の際に、葵が機嫌よく孝幸のことに関して家族に話していた時から、蓮華はこういうことを考えていたらしい。

「そうね、もっともな意見だわ、葵。説明をすると、彼に頼みたいのはちょっとしたボディーガードよ。私が事態を穏便に解決するまで、トラブルに遭っている人を守って欲しいの」

「守って欲しいって……佐藤君は高校生だよ？　ほとんどの時間、学業で拘束されているから、お姉ちゃんの知り合いのボディーガードをする暇は無いと思うけど？」

「ええ、高校生だから頼むのよ」

「うん？」

「だって、トラブルに遭っているその人は、貴方が通う高校の三年生──ハル君なんだもの」

　ハル君。

　その名前を聞いても、もう、葵の胸は痛まない。ただ、葵の中にあるのはもやもやとわだかまる罪悪感だけだ。とっくの昔に関係修繕は終わっているものの、当時、初恋の相手へとかけた迷惑が膨大であるが故に、不意に名前を聞くとドキリとしてしまうのだ。

「ハル君が？　ええと、前に一度、粘着質な女子に絡まれて大変だった話があったけれども、今度も似たような話？」

「ご明察。今回も似たように、後輩の女子に絡まれて、ストーカー被害に遭っているらしいわ。最初は消しゴムやキーホルダーみたいな小物が盗まれることがあったのだけれど、最近になって、怪文書も送ってくるようになったらしいの」

「うわぁ……顔が良い人は大変だねぇ」

「貴方も、というか、私たちも人のことは言えないけれどね？」

「まぁ、私たちは血の報復を繰り返して、アンタッチャブルな存在になることで解決してきたけれども、ハル君は優しいからなぁ。大方、加害者のことも考えているんだろうね」

「それもご明察。たた、今回は自分から私に相談してくれたから、いくらか成長したみたい」

　やれやれ、と葵とそっくりの仕草でため息を吐くと、蓮華は説明を続ける。

「というわけで、彼には、できるだけハル君の近くで守ることを依頼したいの。もちろん、本職みたいな動きを期待してのことじゃないわ。ただ、揉め事に慣れた人が傍に居るというだけで、安心できるし、それだけで犯人への抑止力にはなるでしょう？」

「うーん。でもなぁ。恋愛相談ならともかく、ボディーガードなんて佐藤君が引き受けてくれるかどうか。ちなみに、私では駄目なの？」

「駄目。良くも悪くも目立ち過ぎ。何より──」

　そして、蓮華が葵にとっての黒歴史を指摘しようとした時、『ピンポーン』というチャイムが玄関から聞こえて来た。

「ああ、ハル君ね。直接会って、詳しく事情を聞く約束をしていたから、そろそろ来たのかもしれないわ。ちょっと待ってなさい」

「いや、お姉ちゃん。私も行くよ。一応、先輩だし、敬意を持って接しないと」

「そのゆるゆるの部屋着で敬意もへったくれもないでしょうに」

　話を中断して、美少女姉妹は揃って玄関へと迎えに行くのだが、敷居を跨またがず、軒先に居る二人組を見た瞬間、同じリアクションを取った。

「「何をしているの？　馬鹿なの？」」

「どうも、妖怪ようかい濡れ男です」

「どうも、妖怪濡れ女です」

　美人姉妹の呆れた視線の先には、妖怪を自称するずぶ濡れの二人組が居たのだった。




　大体の経緯を聞いた葵はまず、大きくため息を吐いた。

「ハル君……あのね？　それは間違いだから。もう、そこの妖怪濡れ男──佐藤君とは和解済みなの。私が傷つけられた分以上に、私は彼に恩義があるからいいの。というか、たとえ文句があったとしても、何で殴りに行くの？　馬鹿なの？」

　説教する葵の姿は既に、スウェットではなく、きちんとした部屋着だ。どうやら、孝幸の前ということもあり、着替えてから説教を始めたらしい。

「危ないでしょ？　貴方に何かあったらどうするの？　いい？　今後は、頭に血が上っても短絡的な行動はしないこと！　まったく、顔に似合わず、直情的なんだから。わかった？　わかったら返事！」


「へっくち…………うん、わかった……反省する……頭に血が上っていた」



　シャワーを浴びて、葵の着替えの予備を借りた妖怪濡れ女──天宮あまみや晴花はるかは、年下の妹分に説教されて、ひどく落ち込んでしまったらしい。孝幸に啖呵たんかを切った時の威勢のよさなど欠片かけらも残されておらず、憂いを帯びた顔で肩を落としている。

「夜分遅くに申し訳ございません。このご恩は必ずお返しします」

「いえいえ、うちの親戚が絡んだことですし」

　なお、その隣では孝幸と蓮華が礼儀正しく大人のやり取りをしていた。外見に似合わず、孝幸はこういう時の礼儀はきちんとしているらしい。

「けれど、そうね。佐藤孝幸君、ちょうどいいところに来てくれたわ。そこの馬鹿の件で、貴方にお話……いえ、依頼があったの」

「依頼、ですか？」

「ちょっと、お姉ちゃん！」

「実はね？」

　噂をすれば影とはよく言ったものだ。

　葵と蓮華が会話を交わしていると、晴花と一緒に目的の人物──孝幸も転がり込んできたのだから。ここで畳み掛けない理由は無いと、蓮華は妹の制止を振り切って説明をした。

「どうかしら？　これくらいのお値段で頼みたいのだけれど？　詳しい契約内容は後日、まとめて話し合いましょう。もちろん、今、決断せずに、話を持ち帰ってもらっても構わないわ」

　蓮華は完璧な微笑みと共に、孝幸へと尋ねる。
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　孝幸に提示した金額は、本職の探偵やボディーガードが雇えそうな金額だった。


「…………随分と俺を買ってくれますね？　ええと、深山の…………お姉さん？」



「あら、よくわかったわね？」

「なんとなく大人っぽい気配がしましたので」

「ふふっ、そう。これでも成人済みの大学生なの。だから、大学で面白い噂を耳にしたりもするわ。例えば、佐藤君。貴方が高山たかやま家のご令嬢に気に入られて、ボディーガード紛まがいのことをしていたとか」

「それはまた、世の中は口の軽い奴らばかりで」

「ちなみに、ご令嬢に気に入られたきっかけは、家出して迷子になっていたところを、助けてもらったことだったとか。あら？　どこかで聞いたことがある話ね？」

「うぐっ！」

　露骨に家族へと迷惑をかけた覚えのある葵は、痛いところを突かれたと胸を押さえた。

「ぐ、ぐぐぐ、でも、それとこれとは別！　佐藤君、無理しなくていいからね！　高校生のやる範疇を超えた行動は慎むべき！　ハル君のことは私たちが何とかするから！」

　けれども、ここで引き下がったなら意味がないと、葵は孝幸へと気遣う言葉をかける。

「ええ、もちろん。無理をさせるつもりはないわ」

　蓮華は葵と孝幸のやり取りを、目を細めて眺めた後、あっさりとした口調で言った。

「ただ、現状では、佐藤孝幸君。君に依頼するのが最善であるというだけ。次善も考えてはいるから、無理を押してでも是非に、というほどではないけれどもね？　でも、それだけ実績は信頼へと繫がるものなの。何の実績も無い知人よりも、実績を持つ他者に、きちんと対価を払って契約を結ぶ方が、私は確実だと思うわ」

「信頼を託すには、初対面でしょうに」

「そうね、私は初対面。でも、妹の人を見る目は、私よりも確かなの」


「…………なるほど」



　美しい愛想笑いと共に、蓮華から向けられる言葉の数々を吟味した後、孝幸へはふと、その隣に座る葵へと視線を向ける。

　視線を向けられた葵は、はっと慌てたようにそっぽを向くが、先ほどから孝幸へ、期待を込めた視線を送ってしまっていたことは誤魔化せない。孝幸の身を案じる言葉は真実であったとしても、無意識のうちに、そういうことを期待してしまうのを抑えられていないようだ。

「まず、理解して欲しいのですが、俺の専門はボディーガードではありません。恋愛相談です。貴方の期待した通りの成果を出せるとは限りません」

「ええ、理解の上よ。でも、噂によれば、貴方は随分と腕が立つようだけれど？」

「本職ほどの活躍は期待しないでください、ということです。次に、俺にも予定があります。少し、友人がらみで用事がありましてね。場合によってはそちらを優先することもあります。その上で、できる限りの最善を尽くせ、というのならばお引き受けしましょう。ただ、報酬はあくまでも後払いでお願いします。余計な金銭トラブルを抱えたくはりませんので」

「ふふふっ、外見に似合わずきっちりしているわね？　いいでしょう、そちらのいいようにお願いします。後は、何かあるかしら？」

　蓮華の問いに、孝幸はゆっくりと腕を動かして、行儀よく手で晴花の方を指し示した。

「当事者の方が、物凄く不服そうにしていますが、大丈夫ですか？」

　指差された晴花は、ふわふわで温かな部屋着に身を包んでいるのだが、顔が赤いのは体が温まっているからだけではない。明らかに他の要因でも赤くなっていた。

「蓮華さん！　私にはボディーガードなんて必要ありません。これでも、現役げんえきバレー部として多少は鍛えています。犯人に見当を付けている相手も、同じ女子です。危ない時に逃げ出すことぐらいはできますし……何より、後輩の男子に付つき纏まとわれるなんて恥ずかしいですよ！」

「ハル君──いいえ、晴花。君は、君が思っているよりも、弱いし、全然、冷静ではないわ。今の姿が、限りなくそれを証明しているとは思わない？」

「あぁ、ハル君はあれよね。外見だけは怜悧れいりな美男子に見えなくもないのだけれど、中身は熱血馬鹿ガールだものね？　テストの点も、ちょっとひどいし」

「テストの点は関係ないだろ!?」

　美人姉妹からの的確な指摘に、涙目になる晴花。しかも、涙目になってから睨にらみつける相手が孝幸であるあたり、深山姉妹に対してはとことん弱いらしい。


「ともかく！　私はこいつを信用できません！　確かに、誤解で殴り掛かったのは悪かったけど、怪しい噂が流れているのは事実。いくら、蓮華さんが保証してくれても、葵のクラスメイトでも、私はこいつが信用できない。何より、私はこいつが気に入らない────だって、私の胸を思いっきり、揉んだんだよ!?」



「事故であり、誤解だ」

　孝幸はまず、晴花よりも先に、深山姉妹に向けて弁解を述べた。

　晴花には、深山家に辿り着くまでの道中で散々謝罪したこともあるが、何より、晴花よりも葵と蓮華の方が数段怖かったからだ。

「佐藤君」

「はい」

「揉んだの？」

「いや、あれは転びそうになった先輩を助けて──」

「揉んだの？」


「…………揉みました」



「ふぅーん……へぇ。なるほどぉ」

「せめて、罵倒してくれよ。なんだよ、そのよくわからない反応」

　にやにやと笑う葵に、孝幸は新たな弱みを握られてしまったか、とため息を吐く。その一方で、晴花は蓮華から「揉むほどないでしょう？」と、心臓を射貫くような一言を受けていて。

　結局、その日は混沌とした状況を収めることができず、後日、改めて話し合うということで、解散することになったのだった。










　小学三年生の夏休み。

　葵にとっては、本物のヒーローに会った輝かしい日であるが、孝幸にとっては、その日が運命の分水嶺だった。

「じゃあ、君を助けるために準備をするから、ちょっと待っていてね？」


「…………逃げるの？」



　薄暗い山中を、懐中電灯片手で捜索している孝幸の心の中に、恐怖などは無かった。あるのは、使命感と高揚感。特に、葵を発見した時などは、これで祖父に褒めてもらえる、と内心、喜んだ記憶がある。

　だから、孝幸は祖父から託された、赤い髪留めを使うことを躊躇わなかった。

「あはは、逃げないよー。ただ、準備が必要なのさ。君にだけは教えてあげるけれど、この髪留めには、特別な力があってね？　僕がヒーローになるために必要なものなんだ！」

「なにそれ、ばっかみたい」

「あはは、かもね！　でもさ、僕、すっごく頑張ってみるから、信じてくれないかな？」


「…………逃げたら、ひどいから。指、折るから」



　それはたとえ、助けようとする少女から、物騒な脅しを言われても変わらない。嫌いな相手だろうとも、助けない理由にはならないと、孝幸はそっと葵から少し離れた場所へ行って。

「やぁやぁ、珍しいね。こんなに幼い男の子が、ワタシの契約者なんて」

　魔女を召喚した。驚きはなかった。むしろ、当然のことだと孝幸は考えていた。

　だから、対価の話をされた時、戸惑うこともなかったし、魔女の話し合いはスムーズに進んだ。あっけないほど簡単に、孝幸は対価を差し出すことに納得してしまったのだ。

「仕方ない、フェアな取引にするために、少しだけ特別扱いをしてあげよう。いいかい？　もしも、君が対価を取り戻したいと願うなら──」

　そう、魔女すら、孝幸の妄信と無知を憐れんで、特別扱いしてしまうほどに。




「君の愛を見つけなさい。愛こそが、人を異能の呪縛じゅばくから解き放つものなのだからね」




　それは、当時の孝幸からすれば、意味のわからない助言だった。ただの綺麗事きれいごとに聞こえた。故に、特に気にすることなく、対価を支払ったのである。

　その後七年間、異能者になってからずっと、その綺麗事が唯一の希望になるとも知らずに。










「佐藤君。異能者って、普通に風邪をひくのね？」

「ごほっ……俺を、何だと、思ってやがる……げほっ」

　後日、予定されていた話し合いは中止となった。理由は、参加者の半数が風邪による病欠という、どうしようもないものである。

「よく考えてみれば、初夏にも届いていない東北の夜道を、ずぶ濡れになりながら結構な距離を歩いたんだもの。そりゃあ、普通に風邪をひくわね」


「…………それで。なんで、アンタがここに居るんだ？　深山」



「お見舞い。母さんと一緒に、クリーニングした学生服を返しに来たついでだけれどね」

　そして、現在。葵は見舞いのために、孝幸の部屋を訪れていた。

　休日の昼下がり。時刻としては、午後二時過ぎ。外から、ぽつぽつと雨音が断続的に鳴り続ける空模様の所為か、窓から差し込んでくる光量も少なく、部屋の中は薄暗い。

「ああ、くそっ。そういえば、住所……深山の両親にばれていたな。服を借りる時、どうしてもクリーニングして返すって押し切られたのが不味かったか」

「親戚の不手際で、よそ様の制服をずぶ濡れにしてしまったんだもの。そりゃあ、うちの両親としてはそれぐらいやらせて欲しいと押し切るでしょうね。その上、風邪をひかせてしまったと聞けば、こうして見舞い品を持参して、自慢の娘に看病の一つや二つさせるというわけ」

「うちの母さんが止めなかったか？」

「うちの馬鹿息子をよろしくお願いします、とか満面の笑みで頼まれてしまったわ。私としては不本意だけど、わざわざ断るのもどうかと思ったの」

「その割には、随分と素直に果物をカットしてくれるな？」

「不本意でも病人には優しくしておくものでしょう？　後で、自分が弱った時のためにもね」

　しゃりしゃりと、リンゴを剝く音が孝幸の部屋の中に響いている。その他には、静寂を際立きわだたせるように、雨音と秒針が刻まれる音しか聞こえない。

「はい、どうぞ」

　やがて、リンゴのカットを終えた葵は、白磁の皿に載せたそれを差し出した。


「…………」



「あら？　ひょっとして、食べさせて欲しいの？　まったく、仕方ないわね。はい、あーん」

「違う」

　孝幸は渋い顔をして、葵がカットしたリンゴへと視線を向ける。すると、そこにはウサギさんカットどころではなく、鳳凰ほうおうが象かたどられた美麗な芸術品があった。可食性はあるものの、食べることを躊躇ってしまうようなデザインの差し入れである。

「なぁ、深山」

「なぁに？　佐藤君」

「もしも、それが嫌がらせじゃないなら、何か浮足立つことでもあるのか？」

「ふふふっ」

　葵は美麗に仕上げた自らの芸術品を細かく刻んで、食べやすいサイズへと直すと、病人である孝幸の口へと無理やり突っ込んだ。

「もが？」

「侮らないで欲しいわね、佐藤君。まさか、この私が男子の部屋に一人で上がるのが初めてで、舞い上がっているとでも？」

「しゃくしゃくもぐもぐ……ごくん。いや、さっきからずっとそわそわしている上に、やけに視線がさ迷っているからさ。まぁ、大した物は無いが、気になるなら適当に眺めても別に──」

「佐藤君、部屋の電気を点つけてもよろしいかしら？」

「がっつりと探索する気満々だなぁ、おい」

　孝幸が呆れた顔で許可を出すと、葵は躊躇うことなく部屋の電気を点けて、改めて部屋を見渡し、観察を開始する。

「ほうほう」

　一般的な男子の部屋など知らない葵であるが、それでも、孝幸の部屋は物も少なく、綺麗に片づけられていると感じていた。

　家具として目立つ物は、孝幸が現在進行形で横たわっているベッドと、本棚、勉強机程度。部屋の奥には備え付けのクローゼットがあり、そこに衣類がしまってあるのだろう。

「おお……壁一面の本棚。しかも、背表紙から察するに、漫画とか小説とか、ジャンルは全部ばらばらだけれど、並べてあるのは一貫して、恋愛モノっぽいわね。そういえば、ＳＮＳのアカウントで感想を投稿しているみたいだし。好きなの？　恋愛モノ」

　その中でも、葵がまず注目したのは、本棚だった。ジャンルを問わず、恋愛モノの物語がほとんどだが、中には恋愛心理に関する本なども混ざっている。

「いいや？　嫌いじゃあないが、特に好きってわけでもない。ただ、仮にも恋愛カウンセラーを名乗るなら、これぐらいは勉強しておくべきだろう？」

「へぇ、勤勉ね」

　さらりと返って来た答えに、葵は素直に感心した。

　自称・恋愛カウンセラーなどという肩書を聞いた時は、胡散臭うさんくさくて仕方がなかったが、実際に、こうして努力の跡を窺うかがわせるものがあると、真剣な取り組みであることがわかってくる。

「まぁ、これだけ読んでも未だに、恋愛感情とかよくわからないんだけどな」

「そうなの？　朋絵の時は立派に、気持ちを察してくれていたと思うけれど」

「岡目八目おかめはちもくなら、多少は言えるようになっただけさ。自分の恋愛感情とかは、さっぱりだ」

「ふぅん。だったら、好みの女性のタイプとかも無いの？」

「いや、あるぜ。エロくて、優しい女性がタイプだ」

「最低の恋愛観ね」

「男子高校生だからな、大目に見てくれ」

　もっとも、孝幸はすぐにその評価を、自らの評価で下げてしまうのだが。


「ふぅーん…………ねぇ、この【研究用】って書かれてある表紙のノートは何なの？　結構な数が、ずらっと勉強机の棚に並んでいるけれど」



　他にも何か面白い物は無いかと探していた葵だったが、見つかったのは、勉強机の棚に並んだ大学ノートの束だった。それも、一冊や二冊ではなく、十数冊ぐらいの分量がある。

「んー？　ああ、それは……まぁ、いいか。気になるなら読んでみてもいいぞ。どうせ、つまらんと思うがね」

「いいの？　この場で佐藤君の黒歴史を朗読しても？」

「朗読はやめろ。というか、黒歴史じゃ……まぁ、ある意味、現在進行形の黒歴史か」

「うん？」

　孝幸の煮え切らない態度に首を傾げつつも、葵は何気なくそのノートの内の一つを取って、開いてみる。すると、そこにはびっしりと敷き詰められた文字があった。さながら、蟻の行列がノートの中を蠢うごめいているような文字の羅列に、一瞬気圧けおされるが、文字自体が達筆だったり、文体が崩れたりしているわけではないので、葵は難なく読み進めていくことができた。

「ねぇ、佐藤君」

「なんだ？」

「これ。一体、何時から書き始めたの？」

「ああ。それは中学二年生の終わりぐらいからだ。我ながら、愚にもつかないことをだらだらと書いて、馬鹿らしいだろう？」

　ベッドに横たわりながら、にやりと不敵に笑って見せる孝幸の姿は、けれど、いつもとは違ってどこか痛々しいものがあった。

　何故ならば、そこに書かれてあるのは、全て、孝幸なりの研究内容だったからだ。葵が何気なく手に取ったのは、孝幸が中学生の頃からずっと、『恋愛』という事象に関して、何らかの見解を記し続けたものなのだ。

　それは、フィクションの恋愛モノから、現実で収集した恋愛の噂までを検分し、どうしてそうなったのか？　どうして、恋が生まれるのか？　ということを延々と文字を乱すことなく、ぎっしりと書き込まれた研究ノートだった。

「……軽々と、馬鹿にできる範疇を超えているわよ、これ」

　真剣、というレベルを超えて、執着しているレベルの情報密度だった。少なくとも、葵はここまで真剣に、恋愛そのものに関して考える高校生は見たことがない。

　一体、何故？　という疑問は当然、孝幸が行っている恋愛相談へと向かった。

　恋を食らう孝幸の異能。それを用いて、恋愛相談をする理由。ヒーローを志すのを辞めた上でなお、リスクを冒してでも異能を使い続ける理由とは、ひょっとして、自分が思っているよりも、孝幸にとって何か大切なことではないか？　と。

「佐藤君……その」

　問いかけようとして、葵は口をつぐむ。

　以前、沈黙を選び、回答を拒否した孝幸の姿を思い起こしたからだった。その問いを口にできるほど自分は孝幸と近しくないことを、葵はよく知っていた。

　だからこそ、近づくために、葵は問う内容を、ずっと、孝幸に尋ねたかったものへとすり替えて、投げかけた。

「貴方はどうして、ヒーローを志すのを辞めたの？」

「……それは、随分とまぁ、病人に優しくない質問だな？」

　唐突とも受け取れる問いかけに、孝幸は目を細めて笑みを作った。

「ごめんなさい。言いたくなければそれでもいいわ。でも、だったら、せめて、私のことを知って欲しい」

　微苦笑を浮かべる孝幸へ、葵は、喉から痛みの混じった言葉を振り絞る。

「昔ね？　我が侭なお姫様……ううん、お姫様気取りのクソガキが居たの。そのクソガキは、最初から大体のことはあっさりできたから、有頂天で調子に乗って、周りに散々、我が侭を言って迷惑をかけていたの。その子は本当に、世界は自分の思い通りになるって信じている、傲慢な……いいえ、傲慢の意味すら知らない馬鹿だった。」

「そうか。特に否定はしないが、案外、周りからは好かれていたと思うぜ？　そのクソガキ」

「でしょうね。だって、顔が凄く良くて、他人に我が侭を言うことに慣れていたから。でも、その子は思い上がった。こんなに綺麗で素晴らしい自分の王子様はきっと、同じぐらい綺麗で、とても素晴らしい人じゃないといけないって。だから、その子は『優しいお姉さん』に、その役割を求めてしまった。たまたま、ボーイッシュな服装をすることが多い人で、自分と同じぐらいの美形だったから。ううん、表面上優しくて、自分の我が侭を聞いてくれる相手なら、条件に合えば誰でも良かったんだと思う。それこそ、性別なんて気にしないぐらいに」

　自らの心の内を刻みながら、ぎこちない笑みで葵は言葉を続けていく。

「当然、その子の浅い考えなんて、お姉さんには見透かされていて。それでも、その子のためにきっぱりと断ってくれたの。これ以上、その子が馬鹿で傲慢にならないように。でも、その子は馬鹿だから。どうしようもない馬鹿だから、お姉さんを傷つけて、周りにも当たり散らして、凄い迷惑をかけて。おまけに、自分まで軽んじるような真似をして、誰も居ない山の中に隠れてしまったのよ」

「それは、本当に反省すべきだな。きっと、そいつを探そうとしていた奴らは、とても大変な思いをしたと思うぞ？」

「ええ。きっと見つかった後、物凄くお説教されて、怒られて、反省したでしょうね。でも、素直に反省ができたのは、その子を助けに来てくれたヒーロー……男の子がいてくれたおかげ」

　葵はベッドで横たわる孝幸を見つめる。

　孝幸はただ、その視線に沈黙で返した。表情すら変わらない。

「暗闇の中、とても苦しくて辛い時に、その男の子は来てくれた。魔法みたいに、絶対に叶かなわない我が侭を叶えてくれた。だから、ずっとその子は、男の子にこう言いたかったの」

　それでも、葵は言いたかったのだ。たとえ、何も変わることがなかったとしても。自己満足だったとしても、この時だからこそ、告げられる言葉を。

「助けてくれて、ありがとう。とっても格好良かったよ、って」


「…………」



「そ、それだけ、それだけだからっ！」

　真っ赤に染まった顔を両手で押さえ付けて、葵は最後まで言葉を言い切る。

　本当はそっぽを向きたくなるほど恥ずかしいのだが、以前はそれで見逃してしまったことがあったのを覚えているから、目を逸らさずに。ちゃんと指の間から、孝幸の姿を見つめ続けた。

「そう、だなぁ」

　孝幸は一度、目を瞑つむった後、天井てんじょうを見上げて小さく呟き始める。

　表情は、相変わらずの不遜で不敵な笑みだが、声は柔らかく、紡がれる言葉は懐旧と後悔を孕はらんでいた。

「女の子だけに恥ずかしい想いをさせるっていうのもどうかと思うしなぁ。たまには……風邪をひいた時ぐらいは、昔の話をするのも悪くない」

　そして、孝幸は語り始める。

　ヒーローを目指した少年が、志を折って、バケモノを自称することになった出来事を。










　小学三年生の夏休みが終わった、ある日の出来事だった。

　孝幸の祖父は、小さな女の子を助けて死んだ。

　土砂崩れで埋まった家屋。その中に取り残された小さな女の子を助けるために無理をした結果、致命傷を負ったらしい。死因は出血多量。崩れかけの家屋から、小さな女の子を助ける際、瓦礫がれきの破片が腹部に刺さっているのにも構わず動いていた所為で、血が足りなくなったのだ。

　孝幸はそれを、実に祖父らしい死に方だと納得したが、不思議なことに、葬式では全く涙が出なかった。祖父の遺体に最後の別れを告げる時も。焼かれた祖父の骨を拾った後でも。小学生ではなくなって、中学生になっても、孝幸は祖父の死で涙を流したことはなかった。

　代わりに、祖父が死んでから孝幸は、以前よりもずっと、ヒーロー活動にのめり込むようになった。既に、祖父に褒めてもらうという目的は果たせないと理解していたというのに。それでも、孝幸はヒーローであろうと、祖父の真似事を続けることにしたのだ。

　後から思えば、それは単なる現実逃避だ。ヒーローの真似事をしている間だけは、祖父の死を忘れられるというだけの、子供じみた現実逃避。ヒーローの志としては、最低としか言いようがない代物だった。少なくとも、孝幸自身はそう思っている。

「無様過ぎて見てられないわ。誰かを助けたいんだったら、もうちょっとマシな動き方をしなさいよ」

　ただ、そんな最低なヒーローでも、応援してくれる人間が居た。

　名前は高山結実ゆい。中学時代、孝幸と偶然、隣の席になったことが発端で、何かと騒動に巻き込まれていた女子である。ただし、ただの被害者枠というだけではなく、高山は唯一、孝幸の暴走染じみたヒーロー活動を止めることができる存在だった。

「お前はもっと、相手だけじゃなくて、自分も無傷で助けなさいよ。まるで、誰かを助けたいというより、自分を傷つけたいように見える」

　現に、孝幸は高山の言葉を、今でもよく覚えている。

　夕暮れに沈む路地の片隅で、喧嘩けんかの仲裁によって孝幸が怪我けがを負った時。高山が、不機嫌そうな顔で、タオルと共に言葉を投げかけてことも、きちんと覚えている。

　その時は既に、孝幸にとって高山は、文句を言いながらも自分のヒーロー活動に付き合ってくれる、腐れ縁の友達だった。不機嫌そうな顔で小言を言いつつも、心配してくれる友達。だからこそ、孝幸は高山のことを大切に想っていたのである。




「もうやめてよ、馬鹿みたい。ねぇ、ふざけているの？　骨が折れて、入院するぐらいの怪我をしている癖に、何で、開口一番に『あの子は大丈夫だった？』とか訊いてくるの？　ねぇ、気づいてないの？　私は、お前のことが心配だったの。お前が、あの子を庇って事故に遭ったって聞いた時は、生きている気がしなかった。それなのに、それなのにお前は、どうしてそんなことを言うの？」




　だからこそ、孝幸の愚行を止めることができたのは、高山の言葉だった。

　祖父のように子供を庇って、軽自動車に撥はねられても。まるで懲りる様子のなかった孝幸に、事故以上の心の痛みを与えられるのは、高山しか居なかったのである。

「今のお前は、ヒーローじゃないよ。ただ、正義の皮を被って、自分と周りを痛めつけて笑うだけのバケモノだ」

　病室のベッドに横たわる孝幸を睨みつけて。銀縁眼鏡を真っ白に曇らせるほど、真っ赤な顔で。透明な雫しずくをボロボロと零す姿を見て、ようやく孝幸は気づいた。

　自分はきっと、今の高山のように、祖父に会って、怒ってやりたかったのだと。何を死んでいるのだと、文句を言いたかったのだと、ようやく自分の心を理解したのだった。

「ああ、そうか。僕はヒーローじゃなかったんだな」

　この時、孝幸はようやく泣くことができた。

　涙を流して、自分がヒーローではないのだと認めることができたのである。










「結局はアンタと同じだよ、深山。俺は、俺たちは。誰かを傷つけることで、ようやく己を省みることができた馬鹿野郎なのさ」

「……私は女だよ？」

「じゃあ、馬鹿女」

「あははは、ひっどい」

　長い語りが終わった後、二人は顔を見合わせて苦笑していた。その笑みの中には、互いに間違いを犯したことがある者にしか共感できない何かがあった。

「まぁ、そんなわけで高山……その友達とは不仲になったわけだ。ただ、今でも定期的に、何かやらかしてないか、チェックしに来てくれるぐらい、世話焼きな奴だけどな」

「……ねぇ、佐藤君。その、高山って、ええと、銀縁眼鏡をかけたＡ組の女子？」

「おう、その高山だけど、深山は知り合い？」

「ん、まぁ、友達って感じよ」

「そうか。だったら、あいつの前で俺の話題は出さない方がいいぜ。あいつ、俺の話題だと露骨に不機嫌になるからな」

「その割には、今でも高山さんは貴方を気にかけているみたいだけど？」

「ああ。あいつは優しくて世話焼きだからな。今でも、俺なんかの様子を見に来てくれるんだよ。まったく、定期的に馬鹿をやらかして、周囲に迷惑をかける俺とは大違いだ」

　孝幸は肩を竦めて、大きくため息を吐く。

「……佐藤君」

「ヒーローになることなんてとっくに諦めたはずなのに。俺は時々、周囲を省みることなくやらかすことがある。性質が悪いのが、どんなに馬鹿をやっても、誰かを助けたことを後悔していないことだ。こんなんだから、高山に愛想を尽かされるんだよ、まったくさぁ」

　そう言って笑う孝幸の顔は、葵の全く知らないものだった。そう、葵は孝幸について何も知らない。何故ならば、孝幸と葵は未だ、ただのクラスメイトに過ぎないのだから。

　それでも、今、少しだけ近寄ることができたのならば、あと一歩。せめて、憧れに背中を見つめるだけではなく、対等に隣り合うために、葵は残り少ない勇気を振り絞った。

「あの、さ……佐藤君。だったら、私に提案があるのだけれども」

「提案？」

「そう。私たちは互いに過ちを犯しているでしょ？　でも、きっと誰か『見張る人』が居ないとまた、調子に乗って、過ちを犯すかもしれない。不仲になった友達が、佐藤君にとってはその人なのかもしれないけれど。これ以上、迷惑はかけたくない。違う？」

「ああ、それは確かに」

「私にも頼りになる悪友が居るけど、頼りにし過ぎると駄目になると思うから」

　感心したように頷く孝幸へと手を差し伸べて、葵は努めて明るく提案する。

「私たち、互いに見張り合って、協力し合うパートナーになろうよ？　私は、貴方の異能を観測しても記憶が修正されることはないようだし。貴方は私の過去の駄目な部分を知っているから、もしも、私が我が侭なクソガキに戻りそうになったら気づけるだろうし」

　綺麗な笑顔で手を差し伸べている葵であったが、内心は怯えていた。拒否されたどうしよう？　見当外れのことを言っていないだろうか？　何か間違っていないだろうか？

　不安で仕方がなかったが、それでも外面を崩すことなく何とか取り繕って。

「ははっ。こんなバケモノでよければ、喜んで」

　不敵に笑って、孝幸が葵の手を取った瞬間、その笑顔は本物になった。いや、本物以上の花咲くような笑顔を、葵自身も知らずに浮かべる。

「ふふふっ、契約成立ね？　でも、バケモノを自称している割には、私からすれば、とても真っ当な人間に見えるわ。まぁ、外見は不良っぽいけど」

「生憎、この格好は高山との約束でね。今更このスタイルは変えられないのさ。それに……」

　かつてと同じように力強く、けれども、思い出したように遠慮がちに孝幸の手を握る葵は、ふと気づく。目を離さないようにしていたからこそ、表情の変化に気づいたのだ。

「私利私欲で異能を使うような奴は、バケモノ扱いがちょうどいいんだよ」

　不敵な笑みが、自嘲じちょうするようなものへと歪んだ、僅わずかな間を。

　葵はこの時、静かに悟っていた。近づいていたと思った孝幸との距離は、未だ遠く。並び立つにはまだまだ、時間はかかりそうだ、と。

　それでも、葵はかつての憧れが間違いではなかったのだと証明するために、孝幸の隣に居続けようと決意したのだった。





　────近い未来、その決意が粉々に打ち砕かれることも知らずに。
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　天宮あまみや晴花はるかは、女子バレー部の副部長だ。

　厳格でバレーボールに一途な部長を支える立場として、主に、部内の人間関係のフォローや、後輩の指導を行っている。

「ほら、ボールだけじゃない！　もっとコート全体を意識して動く！」

「「「はいっ!!」」」

　そして、病み上がりだとしてもその立場は変わらない。既に回復した肉体で、一年生たちの指導をしながら、晴花は声を張り上げていた。

　放課後の体育館の中は、初夏に届かずとも暑い。窓を全開にしても、高校生たちが発する熱を排気するのにはまだ足りず、じわじわと暑く、生温い水の中に居る気分だった。

　それでも、晴花の表情に緩ゆるみはない。美しい容貌を凛々しく引き締めて、再度、コートの中に居る一年生たちに声をかける。

「動き出すのが遅い！　飛んでくるボールを怖がらず、受け入れるように動いて！」

「「「は、はいっ……」」」

「声が小さいっ!!」

「「「はいっ!!」」」

　晴花の怒声を受けて、一年生たちは身を縮こまらせた後、必死の様子で返事をした。

「よろしい。じゃあ、全員が綺麗きれいにレシーブを返せるまで、頑張ろうか」

　初心者の一年生たちが、たどたどしく動く姿を眺めながら、晴花は内心で『私たちが引退したら、地区予選敗退組に逆戻りだな』と冷静に判断していた。

　地方の高校。特に充実してない練習環境。バレー素人しろうとの顧問。コーチをしてくれる経験者などは存在しない。二年生はガチ勢ではなく、エンジョイ勢。練習こそ真面目まじめにやってくれているが、三年生が引退すれば、自然と練習は楽しさ重視のものへと変わっていくだろう。

　そして、女子バレー部は三年生が厳しいという噂うわさが流れているので、新入部員の数も少ない。晴花としては経験者が一定数欲しかったところだが、入部してくれたのは、齧かじった程度の素人だけ。正直、基礎からしっかりと教え込まないといけない面子メンツばかりだ。

　しかし、だからと言って、地味できつい基礎練習ばかりでは、新入部員は逃げる。そのことを、晴花は去年、エンジョイ勢である二年生たちと、ガチ勢である三年生たちとの間を取り持つ折衝で、既に学んでいた。

　だからこそ、晴花は入部して間もない一年生たちに、コートを使った練習をさせていたのだ。しかも、副部長であり、『人気者』である自分がみっちりと付き添って。

「よし、今日の練習は終わり！　一年生は素早く片づけ。モップとボールは駆け足でね」

「「「はいっ!!」」」

　晴花の指示を受けて、バレー部の一年生たちは元気よく返事した後、機敏に動き始める。

　その様子からは、晴花が指導を始める前、基礎練習ばかりでコートに入れずに、不貞腐れていた不満が解消されているように見える。後は、練習終わりに一人ずつ、スポーツドリンクを奢りながら雑談を交わせば、一年生たちの心を摑つかめるな、と晴花は淡々と懐柔案を考えていた。

「ごめんね、晴花。一年生たちの指導を任せちゃって」

　そんな晴花へと、汗だくの顔をタオルで拭ぬぐいながら、部長が声をかけてくる。

「お気になさらず。後輩の指導をするのも、副部長としての役目だからね？　それに、病み上がりの身としては、ガチ練習よりも一年生の相手をしていた方が気楽ってもんだよ」

「噓うそ吐つき。ウォームアップの時、誰だれよりも早く走っていた癖くせに。本当は体を動かしたくてたまらなかったんじゃないの？」

「おっと、ばれてしまったか」

　バレー部の部長は、晴花よりも一回りも背が高く、バレー競技者として恵まれた体軀たいくを持っている。その強靱な肉体のバネから放たれるスパイクで、幾度も味方を救い、相手を絶望に叩き落として来た実力者だ。

「来月には県予選があるんだし。一年生なんて、まだ基礎練習をやらせておけばよかったのに」

　ただ、自分ができることは他者にも当然できる、と考えてしまうのが難点である。その所為せいで練習が地味でハードなのだ。仮に、部長が付きっ切りで一年生の指導に当たれば、翌日には退部届が全員分、顧問に提出されるかもしれない。

「まぁまぁ。根を詰め過ぎてもよくないし。何より、今の私だと、君たちの足を引っ張るかもしれなくて、ちょっとね」


「…………ごめん、晴花。晴花は今、大変な時で……ああ、馬鹿ばかで頑丈な晴花が風邪をひいたのも、思えば精神的な疲労の所為で──」



「いやいや、それは気遣い過ぎだって、部長。というか、馬鹿は事実でもひどいよ」

　もっとも、部長は意外と落ち込みやすいので、時々、慰める必要がある。肉体こそは男勝りなのだが、中身は割と、繊細な女子なのだ。だからこそ、二年生との確執に悩んでいるし、晴花がストーカー被害に遭っていれば、こうして気に病んでしまう。

「でも、ありがとう。君が気を遣ってくれるおかげで、私は大分助かっているよ」


「…………晴花ってば、もう」



　しかし、そういう部長だからこそ、副部長として支えがいがあり、求めるものがわかりやすくて、晴花は気に入っていた。

　部長が求める『副部長』の役割は、演じやすくて気に入っているのだ。




　晴花は昔から、誰かが求める天宮晴花を演じていた。

　仕事で忙しい両親が望む、『良い子』の天宮晴花。同性の友達が望む、『格好良い』天宮晴花。

　周囲が望む脚本通り、期待通りに動けば、世は全て事もなし。たとえ、演者である自分の中身が、情けなくて、馬鹿で、ろくでもないものだったとしても、役に徹すれば大丈夫だった。

　逆に、演者である自分自身の素なんて晒さらしても、ろくなことにならない。

　例えば、小学生の頃ころ。恋に恋する妹分のためを思って、きっぱりと告白を断ったら、その後、しばらく周囲から失望の眼差まなざしを向けられて、苦労した。妹分とは、今ではもう和解をして、素を晒し合える関係になっているが、晴花はその時、本当に肝きもが冷える思いだった。

　例えば、去年。一人の後輩を頑張っていじめから救ったら、その子がストーカーになってしまい、結果いま、苦しめられている。

　例えば、つい最近。妹分が傷つけられたと思って、義憤で行動したら勘違いで、噴水の中に落ちた。その上、気に食わない後輩男子に胸を揉もまれた。

　他にも挙げればきりがないが、晴花はつくづく、自分は誰かの期待通りに動かないと失敗する人間だと思い知っている。

　故に、だからこそ──情けなくて、馬鹿で、ろくでもない素の自分を受け入れてくれる相手にこそ、晴花は真に信頼を向けているのだ。




『それじゃあ、明日の夕方。六時半に会いましょう！　一度、家に帰って、精一杯のおめかしをしてから向かいます！』

『はいはい』




　たとえ、それが一度も会ったことのない、ネット上の相手だったとしても。







　葵あおいが知る限り、天宮晴花という従妹は格好良い女性であった。

　ただ、それは外見的な意味ではない。もちろん、晴花は外見的にも格好良い美少女なのだが、葵が本当に評価している『格好良い部分』は、外面ではなく、内面の部分だった。

　幼い頃、葵の醜い告白を断った時のように、それが自分にとって正しいと思う行為ならば、きちんと実行に移せる勇気。周囲の意見に流されず、芯しんのある意思。それこそが、葵は晴花の格好良い部分だと思っていた。時折、その格好良さ故に、馬鹿なことをやらかして失敗するが、葵にとってはそれも愛嬌あいきょうの一つ。間違えれば、叱しかりはするけども嫌いにならない。

　そう、葵にとって晴花は、正しい勇気を持つ、格好良い女性なのだ。

「あ、あの、葵。これ、私……変じゃないかな？」

　そんな格好良い女性が現在、葵の前で、とても可愛かわいらしい姿をしていた。

「い、一応……ファッション誌を参考に頑張ったんだけど……その、どう？」

　美少女が居た。亜麻色の髪の、美しい乙女が居た。

　真っ白でフリルがたくさんついたワンピースに、可愛らしい小物のバッグ。走りやすさよりも、可愛さを優先したであろう靴。それらは晴花の美貌をより女性的に引き立てている。そう、今の晴花は、すれ違う通行人が思わず視線を奪われたままに歩いていくほどに美少女だった。

「変じゃない。むしろ、とても綺麗で可愛らしい姿なのだけれど、え？　なんで？　今日はあれよね？　ストーカー問題で相談に乗ってくれそうな知り合いと会うのよね？　デートというわけではないわよね？　だったら、野暮やぼになるから私は帰るけれど」

「ち、違うの！　デートじゃなくて……でも、その、信頼して、尊敬できる人だから。ちゃんとした姿で会いたいな、って」

「そう。私はてっきり、病み上がりで頭が少しアレになったのかと」

「えー、それは流石さすがにひどくない？」

　にへら、と気の抜けた苦笑を見せる晴花。

　葵はそんな晴花の姿を眺めて、「あながち間違ってないかも」とため息を吐く。

　孝幸たかゆきの見舞いに行った数日後の夕方。葵は、晴花に頼まれて、ネット上で出会った『頼りになる人物』とのオフ会に付き合うことになっていた。葵としてはネット上だけの関係の相手よりも、身近に居る孝幸を頼ろうと進言したのだが、どうやら、それも含めて相談したいらしい。

「大体、その人は信用できるの？　女子高生と会いたいだけの変態おじさんではないという証拠は？　自撮りの画像データとか送ってないわよね？」

「うん、信用できるよ！　だって、私がオフ会しようとか、互いの画像データを交換しようとか提案すると、一時間ぐらい説教された経験があるし。今、こうやって会うことになったのも、私がストーカー問題で悩んでいるから仕方なく、って感じだし」

「親戚のネットリテラシーがゴミ過ぎる」

　葵と晴花は共に私服姿で、待ち合わせ場所であるファミレスへ向けて歩いていた。

　流石に、美少女が二人揃そろうと通行人の視線を集めるのだが、美し過ぎてじろじろと見ることに罪悪感を覚えるらしく、かえって騒ぎにならない。皆一様に、一瞬見とれた後、はっと我に返ってそそくさと立ち去っていく。

「いやいや、葵？　私だって誰にでもそんなことをするわけじゃないから。その人が特別なの」

「悪い大人に引っかかる子供は皆そう言うのよ？　ちなみに、色々と心の準備が必要かもしれないから、その人についてざっくりと教えてくれる？　いざとなったら、即座に通報するわ」

「あ、互いに通報する覚悟はしっかりと決めて会うように、とか。私単独だと絶対にあれだから、信頼できる人と一緒に来い。できれば、成人済みの人……みたいなことは言われたね！」

「なるほど。それで都合が合わなかったお姉ちゃんではなく、妥協して、私と一緒に来たというわけね？　うーん、今のところ本気で心配しているのは窺うかがえるけれど、油断はできないわ」

　歩きながら、葵が横目で確認する晴花の姿は、熱に浮かされているようで。控えめに言っても、恋する乙女の顔だった。普段、後輩からの憧あこがれを一身に受ける様子とは、まるで違う。

「ちなみに、どんな人なの？　心配性で、ハル君がよく懐いていることはわかったけど」

「よくぞ聞いてくれた！　えっと、あの人は──」

　頰ほおを緩ませて、ネット上の友人のことを熱く語り出す晴花。

　葵としては、過去に迷惑をかけてしまった晴花が、誰かを好きになるのは是非とも応援したい。ただ、あまりの入れ込み具合に、その相手が妄想上の人物ではないかと心配だった。

　何せ、晴花の話に出てくるその人というのは、面倒なツンデレな性格を窺わせつつも、基本的はお人よし。相談にはいつも親身に対応してくれるという、都合が良過ぎる相手なのだ。

「ええと、ハル君？　私としては、四六時中、ずっと暇さえあればメッセージを送る貴方の重さにドン引きしているのだけれども。でも、それ以上に、呆あきれたし、驚いたわ。そんな面倒臭い女子ムーブをかます貴方と付き合える人が居るなんて」

「えへへへ」

「照れないで。ハル君に関しては、割と真剣に叱っています」

　葵は晴花の所業に呆れつつも、静かに、その人に対するプロファイリングを始める。

「ハル君がその人と出会ったのは、中学三年生の冬頃。ＳＮＳで互いに好きな漫画の感想を語り合ったのがきっかけだった、と。そこから、段々と色んなことを相談するようになったのね？」

「うん。あの人は、私がどんな相談事を持ち込んでも、『専門外なので、知りません』とか『しつこい』とかツンツンしつつも、最終的にはちゃんと対応してくれるんだ！」

「ハル君、それはツンの域を超えて、ガチで嫌われている可能性もあるわ」

「でも、なんだかんだ構ってくれて、今では最も親しい友達と言っても過言ではないから！」

　鼻歌すら聞こえてきそうなほど上機嫌な晴花の語りから、葵は、その人が相当辛抱強く、また、誰かを見捨てられない苦労人であると推測した。何せ、裏が無ければ、いくら同じ地方に住んでいるからと言って、わざわざ、リアルで会ってまでネット上の友人を助けようと考えるのは、相当のお人よししかいない。

「多分、年上の女子大生のお姉様だと思う。その予想を言う度に、男だって訂正されるけど」

「はいはい、そうかもね。それより、待ち合わせの目印とかはあるの？」

「あるよ！　ほら、これ。互いの好きな漫画本を目印にして、ファミレスで読んでいる人に声をかける予定なんだ。できるだけ間違いを避けるように、マイナーな漫画を持ち寄るようにしたのさ！　ちなみに、互いに持って行く漫画はマイナーだけど、それぞれの一押しでね？」

　晴花がバッグから取り出したのは、とある恋愛漫画の一巻だった。絵は美麗であるが、タイトルなどは葵には見覚えがないことから、結構マイナーな出版社の漫画らしい。

「ふふふ、今から直接、あの人と漫画の感想を言い合えるのが楽しみだよ！」

　頰を赤く染めて、微笑む晴花の姿は、今まで葵が見てきたどの瞬間よりも、輝いて見えて。

「ちゃんとした人だといいね、ハル君」

「やだなぁ、そんなの当然だよ！」

　葵は、この後の出会いが、晴花にとって幸多いものになることを祈ったのだった。





「「…………」」



　結論から言えば、晴花は無事に待ち合わせの人物と合流できた。

　幸か不幸か、待ち合わせに指定したファミレスは、二人が訪れた時にはかなり空いていたのである。そして、これ見よがしにテーブルの上で漫画を読んでいる人物は一人だけ。従って、何かの間違いでなければ、現在、晴花が漫画本を見せながら対峙たいじしている相手が、その人だ。


「…………サニーですか？」




「はい………………バクさん、ですか？」



「はい」


「「…………」」



　そして、数年間、インターネット上で交流していた二人は、ここで邂逅を果たすこととなる。

　サニー。晴花は、自分の父親が悪の大帝国幹部だった時のような顔で。

　バク。孝幸は、自分の子供が殺し屋として復讐ふくしゅうに来た、マフィア幹部のような顔で。

「えぇ……こんなことってあるのね？　というか、マジで何なの？　運命なの？」

　葵は目の前の現実に驚いたのか、独り言を呟つぶやきながら二人の顔を見比べていた。そして、当事者ではないが故に、いち早くショックから回復してこの混乱を収めようとする。

「ええと、とりあえず、ハル君。座って話し合いましょう？」

「？？？」

「あ、駄目だわ、思考がフリーズしている。仕方ない、ハル君が正気に戻るまで、私が代わりに話をするわ。いいわね、佐藤さとう君？」

「……ああ、わかった」

　渋い顔で孝幸が頷うなずくと、葵は固まっている晴花をソファーの席へと押しやった。

「さて、まず確認だけれども、佐藤君。貴方がサニー……ハル君がネット上で異様に頼りにしていた、バクって人なのね？」

「まぁ、そうだな。ＳＮＳ上では、そっちの馬鹿……サニーと同じ趣味を語らう友達だ。今回は、何やらリアルで大変そうだから、直接会って、手助けしてやることにしたんだよ」

「ふむ、なるほど。確かに、貴方ならば色々と納得よね。ちなみに、前に話していた、『友人の手助けをする用事』っていうのは、このこと？」


「…………そうだよ」



「ほうほう」

　葵は改めて孝幸の姿を観察する。

　まず、黒縁の伊達だて眼鏡めがねが興味を引いた。そう、伊達眼鏡をかけている所為か、いつもよりも不遜な雰囲気が薄れて、穏やかなものになっているのだ。服装も年相応よりも、少し背伸びした大学生っぽいコーディネート。相変わらずのマネキン買いみたいな上下合わせだが、以前、葵が見た私服姿よりも、かなり気合を入れたものであることだけは確かだった。

　その事実を理解した時、葵の胸に僅わずかな苛立いらだちが生まれるが、それは微笑みで誤魔化ごまかす。何せ、苛立ちの理由を葵自身も把握できていないのだから、笑って誤魔化すしかない。

「つまり、佐藤君。貴方はこれで、心置きなく依頼に取り組める。そういうことね？」

「いいや、悪いが依頼の方は受けない。友達を助けるのに、報酬を貰もらうのはおかしいからな」

　葵の質問を否定して、平然と答える孝幸。だが、当人としては気負っている意識が無く、本気でそれが当然だと考えているぐらいに自然体の言葉だった。

「気持ちはわかるけれど、これだけは言わせて？　この、お人よし」

「心外だ。俺おれは確かに、身内は助けるが、他の奴からは報酬を貰わんと助けないぞ」

「はいはい。それもどうせ、助けた後に請求して、貰えなかったら別にいいや、程度の感覚でしょ？　『まったく』はこちらの台詞せりふよ……それで、ハル君？　いい加減、正気に戻りなさい」

「んぎっ」

　葵に脇腹わきばらを小突かれると、晴花はようやく疑問のループから戻って来る。そして、正気を取り戻すと、即座に、対面の孝幸へと鋭い視線を向けた。

「噓だ！　君がバクさんであるはずがない！　本物を出せ！」

「あぁ。その直情的な意見、まさしくサニーだな、この馬鹿」

「う、うううっ。やめてぇ！　バクさんみたいなリアクションをしないでぇ！　わ、私の中の、頼れる女子大学生というバクさんのイメージがぁ！」

「何度も、男だって言っただろうが。百回は言ったぞ？　つーか、いくら店内が空いているからと言っても、大きな声を出すな。周りの迷惑になるから、即座にやめろ」

「違う！　バクさんは敬語キャラなの！　乱暴に命令しないで！」

「静かにしなさい、サニー」

「はい」

　自分の親戚が一瞬にして面白おもしろい生物へと変貌していく様を、葵は不思議な気持ちで眺めていた。失望ともまた違う、感情が凪ないだ心持ちだった。

「ぐぬぬぬ……ええい、話せば話すほど、バクさんっぽく思えてくる」

「本人だって言ってんだろうが」

「ば、バクさんから事情を教えられて、代理を頼まれた弟さんとか!?」

「佐藤君は一人っ子よ、ハル君」


「…………っ！　り、理屈では納得できるけれども！　感情が納得しない！」



　真まっ赤かに顔を染めて、子供の駄々のようなことを叫ぶ晴花。

　孝幸としては、どうすればいいんだよ？　と呆れ顔を隠せない状況なのだが、晴花からすれば、ここで素直に認められない何かがあるらしい。

「だから！　お前がバクさんならば、感情でこの私を──サニーを納得させてみろ！　バクさんなら、それができるはず！」

　孝幸に対して、びしっ、と力強く人差し指を向ける晴花。その様子に、葵はもはや、姉貴分に憐あわれみを抱き始めている。だが、バクとして常に、サニーという面倒臭い女の子と接していた孝幸からすれば、こんなことは動じるに値しない注文のようだった。

「わかった。じゃあ、深山みやま。俺はこれから恥ずかしいことを言うので、耳を塞ふさいでいてくれ」

「お構いなく」

「くそっ。なんて愉たのしそうな笑顔をしてやがる……はぁ、仕方ない」

　孝幸は、にやにやと笑う葵に見つめられながらも、覚悟を決めて晴花へと向き直った。

「サニー。貴方に信じてもらえなくても、私が勝手に貴方を助けるので、好きに喚わめきなさい」

　そして、バクの口調で今の本音を、偽りなく告げる。すると、晴花はまるで雷に打たれたかのように、硬直と痙攣けいれんを繰り返し、やがて、感無量といった様子で深く息を吐いた。

「そのツンツンと投げやりながらも、隠し切れないデレを感じさせるノリ……まさしく、バクさん本人だよ……会いたかった！」

「その調子がよくて、馬鹿みたいに素直なところを見て、アンタがサニーだって再確認したわ」

　感極かんきわまった様子の晴花に、呆れ果てながらも親しみを隠さない孝幸。


「…………」



　そんな通じ合った二人の姿に、葵はとても面白くない何かを感じていた。普通ならば、誰かのこういうやり取りは、傍はたから見るのであれば、愉快な気分になるはずだというのに。

　葵は、素直に二人の出会いと再会を祝えずにいた。




　いざ、孝幸を頼ると決めてからは、状況の進行は早かった。

「先輩。前に言っていた通り、証拠となる怪文書の保存はしているな？　紛失物のリストアップも終わっているなら、一覧を見せてくれ」

「あ、うん。はい、これ。怪文書の画像データと、紛失物のリスト」

　予あらかじめ、ネット上で晴花の相談に乗っていたということもあるが、孝幸の動きは迅速で的確だった。人を助けるという行動に、照れも過剰な気負いも無く、まるで日常動作の延長線上のように慣れ切っている。


「…………よし、覚えた。それと、気分悪いだろうが、これは失くさないように保管してくれ。もしも、どうにもならない状況まで悪化した時、警察を動かすための材料になる」



「う、うん……でもね、バクさ──後輩君。私は、その」

　晴花は怪文書の画像データを一瞥いちべつした後、おずおずと孝幸へ視線を向けた。

「ああ、わかっている。できる限り、穏便に事を収めたい理由があるんだろう？　だが、そうするためにはまず、可能な限り情報を集めて、状況を把握すべきだ。そのためにも、犯人だと見当を付けている人物と、その理由についても説明して欲しい」

「えっ……でも、その。それは前にも一度、チャットでの相談の時に……」

「今回は、深山も協力者になってくれるからな。情報の共有をしておかないと、齟齬そごが生まれる可能性がある。それに、俺たち二人以外の視点から、思わぬ事実を指摘してくれるかもしれない。というわけで、深山。何かあったら、些細ささいなことでいい。遠慮なく言葉にしてくれ」


「あ、うん。わかったけれど…………その、張り切っているわね？」



「友達の窮地で張り切らずに、いつ張り切るんだよ？」

　葵の疑問に、当然のように答える孝幸。

　そんな孝幸の態度を見て安堵あんどしたのか、晴花は若干、緊張がほぐれた様子で説明を始める。


「ええと、ストーカーかもしれない、って見当をつけているのは、私の後輩で、文芸部に所属している二年生の女子なんだ。それで、理由は…………この怪文書の文字と、前に見せてくれたノートの文字が、似ているように見えるのが、一つ。後は、その、私物を盗られた時、その子らしい姿を見たって、友達が言っていたから……疑いたく、ないけど」



「怪文書と容疑者の肉筆の照らし合わせは後でやるとして。先輩、そいつの外見が映っている画像データはあるか？」

「あるよ。はい、この集合写真の……」

　孝幸は、晴花の携帯端末の画面を眺め、そして、一瞬、その表情が強張った。

「はい、この子。この前髪が長い子だね。名前は」


「────影山かげやま美里みさと……で、合っているか？」



　ぽつりと、呟くように問いかけられた言葉は、晴花が説明するよりも早い。

　その画像データをじっくりと検分する暇もなく、まるで、その姿と名前を最初から知っていたかのように、確信を持って、孝幸は晴花へと訊たずねていた。

「合っているけど……え？　後輩君って、美里と知り合いなの？」

「知り合いじゃないが、こっちは、そいつをよく知っている。散々、妹自慢で色んな画像を見せられているからな。隣町でＯＬをやっている、そいつのお姉さんから。嫌というほどに」

「なんだ、後輩君って美里のお姉さんと知り合いなんだ？」

「ちょっとな。まぁ、本題からずれるから詳しくは語らないが、そのお姉さんとはすぐに連絡を取り合えるぐらいの関係だ」

　大きくため息を吐いた後、孝幸は改めて表情を引き締めて言う。

「まったく、手間が省けたんだか、増えたんだかよくわからないが──尚更なおさら、この件を放っておくわけにはいかなくなった」

　死んだ目ではなく、強い意志を感じさせる目で、己おのれに誓うように言った。

　その姿はまさしく、葵が当初、考えていた通りのヒーローだ。悪を恐れず、正義に惑わず、為なすべきことを為す。誰かを助ける時にこそ、本領を発揮するタイプのヒーロー。

　もちろん、そんな孝幸の姿を見られたことは、不謹慎であるが、葵にとっては嬉うれしい出来事のはずだった。そう、嬉しいはずなのに、葵の胸の中に何故なぜか、不満があった。

「とりあえず、優先事項は先輩の保護だ。問題の解決も必要だが、それに気を取られて、先輩が怪我けがをするのが一番馬鹿らしい。だから、あくまでも問題の解決はおまけ、という方針で行こう。わかったか？　深山」

「んっ……ええ、もちろん。そうなると、私たちが交代でハル君に付いて行った方がいい？」

　思考の途中、唐突に言葉を投げかけられたが、葵は慌てることなく、微笑んで対応する。たとえ、その内心が無様でも、外面を取り繕うことには慣れているのだ。

「いいや、深山が動けば、良くも悪くも周囲が動くからな。今回は、ストーカーを刺激する不確定要素を失くすため、裏方に徹していてくれるとありがたい」

「ううむ、そうね。姉さんにも言われたけれど、やはり、私が動くのは難しそう」

「ああ。だから、先輩の保護は俺が担当しよう。ただ、カバーできない部分もあるから、俺が居ない時、先輩は三人以上で行動することを心掛けてくれ。犯人の見当がついていると言っても、勘違いの可能性もあるからな、警戒は怠らない方がいい」

「わ、わかった」

　孝幸の言葉に、神妙な顔で頷く晴花。その様子からは、数日前までは孝幸を敵視していたようには見えないだろう。

「一応、犯人の特定と、問題の抜本的な解決は俺が進めておくから、焦あせらず、無理せず、気負わないこと。それと、何かあったらすぐに俺に言ってくれ。夜中とか、早朝とか、そういうのは一切いっさい気を遣うな。どんな時間の、どんな場所でも、俺は駆け付ける。いいな？」


「…………うん」



　こういう状況であれば、『強い自分』を演じて、強がるのが晴花のいつも通りなのだが、今回は素直に孝幸の言葉に頷いている。しかも、その頰は僅かに赤く染まっており、バクが孝幸だったという事実が、どれだけ晴花にとって重大だったのかが、一目でわかる。


「…………」



　一方、葵の心中はやはり穏やかではなかった。微笑みの仮面を被って誤魔化してはいるものの、内心では完全に拗すねていた。

　つい最近、相棒関係というか、互いを見張り合うパートナーとしての約束を交わしたばかりだというのに、自分よりもよほど孝幸と通じ合えている晴花に嫉妬しっとを抱いていたのだ。だが、葵本人としてはその自覚は低いようで、内心では戸惑いの感情が渦巻いている。

「さて、深山。アンタには割と重要な役割を頼むが、大丈夫か？」

　なので、孝幸から頼りにされているとわかった時、葵はすぐさま機嫌が良くなった。自分でも機嫌が良くなる理由がわからないままに、機嫌が直っていた。

「ええ、問題ないわ。私を誰だと思っているの？」

　そして、拗ねていたことなどおくびも出さずに、優等生の笑みで孝幸に応じて見せる。

「そう言ってもらえると助かるぜ」

「元を正せば、私たちからの依頼だもの。ハル君のため、きちんとやり遂げて見せるわ。それでどんな役割をお望み？」

「ああ。まずは、俺たちの行動を外から観察していてくれ。そして、違和感があったら連絡して欲しい。こういう行動をする時は、一人、目端の利きく奴やつを外側に置くことが本当に大切なんだ。何か見落としてからでは、手遅れになる可能性が多い」

「任せなさい。貴方が背後から刺されないように、見張っておいてあげるわ」

「ははは、頼もしいな。いや、マジで。というか、それ関係で一つ、頼み事があるんだ。これはおまけみたいなものだから、優先順位は最低で、余裕があればやって欲しいことなんだが」

「うん？」

　可愛らしく首を傾げる葵へ、孝幸はにやりと不敵な笑みを作って言った。

「俺と先輩が一緒に登下校をする、もっともらしい理由を噂として流してくれ。そうしなければ、そろそろ本当に校内で闇やみ討うちされるかもしれん」

　ただし、その笑みには冷や汗が浮かんでおり、明らかに強がりの類たぐいだったという。




◆影山美里◆




　あのキーホルダーを拾わなかったら、こんなことにはならなかったのに。

　影山美里は、ここ最近、毎日のようにそればかりを思っている。数か月前。慕っている先輩が落とした一つのキーホルダー。獏ばくという動物がデフォルメされたキャラクターのキーホルダー。それさえ拾わなければ、自分はまともでいられたのだと。

　けれども、すぐに心の内からどろりとした声が響く。

『そんなわけないだろ？』と、嘲笑あざわらう自分の声が、いつまでも響いている。




　影山美里は、自分が駄目な奴だと自覚していた。

　他人が簡単にできることが、難しい。それは、勉強や運動ができない、という意味もあるが、一番重大な問題が、社交性だった。美里は能力が低い上に、他者に頼ることにも苦痛を感じるという精神性を抱えていたのである。

　誰かと言葉を交わすことは息苦しくて、辛いことばかり。だったら、極力、誰とも関かかわらずに頭を低くしてやり過ごそうというのが、美里の信条だった。

　そんな美里が、辛うじて学校に通い続けられているのは、偏ひとえに姉の存在が大きい。美里にとって、姉は特別な存在だった。社交的で、明るく、人にできることならサラッとこなしてしまう器用な人。その上、自分のような出来損ないの妹に優しくしてくれるのだから、まさしく、美里にとって姉は、天使か女神のような存在だった。

「ふぇええん!!　美里ぉ！　わだじぃ！　またふられじゃったよぉ!!」

　されど、天使や女神でも弱点はある。その弱点とは、恋愛運がゴミクズであることだった。そう、人生を器用に生きていける分、姉は、恋愛が不器用過ぎたのである。

　姉の好きになる対象は大抵、本命の想おもい人が居るか、付き合っている誰かが居るという、始まる前から失恋確定の人ばかり。まさしく、恋愛を司つかさどる女神に嫌われたかの如ごとき姉を慰めるのが、自分の役割だと思っていた。本当に、それこそが自分の生きがいだと。

「ふふん！　聞いて、聞いて？　実はね、凄腕すごうでの恋愛カウンセラーを見つけちゃったの！　これで、美里に迷惑をかけず、姉の威厳を保てるよ！」

　そして、美里が生きがいを失ったのは、数年前。姉が社会人一年生として四苦八苦していた頃に突然、このようなことを告げられてから。当初、美里はいつもの戯言ざれごとだと思って聞き流していたのだが、それ以降、姉が美里に縋りつくことがなくなったので、しばらく経たってから真実であると理解した。自分は本当に、生きがいを失ったのだと気づいたのである。

　ただ、生きがいを失ったところで、生活は変わらなかった。元々、孤立して生きていた美里の生活サイクルは変わらない。面倒なトラブルを避けるために、頭を低くして生きて、雑用を押し付けられても、文句を言わずに受け止める。陰口を聞こえよがしに言われても、気にしない。美里が通う学校はそれほど荒れていないので、暴力行為や、物を盗むようないじめはしてこない。だから、早く時間が過ぎて欲しいと願いながら、ずっと俯うつむきながら過ごして。




「君たち！　自分のやっていることを恥だと思わないのか!?」




　突如として、光り輝く特別な存在に、手を差し伸べられた。

　一等星よりも遠く、美しく輝くその人は、一つ上の先輩だった。天宮晴花という名前の、人気者。同性、異性を問わずに多くの人から慕われる人気者である。

　晴花は瞬く間に、美里のいじめ問題を解決して見せて、少なくとも雑用を押し付けられることや、しつこい嫌がらせに悩むことはなくなった。だが、この時、美里の心の中にあったのは、暗い諦観と、歪ゆがんだ羨望せんぼうだった。

　きっと、この人にとって自分を救うことなんて、コンビニの募金箱にお金を入れる程度のボランティア。偽善が満たされれば、自分の存在なんて忘れるだろうと思っていたのだ。

「じゃあ、影山……ううん、美里！　今日から一緒に、ご飯を食べようか！」

「ほへ？」

　違っていた。美里が思わず、間抜けな顔を晒すほどに、晴花という存在は他と隔絶した特別なものだった。何せ、偽善を満たすだけの刹那せつな的な行動だけではなく、石ころにも満たない自分を救いあげてくれて、ちゃんと磨いてくれたのだから。

「背筋が曲がっている！　ちゃんと相手の目を見て、話す！　というか、前髪長い！」

「は、はひっ！」

　晴花は何故か、美里が周囲に馴染なじむためのあらゆる努力を重ねてくれた。ほぼ壊滅的だった、他者とのコミュニケーション能力すら、積極的に指導してくれたのである。

　美里は訳がわからなかった。何故、晴花のような人気者が、自分のような汚泥の如き存在と関わってくれるのか、本気で理解ができなかったのである。

「うん？　君を助けた理由？　あははは、大したことじゃないよ。ただ、君と私が似ていたからね。うん、いわゆる同類相憐れむって奴さ」

　だから、美里は勇気を振り絞って晴花に尋ねたことがあるのだが、返ってきた答えは、意味不明だった。人気者と日陰者の自分が似ているなんて、一体、どんな冗談なのだろう、と。







[image: ]







　結局、美里は晴花の言っている意味を理解することはできなかった。だが、それでも、晴花と共に過ごしていくにつれて、温かな何かが胸を満たしていく感覚があった。生まれて初めて、真っ当な人間になれそうな予感がしていた。

「おめでとう！　これで君も一人前だ！　よく頑張ったね、美里。色々と押し付けがましいことをしちゃったけど、もう大丈夫！　君は一人でも、ちゃんと誰かと友達になれる人になったんだから！」

　それが勘違いだと思い知らされたのは、美里が少しはマシなコミュニケーション技術を会得した時。晴花が満面の笑みで、手作りの安っぽい賞状を渡してくれた瞬間だった。

　賞状を手渡されて、安心した微笑みを晴花から向けられた時、美里は気づいてしまったのである。美里にとって晴花が特別な存在であっても、その逆は在り得ないのだと。

　その日を境に、美里は晴花と共に昼ご飯を食べることはなくなった。いや、誘われても遠慮するようになってしまった。たくさんの友達に囲まれた晴花を見ると、自分もその中の一人に過ぎないと思い知らされることが辛かったから。

　それでも、晴花は美里にとっての特別だった。賞状を手渡した後も、度々、美里の顔を見に来て声をかけてくれたし、遊びにも誘ってくれた。救って終わりなんて真似まねはしなかった。

　だから、徹頭徹尾、悪いのは美里だ。


「…………あ、これ」



　始まりはただの偶然。晴花に会いに行く途中で、廊下に落ちていたキーホルダーを拾ったこと。美里はそれが、晴花がスクールバッグに付けていたキーホルダーだと知っていた。お気に入りのキャラクターなのだと、何度も見せてくれた物だった。

　当然、美里はそれを晴花に届けて、褒めてもらおうと考えたのだが、その時、どろりとした感情が胸の中から湧わき上がり、このように囁ささやいたのだ。

『もしも、これを隠したら、晴花先輩はどんな顔をするだろう』と。

　これが、影山美里というストーカーの始まりだった。







　そして、現在。美里は自業自得の苦しみを味わっていた。

「先輩。ほら、部活が終わったんですから、早く帰りますよ。まったく、アンタは目を離すと、すぐサボろうとする」

「ちがっ！　サボろうとしたわけじゃない！　コミュニケーション！　私は部の仲間と、交流を図るためにだね？」

「その部の仲間からも、『お願いです。晴花先輩に赤点を取らせないでください！』という熱い要望がありましてね？　聞いた話によると、赤点を取ると県大会に出られなくなるそうじゃないですか。さぁ、部の皆さんのためにも、蓮華れんげさんに勉強を教えてもらいましょうね？」

「蓮華さんの教え方は、容赦なくて怖いんだよぉ！」

　体育館から校舎への渡り廊下で、ぎゃあぎゃあと騒ぐ男女のやり取りを、美里は陰から見つめていた。ぎりぎりと、己の爪つめを掌に食い込ませるぐらいに強く拳こぶしを作って、その光景を目に焼き付けていたのである。

「わ、わかったって！　でも、そんな近寄らないでよ……制汗スプレーはかけて、制服に着替えたけど、その、汗臭いから……」

『見覚えのある』後輩男子に腕を引かれて、恥ずかしそうに顔を俯かせる晴花の姿を。

　かつてないほど乙女の表情を露あらわにしている、想い人の顔を。仕草を。

「部活帰りの男子よりも全然気にならないんで、安心してください」

「全然安心できない！」

　次に美里は、ぶっきらぼうな口調で、晴花を引っ張っていく後輩男子──孝幸の姿を睨にらみつける。ここ数日、孝幸が晴花の身辺によく出現することを、美里は確認していた。当初は、不良として有名な孝幸が、晴花にちょっかいをかけに来たと邪推していた美里であるが、一年生を中心に流れて来た噂話によって、その懸念けねんは否定されていた。

　どうにも、孝幸と晴花は家族ぐるみの付き合いがある関係らしく、その所為か、孝幸は晴花の両親から頼み事をされているらしい。その頼み事というのが、県大会出場を危ぶまれるほど成績が悪い晴花を、部活帰りに逃亡する前に、家庭教師の下に連行することなのだとか。

　事実、美里も含めて、孝幸に不信感を持っていた者たちも、その噂通りの晴花とのやり取りを見てしまえば、疑念は抱きつつも、とりあえずは納得するしかなかったのだ。

　そう、たとえそれが、葵によって偽装された噂であったとしても。

「後輩君、後輩君。知っているかな？　運動をするとね、エネルギーが消費されるんだよ？　つまり、これから勉強するにせよ、エネルギー補給は急務というわけで、その」

「十分程度の寄り道なら認められていますので、その内に何か買えばいいんじゃないですか？」

「そんな時間じゃ、ゲーセンでワンコインも消費しきれないよ!?」

「まず、ゲーセンに寄るんじゃねぇよ」

　孝幸に腕を引っ張られたまま、渋々、歩いていく晴花。その様子を眺めながら、美里は脳内を虫に食い荒らされるような不快感を覚えていた。

　他の相手ならばこのようなことはなかったのだ。たとえ、後輩女子がじゃれついて抱き着いても、胸がじりじりと痛むだけで、頭を搔かきむしりたい苦悩に襲われることなんてなかった。

　しかし、孝幸の隣で文句を言う晴花の姿は、違うのだ。他とは違う。いわゆる外面ではなく、本当の表情を向けている。それは即ち、孝幸は晴花にとっての特別ということで。

「後輩君。知っているかな？　駅前から少し離れているけど、新しくクレープ屋さんができたんだって。ちょっと寄ってみない？」

「俺の情報によると、そのクレープ屋さんとやらに寄るには、十分を優に超えるタイムロスが発生するのですが？」

　だから美里は、当然のように、二人の尾行をすることを選んだ。

　元々、周囲に埋没するように生きてきた美里である。二人に気づかれないように後を追うぐらいは、可能だと判断したのだ。特に、晴花の方は日常的に尾行して、隠れて様子を窺っているので、ちょっとやそっとでは気づかれない自信があったのかもしれない。

「あ、後輩君！　コロッケ食べたくならない？　揚げたてのコロッケはねぇ、あれだよ？　世界観が変わるぐらいの衝撃を受けるよ？」

「クレープ云々言っていたから、てっきり、甘い物が食べたいのだと思っていましたが？」

「うん？　甘いのとしょっぱいの、どっちも食べればいいじゃない」

「よく太らないなぁ、おい」

「食べた分だけ、動けば解決するからね！」

　ただ、二人の尾行は美里自身が想像していた以上の精神的ダメージを与えていた。いや、拳を握り過ぎて、掌に爪が食い込んで、物理ダメージというか、自傷ダメージも受けているのだが。どの道、自業自得であることには変わりない。

　互いに制服姿の、孝幸と晴花。商店街通りを並んで歩く二人の姿は、美里の目から見ても、仲の良い男女のカップルに見えた。

　美里の前では、頼れる先輩。

　部活動の最中は、頼れる副部長。

　美里の知る限り、晴花の処世術は、誰かから求められる役柄を演じることのはずだった。だというのに、孝幸の前で笑う晴花の姿は、かつてないほど素に近い表情に感じられる。

「やっぱり、まだまだ夕方は寒いから、肉まんが一番！」

「食いながら歩いて、喉のどに詰まらせないでくださいね？」

「もちろん！　もぐもぐ……あ、後輩君」

「何ですか？　もうどこにも寄る予定はありませんよ？」

「今日は確か、後輩君が好きな『修羅場しゅらば暮らしのハーレム男』の新刊が出てるよ？」

「……本屋に寄る時間ぐらいは、まぁ。ぱっと買って、帰宅ルートに戻れば、うん」

「よぉし、そう来なくちゃ！」

　晴花が孝幸に笑顔を向ける度に、美里の心にどろりとした暗い感情が生まれていく。

　それは、初めて晴花の所有物を盗んでしまった時と同じ感情だった。拾ったキーホルダーを、意味もなく隠してみた時の、暗くて、気持ち悪い感情。

　自分と同じ声の囁きが、脳髄に響くのだ。『傷つけてしまえばいい』と。

　美里は知っている。その囁きに抗あらがえなかったからこそ、この有様ありさまなのだと。囁きの通りに動いても結局、晴花の傷ついた顔を見れば心が痛むし、苦しいし、罪悪感で死にたくなる。

『私を罰して欲しい』や、『私を許さないで』などという肉筆の怪文書を晴花の机に入れたのも、その罪悪感に耐え切れなかったからだった。自ら証拠を残し、いずれ来る破滅の時を早めるための行動だった。

　けれど、それでも美里はストーカー行為を止められなかった。その時になれば、治りかけのかさぶたに爪を立てるような、痛みを伴う奇妙な快感が、美里の頭を支配してしまうから。

　だから、今も美里は無意識に、自虐と悪意に滲にじんだ笑みを浮かべて。





　────『おい、アンタ。大丈夫か？』






　しかし、暗い情動に飲み込まれそうになった時、美里の脳裏のうりを過よぎる記憶があった。

　それは、おおよそ一か月前の記憶。入学式が終わった後、美里は、晴花の所有物を盗もうとした現場を目撃されて、同級生の男子たちに問い詰められていたのだ。その光景は、傍目はためから見れば、男子たちにいじめられている可哀そうな女子に見えたのかもしれない。

　でも、だからといって、美里はまさか、自分と男子の間に飛び込んで来て、事情も知らないというのに、自分を庇かばってくれる馬鹿野郎が居るとは思っていなかったのだ。

　自分が悪い癖に、庇われている癖に、その時の美里は何も言えなかった。ただ、何も言えない美里を庇うようにして男子たちに立ち向かう一年生の馬鹿野郎──孝幸の姿は、美里に恥を感じさせるには十分過ぎるほどの光景だった。そう、だからこそ、その時の記憶を思い出した美里は、今、改めて自分を恥じ入るような心境なのである。

　嫉妬を向けるだけならまだしも、恩人に対して暗い憎悪を向けようとする自分は、なんて醜く、恥ずかしい存在なのだろう？　と。


「佐藤、孝幸…………貴方も、特別なの？　特別だから、平然と、隣に居られるの？」



　故に、物陰に隠れながら呟かれた美里の言葉は、問いでありながら自分を納得させるためのものだ。

　特別な晴花が好意を向ける相手ならば、孝幸もまた特別なのは、当然のことである。だから、何もおかしくない。おかしいのは自分だと、暗い感情の矛先を自らへと向けて。


「…………あれ？」



　ふと目を離した瞬間に、二人の姿が消えたことに気づいた。

　美里は、多少不審がられることを覚悟で、二人が先ほどまで居た場所を見回すが、居ない。ひょっとしたら、商店街の曲がり角を抜けた先に居るのではないかと、探してみるのだが、やはり見つからなかった。あるいは、どこかの店に入ったかと思ったのだが、その付近にあるのはどれも、準備中と書かれた居酒屋や、小料理店があるのみ。一体、どこで見失ったのかと視線をさ迷わせるものの、返ってきたのは通行人からの怪訝けげんな反応だけだった。

　美里はしばらくの間、探した後、ため息を吐いて項垂うなだれる。

「一体、どこに──」

「よぉ、影山先輩」

　だが、美里が探すことを諦あきらめた瞬間、探していた目標の片割れは見つかった。いや、正確に言えば、相手から名乗り出たのである。

「ひょっとして、俺たちを探していたんですか？」

　美里の背後から。友達同士のように、美里の肩を組んだ状態で、現れて。

「……ひっ」

　まるで幽霊の如く現れて、自分の動きを拘束した孝幸に恐怖を抱く美里。

　当然、この状態からでは離れられない。女子相手でも遠慮なく、しっかりと肩を組まれているので、ろくに身動きが取れないのだ。ならば、と声を上げて相手の虚を突いてから逃げようとするが、それよりも前に孝幸が言葉を告げた。

「ちょうど、俺たちもアンタを探していたところなんです。話があるので、一緒に来ませんか？　ああ、もちろん、騒ぐなら……アンタのやっていることを学校にばらすけどな。それでもいいのなら、声を上げるといいさ」

　とても綺麗な愛想笑いで告げられた脅迫は、美里の心をきゅっと締め付けて、縛り付ける。

「一緒に来てくれますよね、影山先輩？」


「…………はい」



　奇妙なほど優しい口調で同行を求める言葉に、美里は震える声で頷くしかなかった。







　尾行している人間ほど、自分が尾行されている可能性に考えが及およばない。

　そんな一文を何かの漫画で呼んだことがある葵だったが、まさか、それを現実で実感する時がくるとは思わなかった。

「まったく、あれじゃ強引なナンパで女の子に悪さしようとするチンピラね。外聞が悪いから、もうちょっと穏当な方法がよかったのだけれど……まぁ、様子見している間に、何か問題が起こるよりは断然マシか」

　種明かしとしては、単純明快。

　孝幸と晴花を美里が尾行していたのと同じように、美里を葵が尾行していたという、それだけのことだ。もちろん、葵は私服へと着替えて、軽く印象を変えるように変装をしていたが、そうする必要も無かったぐらいに尾行は容易だった。美里もまさか、自分が尾行されているとは露にも思っていなかったらしく、こうして、釣り出す目的で仕掛けた罠わなに引っかかったのである。後は、葵が絶妙なタイミングでメッセージを送信して、美里を捕縛させるのみ。

「さて、と。問題はここから」

　葵は美里と孝幸が無事に、『準備中と札のかかった小料理店』に入るのを確認すると、後に続いていく。当然、そのドアには鍵かぎはかかっていない。

　孝幸のコネクションで借りることができたスペースであるが、大抵の人間は、準備中とドアに札が掛かっていると、鍵も掛かっていると思い込む。よって、孝幸が美里の虚を衝ついて、一旦いったん店内へと姿を隠した後、背後から忍び寄るのはそう難しくはなかっただろう。

「よぉ、深山。お疲れさん」

　店内に入った葵を、まず孝幸が不遜な表情で出迎えた。その隣には、陰鬱いんうつな表情の少女が俯いている。少女は一見、何の変哲もない普通の制服姿の女子に見えるのだが、黒いショートカットの髪型は、前髪だけ異様に長い。そして、その前髪の間から、常に窺うように視線をさ迷わせている。決して、体型や顔の造形が悪いわけではないのだが、その挙動で周囲に不安を与えてしまうような少女。彼女こそが、このストーカー事件の犯人である影山美里だった。

　美里は孝幸によって、入り口から一番遠い奥のテーブル席に座らされて、隣には孝幸が注意を切らさずに座っているので、逃げようがない状態である。

「ええ。貴方たち二人が楽しそうにデートしている時、真面目に尾行するのは割と苦痛だったわ。後で、私にも何か食べ物を奢りなさい」

　葵は孝幸が犯人確保をきちんとしていることを確認すると、毅然とした声で応こたえた。

「そう言うと思って、肉まんを多めに買っておいたよ、葵。はい、どうぞ」


「…………ありがとう、ハル君」



　葵へ肉まんの入ったビニール袋を手渡したのは、晴花だ。孝幸と美里のテーブルからは離れて、入り口近くの席に座っている。

　この距離は、美里を説得する場に同席する上で、孝幸が二人に出した妥協案だった。本来、危険性があるので、当事者である晴花はもちろん、葵も同席して欲しくないと主張した孝幸であるが、そこを二人が『最後に蚊帳かやの外は困る』と強引に押し切って、こうなったのだ。

　その時こそ、心配し過ぎだと笑っていた葵であるが、こうして実際に犯人と同じ空間に居ると、緊張するものがあるのか、口数は多くない。ましてや、被害者である晴花は何でもないように笑顔を装っているが、その頰が引ひき攣つってしまうようなぎこちないもの。

「大丈夫？」

「うん？　ああ、余裕だよ、余裕」

　問いかけに対して、強がって応える晴花の姿を見て、葵は今更ながら孝幸の正しさを実感していた。たとえ、安全であったとしても、人の悪意と対峙するのは精神的にストレスだと。

「さぁ、全員揃ったところで始めようか」

　孝幸も晴花の強がりに気づいているのか、葵が席に着くなり、早々に話を切り出した。

「まず、影山先輩。晴花先輩に対する、アンタのストーカー行為は、ばれています。もちろん、こうしてアンタを捕まえた訳ですから、当然、証拠も揃っています。ああ、さっきの尾行の映像とか、そういうのじゃあないですよ？　証拠は盗品。アンタが晴花先輩から盗んだ物を、アンタの部屋の中から見つけました。しかも、一つや二つではなく、もっとたくさん」


「…………え、あっ、な、なん……で？」



　声を震わせて自身を見上げる美里へ、孝幸は手品の種を明かすように、軽く答える。

「アンタのお姉さんと俺は、ちょっとした腐れ縁でね。事情を説明すると、快く協力してくれましたよ。その代わり、アンタを警察に通報しないでくれ、と土下座で頼まれましたが」

「う、ううっ……」

　前髪をカーテンのように広げて俯く美里。

　孝幸の言葉は噓ではなく、真実だった。奇妙な縁が重なったのか、ストーカーである美里の姉は、孝幸が行っている恋愛相談の常連客──葵が孝幸と共にビジネスホテルと入っていく姿を見かけた、あの若いＯＬだったのである。


　そのため、孝幸経由で、美里の部屋を調べさせて、盗品を見つけるのは簡単だった。妹を疑い、プライベートを暴あばくような行為に美里の姉は抵抗を示したものの、ここで調べない方が妹の容疑が固まってしまうと判断して、捜査に協力し…………結果、決定的な証拠が見つかってしまったのだ。



「影山先輩。アンタの犯罪行為を咎とがめたいのなら、既に、警察や学校に通報しています。それをしていないのは、アンタの姉さんからのお願いというのもありますが、何より、被害者本人がそれを望んでいないからです。今、影山先輩の置かれている状況が理解できましたか？」


「…………えっ？　は、晴花、先輩？　なん、で……」




「────理解したのかって訊いてんだけどな？」




「ひぅっ!?　は、はい……」



　思わず、晴花の方へと視線を向けようとした美里だが、それよりも前に、孝幸が言葉で行動を制する。決して、声を荒げていないものの、今までのわざとらしい敬語からの、圧の籠こもった口調への変化に、美里は肩を震わせて返事をした。

「よろしい。では、それを理解した上で、本題に入りましょうか」

　敬語で美里に接する孝幸の姿に、葵は背筋がぞわりと怖気おぞけ立つほどの迫力を感じていた。

　普段は外見よりも温厚で、普通で、おどけた部分のある孝幸であるが、この場に於おいては、外見以上に恐ろしい威圧感がある。

「影山先輩。アンタはどうして、晴花先輩の物を盗んだんですか？　あんな怪文書を送ったり、ストーカー行為なんて働いたりしたんですか？　まともな感性を持っている人間であれば、世話になって、恩を受けた相手を害するような真似はしないはずなんですがね？　ああ、ちなみに、これは確認です。別に、怒っているつもりも、脅しているつもりもありません。この状況を改善して、もう二度と、こういうことが起きないためには、原因の解明は必要でしょう？　なので、気軽に答えてください」


「…………っ！」



「黙るな、答えろ」

　今までの愛想笑いを消し去ってから、孝幸は閻魔えんまの如き声色こわいろで命じる。

　普段の孝幸との違いに、傍から見ていた葵と晴花でさえ、思わず、テーブルの下では膝ひざが震えているぐらいだ。間近で対面している美里は、もはや泣く寸前の有様である。

「だ、だって、私は……特別、じゃない、から」

　故に、自供は雨粒の如く、涙の代わりにぽつぽつと吐き出された。

「晴花先輩は、格好良くて、凄くて、皆の中心で……友達が、たくさん、居て。私、なんかが居なくても、全然、困らない……だから、だから、私は……私は？」

　目元は前髪に隠れて見えない。

　ただ、自虐的な笑みを浮かべて語る美里の姿は、さながら亡者のようだ。

「わからない、わからないんだ……私、は、傷つけたく、なかったのに。最初はただ、キーホルダーを拾って、届けようとして。でも、思っちゃったんだ。もしも、届けなかったら、どうなるんだろう？　って。そうしたら、晴花先輩は少し寂さびしそうな顔をして、『仕方ないね』って言って。その顔を見て、凄く、凄く後悔したけど……少しだけ、安心したんだ」

　ふらふらと、頼りなく体を揺らして紡つむがれる言葉は途切れ途切れ。ろくに纏まったものでもなく、けれども、人の心へと暗い感情を湧き立たせる何かがあった。

「嫌だった。こんなことやりたくなかった。でも、何もしなければ不安だった。だって、私は特別じゃない。晴花先輩から好かれるような、特別じゃない。一体、いつまで晴花先輩と居られるか不安だった。いつか、私に失望して居なくなるんじゃないかって。だ、だったら、失望されて、忘れられるぐらいなら……傷つけても、覚えていて欲しいって……でも、やればやるほど、辛くなって。ば、馬鹿みたいだけど、こんなことをしていても、好きなの。晴花先輩が、好きで、好きで、仕方なくて……なのに、どうして私は、好きな人を傷つけているんだろう？」

　弱くて、暗くて、どろりと粘着質な言葉は、葵の神経を逆撫さかなでするには十分なものだった。そして、葵の隣に座る晴花の表情は、青ざめているのを通り越して、真っ白だ。ストーカーだとしても、慕ってくれていた後輩の本音に、ショックを受けているのだろう。

「あ、ははは、馬鹿、みたい。こんな風になっても、少し嬉しいんだ。凄く悲しくて、苦しいけど、晴花先輩が傷ついて、少しでも、私みたいな奴のことを覚えてくれたら、それで……」

　あまりにも身勝手で醜悪な弱者の言葉に、葵は自らの堪忍袋の緒が切れる音が聞こえた。

　もはや許してはおけない、と葵はその場から立ち上がろうとして。


「────ふざけるな」



　それよりも前に、静かな怒声が、この場に居る全員の意識を集めた。

「何が、傷つけて嬉しい、だ。何が、特別じゃない、だ。馬鹿か、お前は？」

　怒声の主である孝幸は、怒りの表情を浮かべていた。しかし、同時に、何かを深く悲しむ表情でもあった。怒りと悲しみが混じった表情で、美里の腕を摑み、立ち上がらせる。

「ひ、ひあっ！　あ、あのっ……ごめんなさ──」

「よく見ろ。あれが、特別な奴の姿に見えるのか？」

　おどおどと身を竦すくませる美里の体を動かして、晴花へと視線を向けさせる。

「この鬱陶うっとうしい前髪を上げて、よく見ろよ。お前にはあれが、『友達が多いから、誰か一人ぐらい居なくなっても大丈夫』なんてことを言う顔に見えるのか？」

　そして、美里の長い前髪を、自らの手で搔き上げて、強制的に視界を開かせた。


「…………あっ」



　開けた視界で、美里は晴花の姿を直視する。

　弱々しく、青白く、悲しみで歪んだ顔。けれど、それでも、美里に対して情を捨てきれないのか、この期に及んで、まだ何かを信じているような表情だった。テーブルの上に置いた指先が小刻みに震えても、晴花は美里から目を逸らさない。

「俺には、普通の女の子に見えるよ」

　そんな晴花の姿を見て、目を見開く美里へ、孝幸が声をかける。


「好きな服を買ったのに、恥ずかしくて着られなくて、簞笥たんすの肥やしにしている馬鹿に見えるし。テスト前なのに、好きな漫画の話で夜更かしをして、両親から大目玉を食らうアホにも見える…………いじめられている後輩を見つけたら、自分と似ているから、なんて理由で、どうにかしてやりたいと必死に頭を悩ませていたお人よしにも、な」




「あ、う、あ……そ、れは……っ！」



「そんな後輩が自分以外と真っ当に話せたのなら、これでようやく、対等な友達として一緒に遊べるんだと張り切って。手作りの賞状なんて馬鹿らしい物を渡して、ちょっと引かれて。それでも、喜んでいた馬鹿に……今でも懲りずに後輩を信じている、馬鹿に見えるよ。なぁ、影山先輩。答えてくれよ。お前──アンタには、晴花先輩がどう見える？」

　静かな口調で。だが、熱く、胸の奥から沸き立つ想いを少しでも伝えようと言葉を選んで紡ぐ孝幸の問いに、美里はぐしゃりと表情を歪めた。自虐ではない。醜くも己のやった所業に対する後悔が、卑屈な笑みを歪ませて、涙がぼろぼろと頰を伝って床に落ちていく。

「う、あうあああああ……ご、めんなざい……わたじ、わだじぃ……」

「……美里」

　謝罪と共に膝を着く美里の姿に、晴花は僅かな安堵と共に、表情を緩ませた。

　しかし、ここで綺麗に終わることができるのならば、人は恋などしない。

「わだじっ！　私っ！　多分、また、やっちゃう！　許してもらっても！　反省しても！　いつかまた、私の黒い感情が！　晴花先輩を独り占めにしたいって感情が！　大好きなのに、傷つけてしまう！」

　理屈を受け入れても、頭で納得しても、どうしようもない心の動きが存在する。それは、美しい結果をもたらすものばかりでなく、時に、人を暗く、醜く変えてしまうものもある。

　葵もかつて、その苦しみの一端を味わったからこそ、そういうものがあると知っているのだ。

「だから、だから私は！　晴花先輩の前から、消えるっ！　手の届かないところまで、見えないところまで、行く！　そうするしか──」

「いいや、選択肢はもう一つある」

　そして、それらを覆す力が存在することも。

「影山先輩……いいや、影山美里。アンタが望むのならば、その胸に抱く恋心を引き換えに、アンタを助けてやる。だが、心してくれ。それはきっと、アンタの何かを決定的に変えてしまう選択だ。たとえ、アンタ自身であることは変わらなくても、何かが変わる。良くも、悪くも。それでいいのなら、俺がどうにかしてやろうじゃないか」

　孝幸は悪党のように不敵に笑い、床に座り込む美里へと手を差し伸べる。


「…………えっ？　いきなり、何を、言って、いるの？」



　当然、唐突にそんなことを言われても、普通は何も理解できない。美里もまた、その内の一人だった。孝幸の言葉に戸惑い、真意を窺うような視線を向けている。

　しかし、葵にとってその光景は、既視感を覚えるものだった。だから、心配などはしていない。こういう場面で孝幸に手を差し伸べられることの意味を、葵はよく理解しているから。

「俺のことを信じようが、信じまいがどちらでもいい。ただ、選んでくれ。意志を示してくれ。もしも、そういう手段が本当にあるのだとすれば、アンタは代償を覚悟で選ぶことができるか？　この俺の手を、取ることができるか？」

　美里は、しばらくその手を呆然ぼうぜんと見つめていたが、やがて、制服の袖口そでぐちで、ぐしゃぐしゃの顔を拭った。拭って、前髪を鬱陶しげに搔き上げた後、その手を取って孝幸を見上げる。

「晴花先輩が傷つかないなら、私なんて、どんな風になっても構わない」

「ふっ……ならば、よし。アンタの選択を尊重して、とことんやってやるさ」

　孝幸は決意の定まった美里を立ち上がらせると、次はゆっくりとテーブル席の椅子に腰かけさせた。それだけではなく、テーブルにもたれかかるような姿勢へと誘導する。

「じゃあ、楽にして。ああ、目を開けていてもいいが、体重はしっかりとテーブルに預けるようにしてくれ……うん、その体勢なら安全だ」

「なんか、なんか準備が普通で怖い！　予防注射の時に、目の前で淡々と準備されていくような恐怖を感じる！」

「ははは、怖がることなんてないぜ、影山先輩」

　医者のように指示を告げる孝幸と、それに怯おびえながらも大人しく従う美里。

「……あの、葵。あれって？」

　そんな二人の様子を眺めていた晴花は、不安そうに葵へと尋ねる。

「大丈夫よ、ハル君。見てなさい」

　孝幸の謎なぞの行動に不安を抱く晴花へ、葵は太鼓判を押すように笑みを浮かべて答えた。

　何故ならば、葵は知っているからである。どうしようもない想いも、苦悩も。いつか、思い出に変わっていくのだと。孝幸の異能は、それを手助けしてくれるものだと。

「大丈夫、誰かの恋心なんて、菓子を摘まむみたいに食ってしまえるんだからさ」

　葵の視線の先には、朋絵ともえの時と同じように、美里の額へ指先を触れさせる孝幸の姿があった。その美しい異能の発動を見ていたからこそ、葵は気づくことができなかったのだろう。

　隣に居る晴花の頰が、青白かった顔色が、段々と赤く色づいていたことに。




「はぁ……不味まずい。とても、不味い。飽和限界までシュガーを入れたコーヒーを、炭化寸前まで焦がした後に、冷やして新しくミルクを注そそいだみたいな味がする。自虐と、苦悩の味がする。いや、久しぶりに本当にえぐいほどに不味い」

　鮮やかな手際で異能を発動させた孝幸であったが、その直後、鮮やかさが見る影もなく表情を歪めていた。どうやら、それほどまでに美里の恋は不味かったらしい。

「ふふふっ。ご苦労様、佐藤君」

　だが、葵はそんな孝幸の姿を格好悪いとは思わなかった。むしろ、一仕事終えた後の表情に、安心と親しみを感じている。

「これでもう、大丈夫なんでしょう？」

「とりあえずは、恋が原因でストーキングを繰り返すことはないと思う。だが、それ以外の理由での行動は保証できないな」

「そこまでは仕方ないでしょう。失恋の苦しみを消し去れるって時点で破格なのだから……ちなみに、恋って食べると不味いの？　朋絵の時も、不味そうにしていたけど」

「ああ、失恋は大体不味いぞ。まぁ、不味さにも程度があるけどな。今回は、久しぶりに悶絶もんぜつするほど不味かった」


「へぇ…………私の恋はどんな味だった？」



「倒れそうなぐらい不味かった」


「…………」



「やめろぉ！　揺らすな、馬鹿！　食らった恋は吐かないけど、その代わりに、胃の中身が出てくることもあるんだよ！」

　孝幸と葵がぎゃあぎゃあと騒ぎ立てると、隣の席で気絶していた美里の背中が、ぴくりと動いた。そして、そのままゆっくりと体を起こして、寝ぼけ眼で周囲を見回している。どうやら、気絶した後の眠りは浅く、隣で誰かが騒いでいれば、起きてしまう程度のものだったらしい。

「あ、起きたわね」

「そうだな。おおい、影山先輩。大丈夫ですか？」

　孝幸に声をかけられた美里は、しばしの間、ぱちくりと目を瞬かせる。


「んっ…………えっと、あれ？　私、は……うん？」



　そして、首を傾げながらも自分の胸に手を当てると、驚いたように目を見開く。

「本当に、無くなった？」

　何度も、何度も、確かめるように胸を摑み、頷く美里。その顔が、困惑から安堵へ変わっていくのに、時間はかからなかった。


「あはは、そっかぁ……そっかぁ。私、本当にあの気持ち悪いのから解放されたんだ……救われたんだ……あ、はははっ、あぁ…………ありがとう。貴方のおかげです」



　涙すら滲ませた瞳ひとみで、手を握ってくる美里の変貌ぶりに、孝幸は戸惑う。

「お、おう……あーっと、体調に変わりはありませんか？」

「汚泥の中を這はいずり回っていた人生から、生まれ変わったような爽快な気分です。あ、でも、罪はしっかりと償います。これから晴花先輩と……それと、たくさん迷惑をかけてしまった人たちに償い続けることを誓います」

　人が変わったように、とはまさしくこのことだった。恋を食らわれた美里は、まるで、己の中にある悪いものを全すべて根こそぎ浄化されたように、晴れやかな笑みを浮かべている。

　一方、猛烈な感謝を向けられる孝幸は、美里のテンションの移り変わりに引き気味だった。

「もちろん、貴方へのお礼も忘れていません。貴方の力によって私の人生は救済されたのですから、一生をかけて恩返しをしていこうと思います」

「いや、大丈夫……というか重い……一生は重い」

　美里はしばしの間、前髪の間から目を輝かせて、孝幸の右手を両手で握っていたが、何かに気づいたように、はたと距離を取った。けれどもそれは、孝幸の隣で、迫力を込めた微笑みを向ける葵に考慮したことではない。

「だから、差し当たってはまず、やるべきことから始めます」

　美里はくるりと晴花の方に向き直ると、勢いよく頭を下げた。

「晴花先輩、すみませんでした。私は、貴方に許して貰える資格は無いかもしれませんが、それでも、目障めざわりでなければ精一杯贖罪しょくざいをしていこうと思います」

　すると、頭を下げられた晴花は、柔らかな笑みを浮かべて、首を横に振る。


「…………馬鹿。あのね、美里。私は、私は君が辛くなければ、それでいいんだよ？」



「いえ。晴花先輩が優しいのは美徳ですが、それでは周囲に示しが付きません。でも、自己満足の贖罪で貴方の負担になるつもりはないので、鬱陶しかったら言ってください」

「あー、もう。美里はいちいち極端だなぁ」

　晴れ晴れとした表情の美里を見て、晴花は緊張がほどけたのか、表情が緩かった。苦笑しながら、美里へと向ける言葉も、親しい者に対する気安い口調である。

「かもしれません。では、晴花先輩。極端ついでに、私から一つ余計なお節介を」

「うん？」


「────言うなら、きっと、今ですよ」



　そんな晴花へと、からかうように告げる美里の姿に、陰りは見えない。ただ、親しい女友達の背中を押してあげるような、そんなお節介の姿がそこにはあった。

　晴花はしばらく、何を言われているのかわからなかったが、美里が、これ見よがしに視線を孝幸へと向けたことから、その意味に気づく。気づいて、頰を真っ赤に染め上げる。

「え、あっ？　なん……で？」

「見ればわかりますよ。だって、私は貴方の後輩なんですから。だから、頑張ってください」


「…………ううっ」



　美里に笑顔で促されて、言葉に詰まる晴花。だが、しばらくすると、意を決したように孝幸へと声をかけた。

「こ、後輩君っ！」

「はい。なんですか？　晴花先輩」

　覚悟を決めたような晴花の態度に対して、けれど、孝幸は自然体だ。何も察していない。隣に居る葵は、先ほどからずっと胸の中がざわついているというのに。

「まずは、えっと、ありがとう。君が、君が居てくれたおかげで、美里も、私もなんとか無事でいられた。本当に……色々と助けてくれてありがとう」

「どういたしまして。と言っても、最後は俺が、何やらよくわからない、謎のおまじないを影山先輩にやったように見えたかもしれませんがね。これは説明すると──」

「ううん、大丈夫。『ちゃんと見ていた』から、なんとなくわかったよ。美里の体から、煌きらめく霧みたいな何かが出てきて、それが後輩君の口に吸いこまれると、美里が元気になったんだもん。多分、きっと、後輩君が、美里の悪い感情を食べてくれたんだね？」

「えっ？」

「ふふふっ、おかしいよね？　在り得ないはずの光景が目の前にあったのに、何故か、私、全然驚いてないんだ。とても凄いものを見たはずなのに、それが当たり前に思える。本当だったらきっと、このことについて、君に尋ねないといけないのかもしれない。それが、普通の人の反応かもしれない。でもね？　後輩君」

「えっ？　あの……先輩？」

「それよりも前に、君に伝えたいことがあるんだ」

　孝幸が動揺する姿を見て、葵もまた動揺していた。恐らくは、孝幸よりも遥はるかに。それこそ、声も出ないほどに動揺しているだろう。何故ならば、晴花の言葉が本当だとすれば、それは葵が持つ唯一性を失ったことに他ならないからだ。無意識に、自分は孝幸のパートナーとして唯一の特別なのだと思い込んでいた葵は、ただ、愕然がくぜんとその場に立ち尽くすことしかできない。

「私の想いを、聞いて欲しいんだ」

　故に、葵はその光景をただ、無言で眺めることになった。

　潤んだ瞳で。上気した頰で。今にも零こぼれてしまいそうな想いを、必死に言葉にして伝えようとする晴花の姿を。




「しゃとう……佐藤孝幸君！　わ、私は！　君が好きだ！　恋愛的な意味で！」


「…………はい？」






　孝幸に晴花が告白する瞬間を、葵は見ていることしかできなかった。

「う、うあうあうあああああああああっ！　い、言っちゃったよぉおおお!!」

「いや、あの、晴花せんぱぁーい[image: ]」

　もっとも、晴花は告白した直後、恥ずかしさのあまりに逃走してしまい、その返事は、しばしの間、保留されることになってしまったのだが。







　衝撃の告白から三日後。

「うあああ、無理だよぉ！　入らないよぉ！　人はそんなに知識を頭に入れられない！」

「馬鹿なことを言ってないで、さっさと参考書を開きなさい。貴方の成績が原因で、チームの足を引っ張りたくないでしょう？　副部長の貴方が抜けたら、もうチームはガタガタよ？」

「おおああおああああ……私、頑張るぅ……皆のために頑張るぅ……」

「よろしい。では、この設問を解いたら、おさらいの小テストをしましょうか」

　青春全開な告白をした晴花は現在、葵の眼下で醜態を晒していた。

　深山家の居間で、家庭教師である蓮華とマンツーマンで行われる授業はわかりやすい。だが、その分ハードらしく、晴花にとっては部活の練習よりも、体力を消費させるもののようだ。葵が差し入れを持ってきた頃には既に、晴花は畳の上に寝転がって、拒絶反応を出していた。

「無理ぃ……もう、無理ぃ……」

「やれやれ、仕方ないわね。じゃあ、少しだけ休憩を入れましょう。でも、休憩が終わったらまたビシバシ行くわよ？　何せ、それが佐藤君への報酬代わりなのだから」

「う、うう……後輩君がどうしてこんな意地悪を……これはストーカー問題を解決するまでの偽装だったはずなのに……」

　畳の上で寝っ転がる晴花へ、蓮華はため息交じりに告げる。

「意地悪ではなくて、むしろ愛だと思うけれどね？　貴方のためを思うからこそ、私に頭を下げて頼み込んだのよ。だから、これを機にしっかりと勉強しなさい」


「…………はぁーい」



「じゃあ、私は採点して、次のテストを作って来るから。葵、後はよろしくね？」

「うん。わかったよ、お姉ちゃん」

　蓮華は綺麗に微笑むと、今のテーブルの上から参考書やプリントなどを全て片づけて、自室へと戻っていく。その様子を横目で見ていた晴花は、蓮華が居なくなったことを確認すると、素早く起き上がった。無論、その視線の先にあるのは差し入れのケーキだ。

「葵、差し入れをありがとう！　ふふふっ、頭が疲れ切っていたから糖分補給は助かるよ」

「別に構わないわ、これぐらい……でも、ハル君、その、ちょっといいかしら？」

「うん？」

　葵は愛想笑いを消して、晴花の隣に座り込む。そして、真剣な表情で、問いかけた。

「三日前のこと……佐藤君が、何をしたのか、覚えている？」


「────みゃっ!?」



　その問いかけ一つで、晴花は瞬く間に顔を赤く染め上げて、狼狽ろうばいする。

「な、ななな、あの、葵！　あれはね。その、その場の勢いで……でも、噓じゃなくて！　あの時の告白は、私の本当の気持ちでね？」


「…………そこじゃなくて、その、佐藤君が影山先輩に施した、『あれ』を覚えている？」



　そんな晴花の様子を見るだけで、葵の内心はぎちりと軋きしむのだが、それを表情に出すことなく、葵はさらに問いを重ねた。

「うん？　ああ、あの、美里の中から悪い感情を食べてくれた奴だね！　うん、覚えているけど、何かな？　あ、ひょっとして、秘密にしないと駄目な奴？　まぁ、そうだよね。特別な力を持っているなら、そういう気遣いも考えないと」

「そう、ね。ええ、そうしてもらえると、佐藤君も助かると思うわ」

「もちろん！　恩義に反することはしないとも！」

　にこやかに答える晴花の言葉に、葵は落胆して、失望した。

　まず、晴花が異能のことを覚えていたことに落胆して。次に、落胆してしまった自分自身の心の動きに失望してしまった。孝幸から、美里の記憶が改竄かいざんされたことを聞き、ひょっとしたら、晴花もまた、記憶が改竄されており、自分だけが特別ではないかと期待してしまった。そのことが、葵にとっては許せない恥だった。

　ただ、恥を知ってなお、葵は晴花に対して問いかける。

「ねぇ、ハル君。貴方は……佐藤君のことが、本当に好きなの？」

　それは、心の中から湧き上がる醜い感情を、『本当に』という単語に詰め込んで、必死に隠した問いかけだった。間違っても、綺麗な感情で問いかけたものではなかった。

「うん、好きだよ」

　だが、葵の葛藤を蹴飛けとばすように、晴花は平然と答える。

「ずっと、ずっと好きだったんだ。互いに、顔も声も知らない間柄だったけど、私は間違いなく、あの人のことが好きで。時々、不安になるぐらい好きだったんだ。こんなに好きになれる人が居るなんて、私の都合のいい妄想じゃないかって。でも、あの人は本当に存在してくれて。私と美里を助けに来てくれた。叱ってくれた。手を差し伸べてくれた。誰かに望まれた私ではなくて、ろくでもない、駄目な私の存在を認めてくれたんだ」

　晴花の言葉に、葵は耳を塞ぎたくなったのだが、今更、そんな子供みたいな真似はできない。だから、葵はただ、己の体裁のためだけに、その痛みを受け入れる。

「だから、私は後輩君……佐藤孝幸君のことが、異性として好きだよ。うん、恋しいと思う」


「…………胸を揉んできた、気に食わない男子だったとしても？」



「ふふふっ」

　痛みに耐えながら、葵が紡いだささやかな抵抗の言葉。意地悪な一言。されど、それは今の晴花にはただの、子供の悪戯にしか見えない程度のもので。

「そういうのも、今ならちょっと、興奮しちゃうかも？」

　子供をからかうような笑みと共に返された答えで、葵は何も言えなくなってしまっていた。







　翌日の放課後、葵は孝幸からの相談に乗って、話し合う予定だった。

　相談内容は主に、二つ。一つは、晴花が異能を覚えていることに関して。もう一つは、孝幸が晴花から告白を受けたことについてだ。

　当初は孝幸から、異能に関する相談のみを頼まれていた葵だったが、告白に関しても悩んでいたようなので、そちらの方も『善意で』聞いてあげると提案したのである。他者のプライベートに関わることについては、特に、情報管理を厳しくする孝幸であるが、どうやら、葵と晴花が親しい仲であることと、葵への信頼によって、相談相手に足ると判断したらしい。

　孝幸から相談を持ちかけられる。その事実に、葵は自分でもよくわからない満足感を抱きつつ、待ち合わせの時間まで、もっともらしい助言を与えるために悩んでいたのだ。

　そして、待ち合わせ時間。午後五時ちょうど。

「なんで？　なんで私の誘いを断るの？　え？　私の誘いよ？」

「だから、この後、人と会う用事があるって言ってんだろうが、馬鹿お嬢様」

「馬鹿って言ったなぁ!?　この駄目高校生！」

　待ち合わせ場所である公園では、もはや当然の如く、孝幸が子供に絡からまれていた。

　しかし、その相手は複数ではなく単独。孝幸の学生服を摑んでいるのは、一目でブランド物だとわかる上等なワンピースを、気負うことなく着こなしているツインテールの少女だ。外見年齢は十歳から十二歳程度。まだ幼さが残る顔立ちの少女だった。

　高校生のお兄さんに我わが侭ままを言う少女。これだけならば、微笑ましい光景なのだが、問題は、二人の背後に立つ黒服たちの存在感だ。

「ちょっと、梶井かじいさんに、三虎みとらさん。アンタらのところのお嬢様、どうにかしてください」

「すみません、佐藤さん。どうにもなりません」

「お嬢様の勘気を諫いさめることができるのは、お身内に限られますので」

　ただ、如何にも雰囲気のある強面こわもての黒服二人は、孝幸からの言葉に気まずく目を逸らすばかりで、情けない様子。お嬢様、と呼ばれた子供を叱る気配は欠片かけらもない。

「誰と！　誰と会うの!?　私が誘ってあげたディナーに行くより大切なこと？　女の人？」

「まぁ、そうだ。大切なことだし、女の人だ。だから、ディナーはまた今度な？」

「むぅー！」

　お嬢様と呼ばれている子供は、孝幸の言葉が癇かんに障さわったのか、頰を膨らませて、げしげしと孝幸の足を蹴けっている。そんな光景を何故か、葵は公園の自動販売機の陰から眺めていた。いや、別に隠れる必要性は皆無なのだが、なんとなく身を隠してしまったのである。


「…………佐藤君は相変わらず、よくわからない人脈を持っているわね」



　自動販売機の陰に隠れていた葵は、小さく独り言を呟く。

　孝幸にまさか、こんなよくわからない交友関係があるとは思わなかった葵は、ほんの少しの寂しさを覚えていた。当たり前であるが、葵は孝幸のことについて、まだ全然知らないのだ。

「いやっ！　絶対に、嫌！　女の人だったら、絶対に行かせないもん！」

　それはそれとして、葵は、我が侭を言うお嬢様に対して、苛立ちを覚えていた。何せ、孝幸に対して、自分の都合を押し付けるように我が侭に振る舞う態度は、さながら、かつての自分自身を見ているかのようだったのだから。

　だから、このまま誰もお嬢様を止める人が居なければ、葵は耐え切れずに注意をしに行っていたかもしれない。

「くぉらぁあああああ！　この、馬鹿妹ぉ!!」

「ぴぃ!?　お姉ちゃん!?」

　けれど、その時は訪れなかった。公園の入り口から、全速力で走って来た制服姿の女子高生が、お嬢様の頭を『すぱーん』という快音を鳴らすほどの勢いで叩たたいたからだ。

「お、お姉ちゃんが叩いたぁ……家庭内暴力だぁ……虐待なのよぉ……」

「うっさい、馬鹿！　梶井さんと三虎さんに迷惑をかけないの！　それと、孝幸に我が侭を言うのはやめなさい！　困っているでしょう!?」

「だ、だって、前に孝幸が、私に借りがあるって言ったもん……傷が残ったら、責任を取ってやるって言ったもん！」

「全然、傷痕きずあとが残ってないから、無効な貸し借りじゃない！　大体、あの時は事故に遭いそうなアンタを突き飛ばして、代わりに孝幸が怪我をしたのよ？　入院するほどの大怪我を。その恩を忘れて、いつまでもぐちぐちと……高山たかやま家の人間として、恥を知りなさい！」

「うえーん！」

　子供を諫めるその姿には、見え覚えがあった。名前は高山結実ゆい。葵にとっては別のクラスの友達だ。だが、その姿は葵が知っている、いつもの彼女とは違うものだった。目立たないことを好むような普段の言動とは違い、現在の高山は凛とした迫力がある。

「ほら、二人とも！　泣いている内に、さっさと連れて行ってください。車に無理やりにでも詰めて、家に帰す！」

「「は、はいっ！」」

　それこそ、黒服たちに指示を出して、お嬢様を連れて帰させた姿には、声だけで人を従わせるような一種のカリスマがあるように見えた。

「さて、孝幸」

「はい」

　凛とした高山の声に呼びかけられた孝幸は、露骨に背筋を正して、返事をする。

　まるで、何度も、何十回も同じやり取りを繰り返したような気安さと、慣れ切った態度で。

「お前が妹に甘いのは今更だから、何も言わない。好きにすればいい。でも、気になることがあるから、素直に答えなさい。お前、また変なことに首を突っ込んでないでしょうね？」


「…………」




「ふん。お前が黙るってことは、自分のためじゃなくて、誰かのためにここで待ち合わせしているってことね。そして、その相手は…………いや、いいか。ともかく、中学の時みたいに、無茶だけはしないこと！　いいね!?」




「はい…………あの、結実」



「気安く名前で呼ぶな！　誰かが聞いているかもしれないでしょ!?」

「えぇ……お前は名前で呼んだ癖に」

「うっさい！　つい、うっかりしていたの！　というか、さっき、走って来た時に、ちらっと自動販売機の陰に誰かが見えて……あっ」

　二人のやり取りを眺めていた葵の胸には、先ほどの比ではない寂しさがあった。それも、胸に氷柱つららを突き立てられたような、冷たい寂しさである。葵の脳裏には、以前、孝幸から聞かせられた昔話がリフレインして、大切な友達という単語が何度も脳内に浮かんできた。

　自分は、孝幸のことを何も知らない。その事実を改めて眼前に突きつけられて、葵は息が上手うまくできなくなった。わかっていたことだった。わかっていたのに、どうして？　と自動販売機の裏側で、自らの胸を押さえて俯いて。

「あの、大丈夫？　深山さん」

　だから、すぐ隣まで近づいていた高山に気づいたのは、当人から、心配そうに声をかけられたその時だった。




「深山さん。ちょっとだけ、女の子同士の話をしない？　あっ、たか……佐藤！　お前は少しの間、離れてなさい。いいね？」

　葵が体調不良ではないことを確認すると、高山はすぐに孝幸を公園の外へと追い払った。

　孝幸に対して、あんまりな対応じゃないかと思う葵であったが、当の本人は特に文句もなく、納得した様子で離れている。その事実が、さらに胸を苛さいなむのだが、葵は、高山の前では意地でも動揺しているところを見せたくなかった。


「…………うん。あの距離なら、あいつでもきっと聞こえない。ごめんね？　深山さん。突然、話がしたい、なんて言って」



「別にいいわ。ただ、この後に佐藤君と用事があるから、手短にお願いするわね？」

　高山の姿は、少なくとも、葵の前ではいつも通りに見えた。先ほどのような、妙な迫力は無い。とはいえ、何のためにこの話し合いをしようと持ち掛けたのかわからないので、とりあえず、牽制けんせいの意味で軽く、葵は己の忙しさを強調する。

「うん、わかった。なら、単刀直入に訊くね？　深山さんはさ、佐藤のことが好きなの？」

　しかし、牽制の一撃に対して返ってきたのは、居合の如き必殺の一刀だった。

「……え？　あ、え？」

「余計なお世話かもしれないけど、ちょっとした好意とか、興味がある程度なら、後悔するから付き合わない方がいい。絶対に、痛い目を見るから。でも、もしも、本当に、本当に、佐藤のことを異性として好きなら、うん」

　動揺している姿を見せたくない、なんて言っている余裕なんてなかった。まるで、覚悟が違っていた。小手先で牽制しようとした葵と違って、高山は最初から本気の本音だった。

「あの唐変木とうへんぼくの、どうしようもない馬鹿が、普通の男子みたいに狼狽うろたえるように、惚ほれさせてあげて欲しいの。きっと、それぐらいじゃないと、あいつの馬鹿は治らないから」

　それだけだから、と告げる高山は、用事は済ませたとばかりに、身を翻ひるがえして立ち去ろうとする。あまりにも、鮮やかな必殺と撤退に、呆然と見送ってしまいそうになる葵だが、意地でたった一言、絞り出す。

「待って」

　葵が絞り出した一言は、高山の足を止めた。振り返らず、止まって、言葉の続きを待っている。葵はそれに対して、何か上手い言葉を選ぼうとするのだが、気づけば口が動いていた。

「高山さんは……なんであの時、私に佐藤君の悪評を騙かたったの？」

　それは意趣返しではなく、純粋なる疑問によって飛び出た言葉だ。どうしても、どうしてもそれだけは知りたいと、頭で考えるより先に、心が紡いだ言葉だった。

「ふふふっ」

　高山は小さく笑った後、葵の方へと振り返り、言う。

「なんでだと思う？」


「…………恐らく、私や他の連中を近づけさせないため。佐藤孝幸という人間の性質上、人が集まるとどうしても、誰かのために動く。傷つく。それを、貴方は嫌ったんじゃないかしら？　だから、佐藤君が傷つかないようにわざと悪評を流している。たとえ、貴方自身が『誰かの悪評を流す嫌な奴』だと認識されようとも」



　言いながら、葵はふと思った。朋絵の時、孝幸について調べた相手の内のどれだけが、高山と同じように『わざと悪評を流している奴』だったのだろうか？　と。

「ふ、ふくくっ。面白いことを言うのね、深山さん。でも、だったら、どうだっていうの？」

　笑う。笑う。笑う。高山は葵を前にしても平然と笑い、対峙している。

　目の前に居て、対峙しているはずなのに、葵は高山がそこに居るのかわからなくなるぐらい、存在を摑み切れてなかった。

「高山さんは……本当は、佐藤君のことをどう思っているの？」

　けれども、葵は問う。たとえそれが、霧の中に小石を投げ込むような行為でも。何か一つでも、高山のことを知らなければならないと思ったから。

「どうも、なにも」

　その意図が伝わったのかどうかわからないが、高山の反応は素直だった。煙けむに巻くようなものではなく、投げ込まれた小石を受け止めて、そのまま握り潰つぶすような答え。

「大嫌いよ。あんな奴のことなんて……大っ嫌い。前にも、言ったでしょ？」

　嫌いだと告げる高山の表情を、葵はなんと表していいのかわからなかった。

　泣いているのか、笑っているのかもわからない。昼と夜が混ざり合った空色のように、狭間はざまにある高山の表情は、夕日に滲んで、すぐに見えなくなった。




「あれ？　高山は？」

「佐藤君のことをよろしく、とだけ言い残して帰ったわよ」

「そうか……他に何か、言っていなかったか？」

「ええ、ちょっと女性同士のデリケートなことを」

「そんな風に言われたら、男子は絶対に詳しく訊くことができないじゃん」

「まぁ、大したことは話していないわ。それより、今はハル君のことでしょう？」

　葵は高山との会話の後、公園に戻って来た孝幸と言葉を交わしていた。内心、複雑に絡み合う感情を表に出さず、平静を装って、晴花に関する報告を始める。高山との会話について、これ以上、言及されない内に。

「なるほど。やはり、晴花先輩も深山と同じように、記憶を失っていない、と。そうなると、何か共通点を見つけられそうなんだが、深山は何か考えがあるか？」

「生憎、さっぱりね」

　説明を終えた葵は肩を竦めて、孝幸もまた、ため息交じりに予想通りだと頷く。


「だよなぁ…………はぁ、魔女め。説明書の一つでも寄越せって話だ、まったく」



　報告を終えた葵と、聞き届けた孝幸は共に、公園のベンチに座り込んだ。互いに、「ふぅ」と一息吐いたことがわかるぐらいには、近い距離で座り、何でもないように話を続ける。

「ともあれ、確認ありがとう、深山。俺が直接会えばいいんだが、どうにも気まずくって」


「…………佐藤君。その、ハル君の告白についてなんだけれど」



「ああ。その件について、ちょっと深山に相談したいことがあったんだ」

　孝幸は穏やかな笑みを浮かべて、言った。

「どうやったら、晴花先輩をできるだけ傷つけずに、告白を断れると思う？」


「…………えっ？」



　柔らかな口調で、唐突に告げられた言葉に、葵の思考は硬直してしまう。だが、このまま何も言えずにいたら、何のためのパートナーだと、無理やり思考を再開させた。

「その前に、訊いてもいい？　一体、どうして、告白を断るの？　ハル君の何が問題なの？」

　錆さび付ついた歯車が回るような、ぎこちない葵の問いかけに、孝幸は軽く笑って答える。

「いや、これは俺の信条の問題さ。なんというか、あれだ。俺にガチな恋愛とか無理なんだよ。なんか重くて。あー、あれだ。失恋相談をやり過ぎた弊害なのかもしれないな。俺は正直、ガチな恋愛よりも、軽い付き合いの方が楽で合っているのさ」

「……佐藤君が自分を貶おとしめる言い方をする時は、大抵、何かを誤魔化そうとしている時よね？」

「それは、深山の勘違いじゃ──」

「ねぇ、馬鹿にしないでよ」

　へらへらとした笑みを浮かべた孝幸の虚言を、葵の眼差しが射抜いた。

「あのさ、佐藤君。適当な噓で誤魔化さないで？　そりゃあ、私は高山さんみたいに、貴方との付き合いが長いわけじゃないわ。でも、短い付き合いなりに、私は貴方が恋愛に対して、真剣なことを知っている。誰かの恋心を尊重して、きちんと向き合っていることを知っている」

　それに、と言葉を次いで、葵はさらに孝幸の内側へと踏み込む。

「佐藤君は気を許している相手を、名前で呼ぶわよね？　さっき高山さんと会話していた時も、ハル君の時も。少なくとも私には、貴方が彼女たちにある程度、心を許しているように見えたわ。もちろん、その上で、友達としては仲良くしたいけど、恋人にしたいのは違う、と貴方の口から言うのであれば、納得してあげるわ」


「…………それ、は」



　言いい淀よどむ孝幸の姿を見て、葵は確信を得たのか、推論をさらに広げていく。

「言わないわよね、貴方は。だって、そこで肯定すると、高山さんやハル君が魅力のない女性のように思われてしまうもの。でも、例えば『軽い恋愛だけしたい』みたいな、自らを下げるような発言をすれば、相手を貶めずに、自分の評価が下がるだけで済む。そういうことなのでしょう？」


「…………」



「そして、貴方が沈黙する時は大抵、誰かのため。じゃあ、今は誰のために黙っているの？」

　孝幸はくしゃりと表情を歪めて、沈黙する。沈黙して、けれども、何かを言わなければならないと口を開こうとして、閉じる。まるで、己の内にある真実の中から一番、誰かを傷つけないものを探っているかのように。


「答えてよ、佐藤君。断るのが駄目なんじゃないの。ただ、私は納得がしたいのよ。本当の理由が知りたいの…………うん、余計なお世話だってことはわかっている。でも、でも私は、貴方のパートナーだから。貴方を、見張らないといけないから。だから、ちゃんと、して」



　そして、震えながらも紡がれた葵の言葉で、ついに孝幸は口を開いた。

「俺は、生まれてから一度も、誰かに恋愛感情を抱いたことがないんだ」

　ベンチの背もたれに体重を預けて、空を見上げながら、独り言のように孝幸は語り始める。

「感情はある。好意も嫌悪もある。性欲もある。理屈なら、納得できる。他人事ひとごとなら、それなりの助言もできる。でも、俺の中には無いんだよ。ときめきも。葛藤も。誰かを想って胸が締め付けられるような、甘い痛みも、苦しみも。誰かを恋しいと思うことがない」

　それはまるで、空に向けた告解だった。

「だから、いくら想いを向けられても、返せないんだよ。晴花先輩の恋に対して、同じ重さの気持ちを返すことができないんだ。だって、俺は自分の恋を知らないんだからさ」

　乾いた笑みを浮かべて、自虐のように、己の欠陥を謳うたう孝幸。

　その表情は痛々しくも、晴れ晴れとしたものだった。

「それは、今も変わらない。少なくない時間、信頼を交わし合った友達から好意を向けられても。あんな美人で、素敵な女の子に告白された瞬間だって、俺は何も感じなかった。いや、もちろん、好意を寄せられたことは人間として嬉しい、でも、駄目だ、全然駄目なんだ」

　晴れ晴れとした、泣き笑いの表情で言う。孝幸は葵へと視線を合わせて、告げる。

「俺の異能が。俺の主観が。これは恋ではないと否定する。なら、断るしかないだろう？　晴花先輩に望まれている想いを、俺は差し出すことができないんだから」

　告げられて、葵はようやく高山が言っていたことの一端を理解できた。痛い思いをする。後悔をするとは即ち、このことで。それでも、本気の想いを持つ者に、希望を託したかったのだろう。孝幸が誰かと共に在れる未来を望んでいたのだろう。

「わかっただろう？　深山。俺に好意はあっても、恋はない。友達になれても、恋人になれない。だから、晴花先輩の想いには応えられない。断るしかないんだ」

　乾いた笑みと共に紡がれた言葉は、隔絶だった。まるで、お前たちとは違うと、一線を引かれたように、葵と孝幸との距離は分け隔てられてしまった。





「────でも、恋をしたいのでしょう？」






　故に、だからこそ、葵はさらに踏み込む。孝幸が引いた一線の向こう側へと、踏み込む。

「本棚一杯に恋愛モノを集めるぐらいに。ノートを何冊も重ねて研究するぐらいに。異能を使った恋愛相談なんてするぐらいに、恋を知りたかったのでしょう？」

「それ、は」

　今まで得た情報を、点と点を繫つなぎ合わせて、無理やりにでも推論を作る。間違っていても気にしない。葵に今、必要なものは、報われぬヒーローに前を向かせるための結論だ。

「佐藤君、ハル君は本気よ。貴方のことが本気で好き。だから、貴方も本気で応えて欲しいの。告白に好意で返せ、ってことじゃない。どんな答えでもいい。でも、取り繕った優しい噓じゃなくて、貴方の真実で答えて欲しいの」

「……噓だろうと、真実だろうと、俺が晴花先輩の想いに応えられないのは同じだ」

「違う。全然違うわ。理由が違うならきっと、ハル君は諦めない。貴方の答えを聞いても、ううん、だからこそ、貴方を惚れさせて見せるって、ハル君なら言うはずよ」

「はっ。そんな、俺にとって都合の良い答えがあるわけがない」

　呆れたように苦笑する孝幸へ、葵は毅然と言葉を重ねる。


「かもしれないわね。案外、佐藤君の事情を知って、あっさり手を引くかもしれない。でも、そうだとしても、貴方が勝手にハル君の恋を終わらせるのは、不誠実よ。どんな結末になるとしても────答えを出すのは、ちゃんとハル君と向き合ってからにしなさい、佐藤孝幸」



　その言葉が、孝幸にとっての急所だった。孝幸自身のためではなく、晴花のことも含めた言い方だったからこそ、孝幸にはその提案を断ることができない。

「……ああ、わかったよ。そこまで言われたら、腹をくくるさ。明日の放課後。そうだな、校舎裏にでも呼び出してから、事情を説明する。その上で、俺は自分なりの答えを出すよ」

「うん、それでよろしい！」

　そして、観念したように頷いた孝幸を、葵は満面の笑みで祝福したのだ。

　己の心の内で、悶もだえ苦しむ醜い感情があったとしても、それを押し殺して、取り繕う。

「じゃあ、頑張りなよ、佐藤君！」

　だから葵は、元気よく孝幸の背中を押した後は、ボロが出ない内に公園から立ち去ることにした。気軽に別れて。自分の容姿を最大限に利用して、颯爽と格好良く立ち去って。


「…………」



　孝幸から見えなくなる場所まで歩くと、途端に表情を消した。真顔のまま、黙々と歩き続けて。何も考えずに進んでいく。

　やがて、気づけば葵は、悪友である柚子ゆずの部屋を訪れていた。


「…………柚子」



「なに？」

「慰めて」

「なんで？」


「…………ごめん。なんでもなかった」



「あ、そう」

　だが、いつもは躊躇ためらわずに本音を晒して、愚痴を吐き出す葵が、今日に限っては大人しい。柚子への我が侭なんて、普段ならば断わられても、脇腹に顔を突っ込んでいくというのに。今は部屋の隅で携帯端末を弄っているのみ。ただ、その動作もまた、上滑りしている。自分の日常動作を反復して、余計な感情を外に出さないように努めているようにしか見えなかった。

「……はぁ。葵、こっちに来なさい」

「いいの？」

「悪かったら、最初から言ってない」


「…………んっ」



　故に、柚子は仕方ない、といった様子で葵を膝枕ひざまくらする。粗雑で、下手くそな手つきで、膝の上に乗っかっている葵の頭を撫なでる。

「ふふっ、相変わらず、柚子は頭を撫でるのが下手だなぁ。いやほんと、女の子にあるまじき、下手くそさ。んもう、私の黒髪キューティクルが台無しだよ」

「あ、そう。嫌なら止める」

「んーん。嫌じゃない」


「…………明日の放課後。新しくできたという、クレープ屋に行ってみる？」



「うん、行く」

　葵は柚子の膝の上で身を委ゆだねて、しばしの間、瞼まぶたを閉じた。明日一日の間で良いから、強くて、格好良い自分であるために。今だけは、素直に甘えることにしたのである。







　調子が悪い時ほど、笑顔を忘れず、美しく。

　深山葵は自らの弱みを誰にも見せないために。自分の弱さで誰かを傷つけないために。弱っている時こそ、笑顔を装うことをモットーとしている。

　だからこそ、葵は翌日の朝。完璧かんぺき過ぎるほど美しく身支度を整えて、いつもよりも三割増しの元気で周囲と接していた。そう、いつもよりも軽快に歩いて。朗らかに笑って。他人に親身になって生活する。そうすればきっと、いつの間にか一日が過ぎ去って、心が軋む音も聞こえなくなってくる。そのはずだったのだ。

「葵。今日のアンタ、凄く様子がおかしかったけど、どこか調子でも悪いの？」

　放課後。親友である朋絵に看破されて、心配そうに顔を覗のぞき込まれるまでは。


「…………あー、わかる？　流石、朋絵だね。うん、ちょっと寝不足で。だから、ごめん。今日は早めに帰るから──」



「噓。葵は体調が悪い時、弱い部分を周囲に見せたくないから学校を休んだり、早退することを躊躇わない。なのに、今日はずっと何かに耐えるみたいに教室に居た。ねぇ、葵。それは、アンタが今日、佐藤とまともに会話していないことと関わりがあるの？」

「……わかる？」

「わかるよ。だって、アタシたちは親友だろ？」

　朋絵の指摘に、葵は「敵かなわないな」と小さく呟いた後、ゆっくりと虚勢の仮面を外した。

「朋絵。あのさ、少しだけ愚痴を言ってもいい？」

　虚勢の下に隠されていた素顔の葵は、今にも倒れてしまいそうなほど弱々しい笑顔だ。

「いいよ、いくらでも」

「ごめん。多分、迷惑をかける。情けないところを見せちゃう」

「じゃあ、アタシがこの間、情けないところを見せたから、おあいこってことで」

　葵は足取りがおぼつかないものの、朋絵の助けを借りて、空き教室へと場所を移す。流石に、この手の話題を自分の教室で口にする行うほど、葵は豪胆でもなければ、無神経でもなかった。

「それで、葵はなんでそんなに、今にも死にそうな顔をしているの？」

「ええと、実はね？」

　夕日がカーテンの隙間すきまから差し込む、空き教室。普段使っているそれよりも、やや埃ほこりっぽい空気を感じながら、葵は朋絵へと説明した。異能やストーカー問題のことを省き、ただ、今の自分にとって肝心なことを。

「つまり、葵は佐藤の隣に、自分以外が居るのが嫌なんだ？」


「…………健気けなげに親戚の恋路を手助けしたエピソードを語ったのに、その反応が、それ？」



「うん。だって、葵。全然、納得してない顔じゃん。それ、中学時代も見たけど、先生に色々正論を言われても、感情が納得できずに不貞腐れている顔じゃん」

　そして、葵が一通り説明し終えると、朋絵から向けられたのは、呆れ果てた表情だった。

「別に、天宮先輩が告白したからと言って、葵が身を引く必要はないって。昔に色々あった相手でも、むしろ、だからこそ葵は正々堂々と戦うことを選ぶタイプだと思っていたけど？」

「……違うの」

「違うって、何が？」

　しかし、朋絵の言葉を受けても、葵の表情は晴れない。むしろ、憂いの色を強くして、次の言葉を紡いだ。


「────私が、佐藤君に向けている想いは、恋愛感情じゃない」



　葵の悩み。その中心の核となっている想いを、形にする言葉を。

「キスとか、ハグとか、エッチなこととか。恋人同士がやるような素敵なことをしたいわけじゃないの。私はただ、佐藤君の隣で、一緒に遊びたかった。私が一番仲良くて、私が相棒枠みたいな立場で。一緒に、馬鹿みたいなことではしゃいで、青春を楽しみたかった。そんな、そんな子供の我が侭みたいな感情しかないの」

　この胸を苛む想いが、恋だったらどれだけいいだろう？　と葵は何度も思っていた。けれども、違うのだ。葵が苦しんでいる理由は、ただの拗ねた子供の嫉妬に過ぎない。幼稚な独占欲に過ぎない。憧れから生まれた葵の感情は、まるで恋には届いていなかったのだ。

「だから、言えるわけがないじゃない。こんな我が侭で、本気で恋をしている人の邪魔なんてできない。馬に蹴られるどころじゃないよ。何より、こんなの私自身が認められない」

　葵はぎゅっと、胸を手で押さえながら、当然のように言う。

　恋に真剣な二人の邪魔だけは、絶対にしてはいけないのだと、自らを戒める。

　たとえ、それが強がりだとしても、格好良くあるために。ちゃんとした自分であるために。孝幸の背中を押すために、葵は努めて美しく微笑んで。


「────くぉんのっ！　ばかぁ!!」



「ごっほぉ!?」

　朋絵によって、思いきりその背中を叩かれた。

　ずぱーん、と盛大な音を立てて与えられた衝撃は、思わず葵が体を曲げて、何度も咽むせるには十分な威力だった。故に、葵は朋絵の言葉を止めることはできない。

「あのね、葵。それは、駄目だ。アタシだから、わかる。言えなかったアタシだから、わかるんだ。それは絶対に、葵の傷になる。誇らしい傷じゃない。膿うむ傷だ。ずっと引きずるタイプの傷だ。選んで得た奴じゃない。絶対に後悔する奴なんだよ！　アタシが、ナオの奴にずっと、『もう大丈夫だ』って言えなかったみたいに！」

「げほっ、えほっ……一体、なに、を？」

「葵！　深山葵っ！　全然、らしくないぞっ！」

　そして、辛うじて顔を上げたと思ったら、両手で肩を摑まれて、朋絵の顔が近くにあった。その顔は、涙すら浮かぶほど必死で、怒りと悔しさが混じった感情の色が見えた。

「言えよ！　我が侭でも！　馬鹿みたいな嫉妬でも！　言えよ！　恋愛感情なんて、綺麗に飾った感情じゃなくても！　醜くても、みっともなくても！　葵らしい、我が侭を言って、迷惑をかけて来いよ！　自分勝手で、身勝手に！　一緒に居たいって！」


「そん、なの──っ！　言えるわけがないでしょうが！　私はもう高校生よ？　どの口でそんな我が侭を言うの!?」



「その口だよ！　いつも自信満々で！　誰かのためじゃなくて、自分のために誰かを助けていると言っていた、その口で、言ってくるんだよ！　だって、だってさぁ、葵」

　くしゃりと、悲しみで歪んだ顔で。同情ではなく、懇願にも近しい顔で、朋絵は言う。

「佐藤の隣に居る時の葵、凄く、凄く楽しそうだったじゃん。それがさ、恋じゃないからって。誰かと比べてみっともないからって、殺さないでよ。アタシは、アタシはさぁ、誰かを助ける、格好良い葵だけじゃなくて、馬鹿みたいな我が侭を言う葵も、大好きなんだよ」

「とも、え」

「だからさ、ちゃんと言って来なよ、葵。馬鹿にされたら、一緒に怒るから。悲しんだら、慰めるから。だから、自分で、自分を殺さないで。そんな葵、全然、格好良くなんてない」


「────っ！」



　告げられた言葉に。零れた涙に。暑苦しいほどに伝えられた想いに。ようやく、葵は己の心に熱い血潮が巡るのを感じた。


「ごめん。それと、ありがとう、朋絵…………行ってくる！」



「うん……うんっ！　全力一本、走ってこい！」

　葵は、再度、親友に背中を叩かれて走り出す。さながら、号砲を聞いたスプリンターの如く、真まっ直すぐに。躊躇うことなく、ただ、走って行く。




　格好悪いなぁ、と葵は必死に足を動かしながら、自らの不格好さを思う。

　きっと、とても情けない顔をしている。必死で汗を流して、周囲なんてお構いなしで。孝幸の背中を押した癖に、今更になって、自分も誰かに背中を押されて、ようやく走り出したのはとても格好悪い。

「はぁっ、はぁ、ぜっ──ああっ！」

　それでも、自分で自分を殺すような愚行よりはよほどマシだと、教えてもらえたから、葵は走る。恥なんて知らない。外聞なんて、どうとでもなる。だから、葵は目指す。孝幸と晴花が居る場所へ、校舎裏へと駆けていく。人通りが少ない廊下を、葵は一息に駆け抜けて。

「遅かったね、葵。もう、終わっちゃったよ？」
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　晴花の柔らかな笑顔に迎え入れられた。

　葵はその言葉に、ただ、声を失くして。荒く呼吸を繰り返しながら、それでも、今更だと胸を叩き、顔を上げる。たとえ、晴花の想いが成就しても、はた迷惑に過ぎなくても。この想いだけは伝えてやる、と晴花と対峙する孝幸を睨むように見つめて。

「もう、ふられちゃった」


「…………えっ？」



　思わぬ言葉に、視線が晴花の方へと引き寄せされた。

「あーあ、ひどいよねぇ、もう。聞いてよ、葵。私、これでも異能とか、よくわからないことを説明された後に、感動的な告白をしたつもりだったんだけどさ。その答えが……おっと、都合がいいことに『当事者』が居るね。というわけで、後輩君……ちゃんと言ってあげなよ」

「うぐっ」

　呆然とする葵へ、晴花はあっけからんとした様子で応える。視線を孝幸へと向けて、葵への言葉を促す。孝幸はしばらく躊躇っていたが、やがて、覚悟を決めたように言葉を紡いだ。

「深山。俺はその、腹をくくった。ちゃんと晴花先輩へ説明をしたし、その想いとも向かい合った。だから、この決断は仕方なくなんかじゃない。俺なりにちゃんと考えて、晴花先輩に答えを返したんだ──俺には今、晴花先輩よりも大切にしたい人が居る、と」

　覚悟が込められた瞳で見つめられて、話の流れを聞いて、葵は自分の顔が赤くなっていくのを感じる。いや、だって、困る、と。自分の想いはそういうものではないのに、どくどくと血潮が体を、心を巡る感覚がはっきりとわかってしまう。

「だから、断った。どんな事情があったとしても、付き合うとなれば、交際している相手よりも大切な女子が居るのは、不誠実だろう」

「え、あ、あのっ……そ、それは、その人って、つまり」

「ああ、アンタだよ、深山。俺は、アンタのことを大切に想っている」

「ひゅっ」

　葵は思わず、己の呼吸が止まるような気分だった。いきなりの不意打ちに、きちんとした答えを用意する間もなく、思考が沸騰していく。

「白状すれば、俺は嬉しかったんだ。アンタが俺のことを覚えていてくれて。俺をヒーローと呼んでくれて。凄く、報われた気分になった。俺を見張ると言ってくれた時、期待に応えたくなった。アンタが認めてくれるようなヒーローを目指して、もう一度、やり直してみたいって思えたんだ」

　けれども、そんなことはお構いなしに、孝幸は葵を真剣な表情で見つめて、視線を離れさせない。そうなると、葵もいよいよ困惑が最高潮だった。恋愛感情ではないはずなのに、心臓の鼓動が喧やかましいほど聞こえて、足元がおぼつかない。

「だから、深山。改めて、頼みたいことがある」

　そして、孝幸はついに葵へと、自らの想いを告げる。

「あ、いや、その、こんな、だって、ハル君が告白したばっかりで、そんなの──」

「俺の相棒として、隣で見張っていてくれ。一人ではヒーローになれないかもしれないが。お前が隣に居れば、俺は少しだけ人間らしく、ヒーローを気取れると思うから」

　とても勇気を振り絞って、必死に考えたであろう、誠実なる言葉を。

　ただし、その言葉は葵の考えているようなものではなかったのだが。


「…………えっ？　相棒？」



「ああ、頼む。危うく間違えそうになった俺を正道へと叩き戻してくれた深山にしか頼めないんだ、こんなこと」


「あ、うん、えっと…………あー、いいよぉ……なるなる、相棒になるぅ……」



「なんか軽くない!?　おまけにテンション低いし！　俺、覚悟を決めて頼んだのに!?」

「うっさい、ばーか!!」

「うっさい、ばーか!?」

　葵は顔を赤くして、その場にしゃがみこんだ。本来、望んだ立ち位置へと、孝幸の方から誘ってくれたはずなのに、釈然とせず、またそのことがとても恥ずかしい。

「うんうん、よし！　よくぞ、葵に本音を告げることができたね、後輩君！　偉いぞぉ！」

「いや、晴花先輩の後押しのおかげです……ありがとうございます。告白を断ったのに、背中を押してもらって」

「いやいや、いいんだよ？　だってさ、君たち二人にはとてもお世話になったから」

　そして、葵は油断してしまっていた。釈然としない想いを抱えながらも、自分は孝幸に選ばれたのだと安堵してしまっていた。

「これで、心置きなく、戦える」

「へっ？」

　だからこそ、葵は思いもしてなかったのである。

「んちゅっ」

　隙すきを突いて、晴花が孝幸の唇を奪うなんて。

　それはまるで、時が止まってしまったかの衝撃だった。晴花の唇を自らのそれと重ねられた孝幸は、目を見開いて硬直している。動けない。その光景を目撃してしまった葵も、完全に情報量を処理しきれずに、頭がショートしてしまっている。

「……ぷはっ。ふ、ふふふふっ！　油断したねぇ、後輩君！」

　やがて、つかの間のキスを終えた晴花の顔色は赤く染まっていた。あまりの緊張に首筋から汗が流れ出ているが、それでも、勝ち誇ったような笑顔で孝幸を指差し、宣言する。


「私は確かに、君にふられた。でも、私の恋を否定されたわけじゃない。君が誰か他の人に恋しているわけじゃない！　だったら、私が君を惚れさせてあげる！　私が君の一番になってやる！　だから、だから……っ！」
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　言葉の途中で、晴花は大きく息を吸って、くるりと葵へ視線を移した。

「私はまだ、この恋を思い出にするつもりはないよ？　そこら辺、覚えておくように」

　そして、晴花は挑発的な……実に強したたかな女の子らしい微笑みを作ると、「ふはははっ！」と実に楽しげな笑い声と共に走り去っていく。

　その表情は、誰かに望まれた配役のものではなく、自ら望んで戦いの舞台に上がった、恋する乙女のものだった。


「…………っ！」



　葵はその背中に何かを言おうかと考えていたが、結局、何も言えずに黙り込む。そんな、微妙にいたたまれない沈黙の中、ようやく正気を取り戻した孝幸が、ポツリと小さく呟いた。

「言われなくても、忘れられねぇよ、これは。まったく、食えない人だ」

　それは確かに、恋を食らうバケモノが、恋する乙女にしてやられたのだと認める、賞賛の言葉だったという。
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「…………むーっ」



「んだよ？」

「キスされたのに、大して焦あせった様子も見せずに余裕ぶった表情……やはり、女性関係が荒れているという噂うわさは真実なの？」

「事実無根だ。というか、あれがファーストキスだぞ？」


「そ、それは……ファーストキスの相手が美少女でよかった、ねぇ……っ！」



「お、おう……あー、相棒。顔が怖いんだが？」

「ふんっ！」

　晴花はるかが走り去って、しばらく経たった後、衝撃から復帰した葵あおいが孝幸たかゆきに絡からんでいた。露骨に機嫌を悪くして、睨にらみつけるように鋭い視線を向けてくる。

　もちろん、これで何も察せないほど、孝幸は朴念仁ぼくねんじんではない。ただ、これで葵から恋愛感情を向けられていると思うほどのぼせ上がってもいない。

　よって、孝幸は正しく、葵の内心を見透かしていた。きっと、ここに来たのは、何か自分に我わが侭ままを言うためなのだと。

「深山みやま、その、あれだ。アンタの機嫌を直すためには、喫茶店きっさてんでどれだけの甘味が必要だ？　こちらには、散財の準備はできているぞ？」

「……いい。私、これから柚子ゆず……友達と新しいクレープ屋さんに行くもん」

　けれども、孝幸は、葵の我が侭がそこまで嫌いではなかった。

　何せ、子供の頃ころとは違う。大嫌いな相手からの我が侭ではなく、大切な相手からの我が侭だ。その我が侭の範疇に自分が居ることが、孝幸は嬉うれしかったのである。

「そうか。なら、その友達が、アンタの機嫌を良くしてくれることを祈っているよ」

　だから、葵が拗すねて何も言えなくても、孝幸にとってはそれで十分だった。今ではなくていい。もう十分過ぎるほど、誇らしいものを葵から貰もらったからこそ、言葉までは不要だと考えていた。言われずとも察して、これからの日常で応こたえて見せよう、と。

「じゃあ、また明日」

「……あっ」

　孝幸が素っ気なく葵に手を振って、夕暮れの中を歩き出したのは、つまりはそういう理由だった。これからを当たり前に信じたからこそ、気軽に立ち去ろうとしたのだ。


「────あの、さぁ！　佐藤さとう君っ！」



「うん？」

　そんな孝幸の動きを止めたのは、葵の声だ。

　普段の良く通る凛々しい声ではなく、裏返った声で、葵は孝幸に呼びかける。

「わ、私もっ！　私もさ！」

　孝幸が振り返ると、いつの間にか、葵の姿は目の前だった。いつの間に、と思いながら、後ずさってしまいそうになる孝幸の手を、葵は逃さず握る。力一杯握って、言う。

「私も佐藤君と一緒に居る時間が、大切だから！」

　孝幸の瞳ひとみをじっと見つめて、恥ずかしさのあまりに引ひき攣つった笑みで、葵は今度こそ、自分の想おもいを告げる。

「貴方と会えたおかげで、私は、今の私になれたから！　だからっ！　今度は私が、貴方を助けてあげる！　相棒として、貴方がちゃんと人間らしくなれるように！　貴方がいつか、誰だれかのことを恋しいって、胸を張って言えるように！」

「……そうか。ああ、それは助かるな、相棒」

　触れれば焼けてしまいそうな、葵の言葉を受けて、孝幸は微笑んだ。

　それは、不遜でも、不敵でもない、少し大人びた少年の微笑みだった。


「────っ!!　そ、それだけっ！　それだけだからぁっ!!」



　そして、恋ならぬ告白を済ませた葵は、今度は、脱兎だっとの如ごとく孝幸の前から逃げ出していく。それはもう、陸上部への再勧誘待ったなしの俊足で、あっという間に、姿が見えなくなった。

「ははは、まったく」

　葵が逃げていくように走り去った後を眺めて、孝幸は苦笑する。

　心が震えるほど、美しい笑顔を。告白される方が赤くなってしまうような言葉の熱を。完璧かんぺきを装った美少女の本音を受けて、孝幸は苦々しく笑う。


　────それらに微塵みじんも恋の気配を感じない、バケモノの自分を嗤わらう。



「こんな奴やつが、もう一度ヒーローを目指したいなんて、やっぱりおこがましいよなぁ？」

「そうかな？　挫折したヒーローの復活は、見ていて楽しいものだと思うよ？」

　自虐の言葉を拾う声が聞こえて、孝幸は反射的にそちらへと視線を向けた。

「やぁ、久しぶり。我が契約者、【シュガースパイス】の佐藤孝幸」

　そこには、魔女が居た。

　闇やみがそのまま形を得たような黒衣を纏まとう魔女。猫のような目で、世界全すべてを不遜に笑っているような、超常の存在が、あまりにも唐突に現れた。

「そろそろ、君が対価にしたものの大切さがわかってきた頃かな？　どうだい、中々辛いだろう？」

　思わぬ再会に、孝幸は何を言おうか戸惑ってしまうが、その僅わずかな隙すきを縫うように、魔女は言葉を重ねる。口元を三日月に歪ゆがめて、チェシャ猫のように笑いながら語る。

「七年前、君が対価にした『恋愛感情』というのは、それだけの価値があるものだったんだよ」

　魔女の言葉は、全て真実だった。佐藤孝幸に恋愛感情は存在しない。七年前の夏休み。一人の少女を救うために差し出したが故に、存在しない。

　だから、孝幸は誰にも恋愛感情を抱けない。高山たかやま結実ゆいにも。天宮あまみや晴花にも。深山葵にも。どれだけ美しく、素晴らしい少女たちに囲まれようとも、恋をすることはないのだ。

　恋を食らうバケモノに、そんな人間らしいものは不要だと言わんばかりに。


「…………そう、だな。確かに、あの時の俺おれは軽率だったよ、今では反省している」



　突如現れた魔女に対して、孝幸はようやく反応を返す。無理やりにでも余裕ぶった笑みを張り付けて、魔女と対峙たいじする。

「ふふふっ、そうかい。でも、残念ながら、いくら反省しても君に対価を返してあげるわけにはいかないんだけどね？」

　魔女はそんな孝幸へ意地悪く笑いかけると、さらに問いを重ねる。

「君は、あの時の選択を後悔しているかな？　馬鹿ばかをやったと思っているかな？　たかが、我が侭なお姫様一人を宥なだめるのに、随分な愚行を犯したと思うかい？　ねぇ、答えてくれるかな？　もう、ヒーローではなくなった君よ」

　過ぎた力を望み、バケモノになった少年へと、魔女は問いかける。自業自得の末路に居るのは、一体、どんな気分なのだ？　と。




「いいや、後悔なんてしていない」




　だが、孝幸の答えは、一瞬の躊躇も無いほどに晴れやかな言葉だった。

「だって、俺は今、とても報われているからな」

　それは、偽りのない答えだった。強がりと呼ぶには、あまりにも幸せそうで、自信に溢あふれた答えを、孝幸は魔女に告げる。

「何せ、深山葵という最高の相棒が、俺を見張っていてくれるんだ。これ以上を望むのは、男子高校生として贅沢が過ぎると思わないか？」

「ふ、ふふふっ。そうだねぇ、彼女が最高だってことは同意してあげるよ」

　孝幸の答えに、魔女は愉快そうに体を揺らす。

「それに、俺は諦あきらめたわけじゃないぜ？　魔女。お前が教えてくれたことを、俺は今でも覚えている。まさか、それが噓うそとは言わないよな？」

「ああ、言わないとも。いや、ワタシが何を言おうが、実は関係ないのさ」

　笑みを深めて、魔女は孝幸へと言葉を紡つむぐ。

「この世界のどんな異能も、どんな魔法も、本当の愛って奴には勝てないんだから」

　さりげなく。まるで、親友に世間話でもするように。

　当たり前のような口調で、世界の真実を告げると、魔女はその姿を無数の鴉からすへと変えて、その場から消え去ってしまった。まるで、白昼夢の如く。最初から誰も居なかったかのように。


「…………やってやるさ」



　けれど、絞り出された孝幸の言葉は確かに、この場に居ない魔女へと向けられていた。

　どれだけの恋を食らおうとも、きっとそこに辿たどり着くという覚悟と決意は、確かに、幻ではなく、この世界に呟つぶやかれたものだった。




「ああ、やってみるがいいさ」

　魔女が孝幸の目の前から消えてからすぐ後、校門付近を歩く少女は、小さく呟いた。この場に居ない、誰かに対する答えとして。魔女とは異なる姿で、魔女と酷似した笑みで、応えた。

「……おっと、違う、違う……うん、これでいい」

　だが、それが自分のキャラではないと気づいたのだろう。少女は己おのれの頰ほおをぐにぐにと触った後、いつもの仏頂面に戻った。そして、きちんと眼鏡めがねが掛かっていることを確かめて。


「お待たせ、葵…………何で顔が赤いの？　風邪？　クレープ屋やめる？」



「だ、大丈夫！　これはちょっと……頑張っただけだから！」

「あ、そう」

　校門で待ち合わせしていた、自らの悪友と素っ気なく言葉を交わし始める。

　甘く、刺激的な青春の予感を確かに感じながら──魔女は再び、日常の中へと隠れ潜むのだった。










あとがき







　はじめまして。この度、第十三回ＧＡ文庫大賞で、銀賞をいただきました、冬坂ふゆさか右折うせつです。

　まず、この場をお借りして謝辞から入らせていただきます。

　本作の選考に携わってくださった多くの皆様に感謝を。

　担当編集のＦ様。未熟さ故に、多大なご迷惑をかける私と、何度も打ち合わせに付き合っていただき、ありがとうございます。

　本作に、美麗なイラストを描いてくださったｋａｐｐｅ様。初めて、登場キャラクターたちのイラストを拝見した時は、心が躍り出すような嬉うれしさに思わず、「ひゃっほう」と叫んで、庭を駆け巡っていました。本当にありがとうございます。

　その他、本作の制作や販売に携わってくださった、皆様。ありがとうございます。本作を、読者の方々に届けることができたのは、皆様のおかげです。

　そして、本作を手に取っていただいた、読者の方々。皆様に読んでいただいて初めて、本作はようやく物語になれます。ここまで目を通していただき、ありがとうございました。ご縁がありましたら、次の物語にも付き合っていただければ嬉しいです。




　さて、感謝の気持ちで残りのあとがきを全すべて埋めたいところですが、流石さすがに怒られてしまいますので、本作の誕生秘話などを少々。

　私は幼少の頃、『恋愛は素晴らしい』などという言葉を耳にすると、『本当かなぁ!?』と煽あおり顔を晒さらす子供でした。そうですね、クソガキですね。けれども、逆に、『恋愛なんてクソだ』という言葉を耳にすると、『本当かなぁ!?』と嚙かみつく子供でもありました。当然、こんな天邪鬼あまのじゃくのクソガキは非モテです。浮いた話などなく、沈みっぱなしです。

　そんなクソガキも、心臓を動かし続けていれば、大人になります。様々な経験と共に、大人になった私は、恋愛とは何か？　という疑問に一つの答えを出しました。そう、それが『ケースバイケース』です。無敵の答えです。大体これを言っておけば、問題ありません。そうですね、大人になってもクソガキですね。恐らく、学生時代の同級生の方が、今の私よりもずっと大人だったと思います。

　ですが、クソガキでも大人なので、この答えを物語にしました。どうしようもない想おもいを抱えている人たちに届けばいいと、書きました。

　こんな物語ですが、恋に悩む主人公と一緒に、答えを見届けていただければ幸いです。










著者

冬坂右折（ふゆさか　うせつ）

　雪国出身、東北地方在住です。

　本作の執筆中に、蛍光灯のカバーが経年劣化によって落下。熊とのニアミス遭遇。

　冷蔵庫のプリンを家族に食べられるなどの試練を乗り越えました。

　大体、こんな感じが通常運転で生きています。




イラスト

ｋａｐｐｅ（かっぺ）

　熊本県出身東京都在住。

　アニメーター＆イラストレーター。

　猫５匹と暮らしてます。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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